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３．目標に準拠した評価の進め方と障害への配

慮

１）盲・聾・養護学校における多様な教育課程の編

成

平成11年3月の新学習指導要領の改訂に伴い，基礎

， ，・基本の確かな定着 基礎学力の向上等を図るため

児童生徒の学習評価に関して，目標に準拠した評価

（いわゆる絶対評価）と個人内評価の実践が求めら

れることとなった。

盲・聾・養護学校においては，個々の児童生徒の

障害の状態が異なるとともに，学習に対する興味・

関心についても，障害のない子どもと同様に多様で

。 ，ある こうした個々の様々な実態を的確に把握して

それぞれのニーズに即して適切な教育を進めていく

必要性がある。したがって，個々の子どもたちの実

態に即して多様な教育課程の編成が行われている。

例えば，小・中学校等の各教科等に準じて教育課程

を編成している場合，小・中学校等の各教科等とは

目標・内容等が異なる知的障害養護学校の各教科を

用いて教育課程を編成している場合，障害が重度・

重複化しているため，各教科等の学習に困難さが予

想される時には，盲・聾・養護学校独自の指導領域

である自立活動を中心とした教育課程を編成してい

る場合などである。

このように，盲・聾・養護学校の場合には，種々

の教育課程編成上の特例が設けられていることに留

意して，評価を考えていく必要がある。

２）盲・聾・養護学校における評価の進め方

ａ 小・中学校等の各教科等に準じた指導を行っ

ている場合

盲・聾・養護学校において，小・中学校等の各教

科等に準じた指導を行っている場合には，小・中学

校の学習指導要領に示された各教科等の目標・内容

あるいは単元や題材ごとに 関心・意欲・態度 思，「 」，「

考・判断 「技能，表現 「知識，理解」の観点別」， 」，

に，評価規準の内容を具体的に設定した上で評価を

進めることになる。

目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価）の手続

きについては，国立教育政策研究所が作成した「評

価規準・評価方法等の研究開発」を参考にして，次

の手順で進めていくことになる。

ｱ) 第一段階

小学校学習指導要領に示された教科及び教科目標

に基づき，評価の観点を明確にする必要がある。例

えば，国語科については，教科目標が 「国語を適切，

に表現し正確に理解する能力を育成し，伝え合う力

を高めるとともに，思考力や想像力及び言語感覚を

養い，国語に対する関心を高め国語を尊重する態度

を育てる 」となっていることから，平成13年4月27。

「 」 ，日付けの 指導要録の改善に関する通知 において

①国語への関心・意欲・態度，②話す・聞く能力，

③書く能力，④読む能力，⑤言語についての知識・

理解・技能の５つの評価の観点が明らかにされた。

さらに，同通知において，これらの観点を設けるに

当たっての趣旨が説明されている。例えば 「④読む，

能力」の趣旨については 「④目的に応じて読み取っ，

たり読書に親しんだりする 」と述べられており，小。

学校段階の子どもであれば，それぞれの成長発達を

踏まえ，各学年等の教科目標に対して，どの程度ま

で達成されたかを絶対評価する形での評価を展開す

る必要があるという趣旨に解釈できる。

ｲ) 第二段階

学年目標・内容等に基づいて，具体的な評価規準

を作成していくことになる。

まず，小学校学習指導要領の学年目標を踏まえる

。 ，「 」必要がある 国語科の場合 第１学年及び第２学年

の「学年目標」というように，二学年まとめて３項

目が示されている。読むことに関しては 「(3) 書，

かれている事柄の順序や場面の様子などに気付きな

がら読むことができるようにするとともに，楽しん

で読書しようとする態度を育てる 」と掲げられてい。

る。この学年目標に基づく「学年の評価の観点の趣

旨」は，前述の「指導要録の改善に関する通知」に

示されている。

同様に「読むこと」に関する観点の趣旨は 「④，

書かれている事柄の順序や場面の様子などに気付き

ながら読む 」となっている。以上が，目標に準拠し。

。て指導及び評価の観点を具体化する際の筋道である

さらに，小学校学習指導要領には 「目標」に従っ，

て指導すべき「内容」が示されており，国語科に関

，「 」 「 」 ，しては 第１学年及び第２学年 の 内容 として

ＡからＣまで三項目に分けて示してある 「Ｃ読むこ。

と」については 「易しい読み物に興味をもち，読む，

こと ，あるいは「時間的な順序，事柄の順序などを」

考えながら内容の大体を読むこと 「・・・想像を」，

広げながら読むこと 「・・・考えながら声に出して」

読むこと」が掲げられている。

これらをより具体化し，評価の際の客観性を保つ

ため，内容のまとまりごとの評価規準が，前述した

国立教育政策研究所作成の「評価規準，評価方法等

の研究開発」にまとめられている。

「読む能力」については，例えば「自ら気に入っ
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た易しい読み物を読んでいる 「時間や事柄などの。」，

順序に着目し，内容の大体を読んでいる 」などであ。

る。それを実際の指導との関連で具体化し，例えば

「読み聞かせを聞いたり紹介されたりした易しい読

み物を楽しんで読んでいる 「入門期では，挿絵や。」，

写真などを見て想像を膨らませたり，順序を追って

読んだりしている 「物語の場面が時間の順序によ。」，

ってつながっていることに気付き，内容の大体を読

んでいる 」などと，児童の学習状況を評価する際の。

視点をより具体的に表現し，達成されたか否かを明

らかにするための手順が示されている。

ｳ) 第三段階

次には，指導する単元ごとに評価の手順を工夫し

。 ，ていくことになる 学習指導要領の内容に基づいて

その単元での指導目標を設定し，観点別に単元の評

価規準を設けることになる。その際には，具体的な

評価方法も合わせて考えておく必要がある。

そして，どのような状況が見受けられた場合にそ

れを「十分満足できる状況」と判断するかという具

体的なイメージを描いておく必要がある。

ｴ) 評定

各教科の評価においては，総括的な評価として評

定を行う必要がある。今回の改訂においては，小学

部の第３学年以上は３段階で，中学部の必修教科は

５段階，選択教科は３段階で実施することになって

いる。

観点別学習状況の評価をどのように総合化して評

定にまとめるかについても，国立教育政策研究所の

報告書に例が示されている。このように評価を進め

てくるとなると，目標に準拠して設定する観点別の

評価規準の内容がどのようなものかが重要になる。

盲・聾・養護学校の場合には障害に対する配慮等を

どのように観点別の評価規準に加味するかが工夫の

しどころである。

ｵ) 障害への配慮

盲・聾・養護学校での教育を考えていく場合，障

害に基づく学習の困難な側面，あるいは特に必要と

される努力等をどのように評価に反映させるかが課

題である。

障害に基づく学習困難な内容，例えば，聾学校に

おける理科の音に関する題材，あるいは盲学校にお

ける色に関する題材等は，盲・聾・養護学校の学習

指導要領において，教育課程編成上，特に扱わない

ことも可能となるような特例が設けられている。従

って，こうした教育課程を編成した場合には，観点

， ， ，別の評価においても 例えば 知識・技能において

前述の一部を欠いた教科内容を踏まえた評価規準を

作成することができる。

しかし，小学校と同様の目標，内容を扱う場合に

は，国立教育政策研究所で作成した評価規準を参考

として，各学校での工夫の下により具体的な評価規

準を作成することになる。

関心・意欲・態度の観点において，障害特性を配

慮して，目標に準拠した評価規準の具体的な表現を

工夫することが大切である。

知識・理解の観点においては，障害に基づく困難

を改善・克服しようとする姿勢をどのように表現す

るかに難しさがある。

ｂ 自立活動を中心とした指導の場合

新学習指導要領において，自立活動の指導に当た

っては，個別の指導計画を作成することとされてい

る。従って，自立活動の指導を行う際には，個別の

， ，適切な実態把握 指導目標の設定と指導内容の選定

学習活動の展開，指導の評価等に当たって，個別の

指導計画を活用することが大切である。

評価については，指導目標に従い，その到達状況

について，個々の実態や特性等に応じて，具体的な

評価規準の作成が求められる。教科学習とは目標設

定が個人の目指すべき到達目標となることから，質

的に異なるが，具体的な表現をするという意味では

同様である。また，これは個人内目標でもある。個

々の取り組みの状況により，細かなステップで刻ま

れた目標設定であり，個々の努力の状況により，到

達度が適切に評価される必要がある。

， ，自立活動の指導においては 指導内容にもよるが

おおむね個人別に目標設定がなされ，それに対して

どこまで目標が達成されたか，それに目標達成に向

けてどのような意欲，態度，姿勢で取り組んだかが

評価の対象ともなる。

このように考えてくると，いわゆる絶対評価の要

素と観点別の個人内評価の両面を統合した評価が必

要になると考えられる。

ｃ 知的障害養護学校の各教科を用いて指導を行

っている場合

知的障害養護学校の教科を用いて指導している場

合は，盲・聾・養護学校の学習指導要領に示されて

いる知的障害養護学校の教科の目標に基づき，評価

規準を作成することになるが，学習活動を加味した

。 ，より具体的な評価規準の作成が求められる その際

関心・意欲・態度，知識・技能などの評価の観点を

どのように工夫するかという点が課題である。

， ，思考・判断についても 学習活動を工夫する際に

個々の子どもに対応して様々な場面を想定すること

になる訳であるから，その際に，当然生活場面での
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思考・判断を評価対象とする機会があるものと推測

される。

評価規準の作成により，子どもの学習状況を単に

量的側面からのみにとどまらず，質的側面からより

具体的，客観的にとらえ，基礎・基本の確実な定着

を図ること，生きる力の伸長へとその発展を期待す

ることなどの趣旨から，知的障害養護学校の教科を

用いて，領域・教科を合わせた授業を展開する場合

などにも，評価規準による評価の試みを意図してみ

ることが大切である。

（ ）宍戸 和成

３）知的障害養護学校における各教科の評価の在

り方について

知的障害養護学校の各教科の評価の在り方につい

て，個別の指導計画に基づく評価，各教科の具体的

内容と評価の観点，領域・教科を合わせた指導にお

， 。ける評価の３つの事柄から論述し 課題を整理する

(1) 個別の指導計画に基づく評価

指導と評価とは表裏一体の関係にあり，学校の教

育活動における評価は，教育活動を充実させ，児童

生徒一人一人のより豊かな生活の実現を図るために

行われるものである。

児童生徒の学習の状況の評価として，一人一人の

指導目標の達成状況をとらえることは，同時に指導

内容や方法が適切であったかどうか，指導目標を設

定する際の出発点となった実態把握が適切になされ

ていたのか，ということを評価することになる。い

わゆるＰＤＣＡ（Plan-Do-Check-Action）サイクル

の確立である。

このＰＤＣＡサイクルの確立の具体として，個別

の指導計画の作成・活用がある。例えば，新潟大学

教育人間科学部附属養護学校 では，長期サイクル１）

と短期サイクルで構成された個別の指導計画の作成

・活用システムの充実を目指した研究が推進されて

いる。長期サイクルは，①情報収集・複数の教師に

よる分析，②具体的な指導目標，支援計画の立案，

保護者への提示，③授業実践，④指導目標，授業実

践の総括的評価，の流れで構成され，短期サイクル

は，長期サイクルの③の授業実践の中でのＰＤＣＡ

サイクルとして整理されている。また，宮崎県立宮

崎南養護学校 でも，前期・後期に分けて作成・評２）

価する個別の指導計画の作成の各段階（実態把握，

計画作成，具体的実践，評価）でそれぞれの妥当性

を検証する流れを整理し 「複数教師による検討」と，

「保護者との共通理解」をスケジュール化した評価

システムを提案・実施している。

従って，個別の指導計画に基づく評価とは，個別

の指導計画の作成の各段階における評価，長期サイ

クルにおける指導目標，授業実践の総括的評価，日

々の授業における学習状況の評価を指す場合がある

と考えられる。

後述するように，知的障害養護学校では，児童生

徒の障害の状態等に応じて，個別に各教科の具体的

な目標と指導内容を設定することになっており，実

質的には，個別の指導計画に基づく評価となる。つ

まり，長期サイクルにおける指導目標，授業実践の

総括的評価，日々の授業における学習状況の評価と

なり，個別の指導計画で設定した指導目標と指導内

容についての学習状況を評価することになる。

(2) 各教科の具体的内容と評価の観点

知的障害養護学校の各教科の内容について，盲学

校，聾学校及び養護学校学習指導要領（平成11年３

月） の総則に「知的障害者を教育する養護学校に３）

おいては，各教科（小学部におけては各教科の各段

階）に示す内容を基に，児童又は生徒の知的発達の

遅滞の状態や経験等に応じて，具体的に指導内容を

設定するものとする」と述べられている。また，同

様なことが盲学校，聾学校及び養護学校学習指導要

領（平成11年３月）解説－各教科，道徳，特別活動

編 （以下，解説書とする ）367頁に「各学校が指４） 。

， ，導計画を作成する際には 児童生徒の障害の状態等

学校や地域の実態に即して，各教科の内容を具体化

し，指導内容を設定する必要がある」と述べられて

いる。つまり，児童生徒の障害の状態等に応じて，

個別に各教科の具体的な指導内容を設定することに

なる。従って，各教科の評価は，個別に設定された

指導目標と具体的な指導内容に基づき，学習の状況

「 （ ）」，を 児童生徒の学習活動の様子 意欲・関心・態度

「学習により児童生徒が身に付けたこと（知識・理

解，技能・表現 「指導の成果が日常生活に見られ）」，

る（日常生活での実現化 」等の観点からとらえるこ）

とになる。

各教科の評価の観点は，解説書の各教科の「内容

構成の考え方」に示されている教科の内容構成の観

点ごとに設定することが考えられる。例えば，小学

部の生活科では，解説書380頁に論述されている「内

容構成の考え方」に 「基本的生活習慣 「健康・安， 」

」「 」「 」「 」「 」「 」全 遊び 交際 役割 手伝い・仕事 きまり

「金銭 「自然 「社会の仕組み 「公共施設」の11の」 」 」

内容の観点が示されている。また，小学部の国語科

については 解説書409頁に 聞く・話す 読む 書， 「 」「 」「

く」の３つの内容の観点が示されている。各教科の

内容構成の観点を表１～表３に示す。
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表１ 小学部の各教科の内容構成

教科名 内容構成の考え方（観点）

「 」「 」「 」「 」「 」「 」「 」「 」生活科 基本的生活習慣 健康・安全 遊び 交際 役割 手伝い・仕事 きまり 金銭

「自然 「社会の仕組み 「公共施設」」 」

国語科 「聞く・話す 「読む 「書く」」 」

算数科 「数量の基礎，数と計算 「量と測定 「図形・数量関係 「実務」」 」 」

音楽科 「音楽遊び 「鑑賞 「身体表現 「器楽 「歌唱」」 」 」 」

図画工作科 「表現 「材料・用具 「鑑賞」」 」

体育科 「基本の運動 「運動遊び 「いろいろな運動 「きまり・安全」」 」 」

表２ 中学部の各教科の内容構成

教科名 内容構成の考え方（観点）

国語科 「聞く・話す 「読む 「書く」」 」

社会科 「集団生活ときまり 「公共施設 「社会のできごと 「地域の様子や社会の変化 「外国の」 」 」 」

様子」

数学科 「数と計算 「量と測定 「図形・数量関係 「実務」」 」 」

理科 「人体 「生物 「事物や機械 「自然」」 」 」

音楽科 「鑑賞 「身体表現 「器楽 「歌唱」」 」 」

美術科 「表現 「材料・用具 「鑑賞」」 」

保健体育科 「いろいろな運動 「きまり 「保健」」 」

職業・家庭 「働くことの意義 「職業に関する基礎的な知識 「道具や機械 「役割 「産業現場等にお」 」 」 」

科 ける実習 「家庭の役割 「家庭に関する基礎的な事項 「情報 「余暇」」 」 」 」

外国語科 「英語への興味や関心 「英語の表現への興味や関心 「英語での表現」」 」

表３ 高等部の各教科の内容構成

教科名 内容構成の考え方（観点）

国語科 「聞く・話す 「読む 「書く」」 」

社会科 「集団生活と役割・責任 「きまり 「公共施設 「社会的事象 「我が国の地理・歴史 「外」 」 」 」 」

国の様子」

数学科 「数と計算 「量と測定 「図形・数量関係 「実務」」 」 」

理科 「人体 「生物 「事物や機械 「自然」」 」 」

音楽科 「鑑賞 「身体表現 「器楽 「歌唱」」 」 」

美術科 「表現 「材料・用具 「鑑賞」」 」

保健体育科 「いろいろな運動 「きまり 「保健」」 」

職業科 「働くことの意義 「道具や機械 「職業に関する知識 「産業現場等における実習 「健康」 」 」 」

管理・余暇 「機械・情報機器」」

家庭科 「家庭の役割 「消費と余暇 「家庭に関する事項 「保育・看護 「道具や器具」」 」 」 」

外国語科 「会話 「読む・書く 「語や句の意味」」 」

情報科 情報やコンピュータなどの役割 機器の操作 ソフトウェアの操作と活用 通信 情「 」「 」「 」「 」「

報の取扱い」

家政科 「実習への参加 「知識と技術の習得 「器具や機械等の操作 「家庭に関する各分野」」 」 」

農業科 「実習への参加 「知識と技術の習得 「機具や機械等の操作 「農業に関する各分野」」 」 」

工業科 「実習への参加 「知識と技術の習得 「工具や機械等の操作 「工業に関する各分野」」 」 」

流通・サー 「実習への参加 「知識と技術の習得 「機器や機械等の操作 「流通・サービスに関する各」 」 」

ビス科 分野」
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表４ 国語科の評価の観点の趣旨（宮崎県立宮崎南養護学校）

日常生活に必要な国語への関心・意欲・態度 日常生活に必要な国語の表現 日常生活に必要な国語の理解

日常生活において，話をしたり，意 日常生活を送る上で，国語を表 生活に身近な人やものの名前，

思を伝えようとするなど，国語を使 現する能力や国語を使って様々 動作や状態，感情を表す言葉を

って積極的表現しようとする。 な事柄を表現することができる 理解し，聞く・話す，読む・書。

くことを理解し，これらを日常

。生活の中で生かすことができる

評価の観点を，これらの教科の内容構成の観点ご

とに設定するというのは，例えば，生活科の「基本

的生活習慣」の内容において考えてみると，４つの

評価の観点を設定することが考えられる 一つは 自。 ，「

ら身辺生活の処理の活動に取り組む（意欲・関心・

態度 ，二つは 「日常生活に必要な身辺生活の処理）」 ，

について理解する（知識・理解 」三つは 「日常生） ，

活に必要な身辺生活の処理ができる（技能 ，そし）」

て，四つは 「指導の成果が日常生活に見られる（日，

常生活での実現化 」である。）

この４つの評価の観点から，児童生徒の学習の状

， 。況をとらえると 次のような評価の例が考えられる

「自ら身辺生活の処理の活動に取り組む （意欲・」

関心・態度）の観点からの評価の例として 「着脱し，

やすい服や靴をひとりで着脱し，ロッカーに整理し

ようとする ，或いは 「スプーンやフォークを使っ」 ，

て，ひとりでこぼさないで食べようとする」という

評価内容が考えられる。

「日常生活に必要な身辺生活の処理について理解

する （知識・理解）の観点からの評価の例として，」

「食事の準備や後片付けが必要なことがわかり，そ

れらに取り組める」という評価内容が考えられる。

「日常生活に必要な身辺生活の処理ができる （技」

能）の観点からの評価の例としては 「言葉掛けによ，

り，手足や衣服の汚れに気付き，洗ったり拭いたり

することができる」という評価内容が考えられる。

「指導の成果が日常生活に見られる（日常生活で

の実現化 」の観点からの評価の例としては 「自分） ，

の服装の乱れに気付き，鏡の前で整えようとするこ

とができる ，或いは 「簡単な食事の準備や後片付」 ，

」 。けがひとりでできる という評価内容が考えられる

実際の指導では，評価の観点を一人一人の具体的

指導内容に照らして設定していくことになるので，

各教科の指導内容の具体例が参考として示されるこ

とが望ましいと考えられる。各教科の指導内容の具

体例を資料として掲載するので参考にしていただけ

れば幸いである。この資料は 「新しい教育課程と学，

習活動Ｑ＆Ａ （全国知的障害養護学校長会編著）の」

資料をもとに，協力者等の協力を得て，加筆・修正

したものである。

また，前述の平成14・15年度文部科学省特殊教育

研究協力校である宮崎県立宮崎南養護学校 では，２）

知的障害養護学校における観点別評価の規準例を整

理している。例えば，国語科の評価の観点及びその

趣旨として，表４のように示されている。この整理

では「理解」の観点に「指導の成果が日常生活に見

られる（日常生活での実現化 」の観点が含まれてい）

ると考えられる。

(3) 領域・教科を合わせた指導における評価

知的障害養護学校では，多くの場合，各教科の内

容を領域・教科を合わせた指導の形態により指導し

ている。例えば，生活単元学習で宿泊学習を指導し

た場合，この単元で学習する内容としては，生活科

の内容である 基本的生活習慣 の内容 食事 用「 」 （「 」，「

」「 」「 」「 」），「 」便 寝起き 清潔 身のまわりの整理 役割

の内容（ 共同の作業と役割分担 「金銭」の内容「 」），

（ 買い物 「社会の仕組み」の内容（ いろいろな「 」）， 「

店 「社会の様子 「公共施設」の内容（ 交通機」， 」）， 「

関の利用 ，国語科の内容である「聞く・話す」の」）

内容（ 人の話の内容のあらましの理解 「経験を話「 」，

す 「読む」の内容（ 文字への関心 「語句の読」）， 「 」，

み ）…等の各教科の内容が位置づけられる。」

， ，留意したいのは これらの内容を指導するために

生活単元学習として指導を展開するのではなく，宿

泊学習の様々な活動を通して，これらの内容を学習

し身に付けることができると考える方が正しいと考

えられることである。つまり，領域・教科を合わせ

た指導においても，学習活動の結果として，学習指

導要領に示される各教科等の目標や内容に基づいた

指導内容が学習されることになる。従って，領域・

教科を合わせた指導における評価においても，個別

の指導計画に基づき設定された指導目標と具体的な

指導内容の学習の状況を「児童生徒の学習活動の様

子（意欲・関心・態度 「学習により児童生徒が身）」，

に付けたこと（知識・理解，技能・表現 「指導の）」，

成果が日常生活に見られる（日常生活での実現化 」）
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等の観点からとらえることは可能である。

しかし，生活単元学習等のいわゆる領域・教科を

合わせた指導では，単元に含まれる内容を各教科の

枠でとらえるよりも 「自立につながる力等の構成要，

素等の括り」により整理する方が，生きる力を育む

。 ，指導と評価に結びつきやすいと考えられる つまり

現行の教育課程の考え方で説明すると，教育課程を

編成する各教科の内容を，一旦 「自立につながる力，

等の構成要素等の括り」により整理しなおし，年間

指導計画や単元構成においてそれらの内容を位置づ

表５ 将来につながる経験内容表（北九州市立八幡西養護学校）

領 域 小学部 中学部 高等部

身近な人との接 身近な人たちとのかかわ 地域の人たちとのかかわり， 地域への参加，交際，身だし

し方 り，遊びのルール，あい あいさつ，身だしなみ なみ

さつ

公共物の利用 交通機関の利用，公共施 交通機関の利用，公共施設の 交通機関の利用，役所や公共

設の利用 利用 施設の利用

生活と消費 買い物 買い物 買い物，金銭管理，娯楽施設

の利用

情報の伝達 手紙，電話の利用 手紙，電話，ファクスの利用 手紙，電話，ファクスの利用

季節と生活 季節の変化と生活 季節の変化と生活 季節の変化と生活

家庭の仕事 簡単な調理，掃除，洗濯 簡単な調理，掃除，洗濯 簡単な調理，掃除，洗濯

表６ 自立につながる力の内容表（新潟大学教育人間科学部附属養護学校）

観 点 内 容

， ， ，豊かな情操で意欲的に生活す 興味・関心を持つ 豊かに感じたり表現したりする 目的・見通しを持つ

る力【豊かな心】 向上心を持つ，穏やかに過ごす

安全に気を付け，健康な体で 体を動かす，体を清潔にする，健康に気を付ける，安全に気を付ける

生活する力【健康な体】

日常生活動作を自分で行う力 食事をする，排泄をする，身なりを整える，整理・整頓をする，形・色・

【日常の生活動作】 文字・記号・数などを活用する

周囲の人と意思を伝え合う力 自分の意思を表現する，他者の意思を理解する

【コミュニケーション】

周囲に人と円滑にかかわる力 人に関心を示したり親しみを感じたりする，集団活動に参加する，協力す

【集団生活】 る，決まりやマナーを守る，周りの人に気を配る

地域・経済にかかわる生活に お金を大切に扱う，いろいろな施設などを利用する，身近な交通機関を利

必要な力【地域資源の利用】 用する

生活を楽しむ力【余暇】 一人で余暇時間を楽しむ，人と一緒に余暇時間を楽しむ

家事や労働を営む力【家事・ 家事に関することに取り組む，働く，自分の適性を理解する

労働】

， ，け 個別の指導計画の指導目標と指導内容を整理し

その目標にそって観点を設けて評価することが考え

られる。例えば，北九州市立八幡西養護学校 は，５）

「 」 ，表５に示す 将来につながる経験内容表 を整理し

生活単元学習の中心課題として指導内容を設定する

ことを提案している。各領域の内容項目が各単元の

内容となるものであり，この内容項目毎に観点を設

けて評価することができるだろう。

この内容項目毎に観点を設けて評価することの具
）体例として 新潟大学教育人間科学部附属養護学校， １

の生活単元学習の評価がある。新潟大学教育人間科

学部附属養護学校では，従来より表６に示す「自立

につながる力の内容表」が改訂されながら整理され

てきている。中学部では，生活単元学習で年間を通

じて優先的に育てたい内容を前述の観点 例えば 豊， 【

かな心】と【集団生活】の中から選択し，生活単元

学習で願う生徒の姿と活動場面を想定し，表７に示

す「評価の視点」を設定している。

(4) 各教科の評価の課題

ア 個別の指導計画の作成・実践・評価のサイク

ルの確立

前述したように，知的障害養護学校では，教育課
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程に基づき作成された個別の指導計画に示された個

。人の目標に照らして学習状況を評価することになる

個別の指導計画の作成での目標設定，実践，評価の

それぞれの過程で妥当性等を高めていくためには，

保護者・本人と連携した個別の指導計画の作成シス

テムの確立が重要となる。

イ 生活のなかでの評価

領域・教科を合わせた指導だけでなく教科別の指

導においても，生活に結びついた実際的で具体的な

活動を学習活動の中心に据え，自然で必要性のある

表７ 生活単元学習の「評価の視点 （新潟大学教育人間科学部附属養護学校）」

内容の観点 内 容 生活単元学習で願う姿 主な活動場面 「評価の視点」

興味・関心を持つ 関心を持つ姿 話し合いなどの 選択・意見

導入場面

豊かに感じたり表現 のびのびと表現して楽しむ姿 表現

豊かな心 したりする 見通しを持って楽しむ姿【 】

目的・見通しを持つ 工夫して楽しむ姿 制作やゲームを

向上心を持つ （生徒に応じて選択する。優 含む活動全般

先課題として「評価の視点」

の中に明記する ）。

集団生活に参加する 友達とかかわって楽しむ姿 かかわり

集団生活 協力する 自分の役割を果たす姿 係活動に取り組 役割【 】

む場面

具体的な経験を通して学習することが大切にされる

。 ， ，べきだと考える 従って 評価の観点を設けるとき

学習した内容が生活の中でどう生かされているか，

つまり「指導の成果が日常生活に見られる（日常生

）」 。活での実現化 の観点からの評価が必要だと考える

ウ 本人にわかりやすい評価

知的障害のある子どもたち自身の自己評価につい

ては，日々の授業のなかで意図的になされているか

。 ，を振り返りたい 子どもが評価しやすい目標の設定

例えば，回数や個数，完成品のモデルとの比較など

の具体的な目標を設定することで，目標を伝えやす

くなることが期待され，その結果，学習活動を自ら

評価しやすくなることが考えられる。

エ 保護者や関係者にわかりやすい評価

知的障害養護学校では，学習状況の評価を文章に

より保護者や関係者（授業担当者等）に伝えられる

ことが多いと考えられる。前述の評価しやすい目標

の設定により保護者や関係者にもわかりやすい評価

となると考えられる。また，近年のデジタルカメラ

等の普及により，画像による記録が簡単にできるよ

うになってきており，画像を添えることで一層わか

りやすい評価（記録）となることが期待される。
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校

学
習

指
導

要
領

（
平

成
1
1
年

３
月

）
解

説
書

－
各

教
科

，
道

徳
，

特
別

活
動

編
－

の
各

教
科

の
「

内
容

構
成

の
考

え
方

」
に

示
さ

れ
る

教
科

の
内

容
構

成
の

観
点

ご
と

に
，

小
学

部
３

段
階

（
表

中
の

１
～

３
）

，
中

学
部

１
段

階
（

表
中

の
４

）
，

高
等

部
２

段
階

（
表

中
の

５
～

６
）

で
示

さ
れ

た
内

容
を

踏
ま

え
て

そ
の

具
合

的
な

内
容

例
を

示
し

て
い

る
。

各
学

校
で

個
別

の
指

導
計

画
を

作
成

す
る

上
で

参
考

に
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

あ
る

。
３

．
作

成
に

当
た

っ
て

，
「

新
し

い
教

育
課

程
と

学
習

活
動

Ｑ
＆

Ａ
」

（
全

国
知

的
障

害
養

護
学

校
長

会
編

著
）

に
掲

載
さ

れ
た

資
料

を
も

と
に

，
各

地
の

教
育

セ
ン

タ
ー

等
の

指
導

主
事

，
養

護
学

校
や

小
・

中
学

校
特

殊
学

級
の

先
生

の
協

力
を

得
て

，
加

筆
・

修
正

し
た

。
協

力
し

て
い

た
だ

い
た

方
に

感
謝

す
る

。



生
活

科

１
２

３
１

基
本

的
生

活
習

慣
（

食
事

）
（

食
事

）
（

食
事

）
１

教
師

と
一

緒
に

食
前

に
手

を
洗

う
。

１
教

師
の

言
葉

掛
け

に
よ

り
一

人
で

食
１

自
分

で
判

断
し

て
食

前
に

手
を

洗
う

。
２

教
師

と
一

緒
に

配
膳

を
手

伝
っ

た
り

，
前

に
手

を
洗

う
。

２
友

達
と

協
力

し
て

，
簡

単
な

食
事

の
準

配
ぜ

ん
の

と
き

に
行

儀
よ

く
待

つ
た

り
す

２
教

師
の

言
葉

掛
け

に
よ

り
自

分
の

食
備

（
エ

プ
ロ

ン
の

着
替

え
，

手
洗

い
，

食
る

。
事

の
準

備
（

エ
プ

ロ
ン

の
着

替
え

，
手

器
の

運
搬

・
配

膳
）

や
後

片
付

け
（

食
器

３
教

師
と

一
緒

に
自

分
の

食
器

を
並

べ
た

洗
い

，
食

器
の

運
搬

・
配

膳
）

や
後

片
を

ま
と

め
る

，
運

搬
な

ど
）

を
す

る
。

り
，

片
付

け
た

り
す

る
。

付
け

（
食

器
を

ま
と

め
る

，
運

搬
な

３
魚

の
こ

ま
か

い
骨

を
よ

り
だ

し
て

食
べ

４
教

師
と

一
緒

に
食

前
・

食
後

の
あ

い
さ

ど
）

を
す

る
。

る
。

つ
の

し
ぐ

さ
を

す
る

。
３

食
前

・
食

後
の

あ
い

さ
つ

を
す

る
。

４
自

分
で

判
断

し
て

食
事

の
量

を
調

節
し

５
食

事
中

は
座

っ
て

食
べ

る
。

４
ス

プ
ー

ン
・

フ
ォ

ー
ク

や
は

し
を

使
た

り
，

食
事

の
マ

ナ
ー

を
守

っ
て

食
事

を
６

ス
プ

ー
ン

・
フ

ォ
ー

ク
や

は
し

を
使

っ
っ

て
こ

ぼ
さ

な
い

よ
う

に
食

べ
る

。
し

た
り

す
る

。
て

食
べ

る
。

５
ス

ト
ロ

ー
や

コ
ッ

プ
で

上
手

に
飲

む
｡

５
食

べ
た

い
献

立
の

名
前

を
い

う
。

７
ス

ト
ロ

ー
や

コ
ッ

プ
で

飲
む

。
６

必
要

が
あ

れ
ば

，
茶

わ
ん

な
ど

を
手

６
一

人
で

調
味

料
を

上
手

に
使

う
。

８
茶

わ
ん

な
ど

を
お

さ
え

て
食

べ
る

。
に

も
っ

て
食

べ
る

。
９

適
量

を
食

べ
る

。
７

教
師

の
言

葉
掛

け
に

よ
り

主
食

と
副

1
0

食
事

の
途

中
で

遊
ば

な
い

で
食

べ
る

。
食

を
取

り
合

わ
せ

て
食

べ
る

。
1
1

よ
く

噛
ん

で
食

べ
る

。
８

教
師

の
言

葉
掛

け
に

よ
り

，
食

事
の

1
2

食
べ

て
は

い
け

な
い

と
い

わ
れ

た
も

の
マ

ナ
ー

を
守

っ
て

食
べ

る
。

は
食

べ
な

い
。

９
食

後
，

教
師

の
言

葉
掛

け
に

よ
り

一
1
3

食
後

，
教

師
と

一
緒

に
口

の
ま

わ
り

を
人

で
口

の
ま

わ
り

を
ふ

く
。

ふ
く

。
1
0

簡
単

な
献

立
の

名
前

を
い

う
。

1
4

教
師

と
一

緒
に

こ
ぼ

し
た

も
の

を
ふ

1
1

し
ょ

う
ゆ

や
ソ

ー
ス

な
ど

を
上

手
に

く
。

使
う

。
1
2

教
師

と
一

緒
に

，
食

事
の

前
後

に
テ

ー
ブ

ル
を

ふ
く

。

（
用

便
）

（
用

便
）

（
用

便
）

1
3

教
師

の
援

助
を

受
け

な
が

ら
，

一
人

７
便

器
の

ま
わ

り
を

汚
さ

な
い

で
用

を
た

1
5

尿
意

，
便

意
，

粗
相

を
告

げ
る

。
で

用
便

に
行

き
，

男
子

で
あ

れ
ば

お
尻

す
。

1
6

一
定

時
刻

に
，

教
師

と
一

緒
に

用
便

に
を

出
さ

ず
に

小
便

を
す

る
な

ど
，

用
を

８
便

器
の

違
い

や
水

洗
機

能
な

ど
が

分
か

行
き

，
パ

ン
ツ

や
ズ

ボ
ン

な
ど

を
脱

が
せ

た
す

。
り

，
用

を
た

す
。

て
も

ら
っ

て
，

用
を

た
す

。
1
4

便
所

の
男

女
の

マ
ー

ク
等

を
見

て
，

９
自

分
の

家
や

，
学

校
以

外
の

便
所

も
一

1
7

教
師

と
一

緒
に

，
用

便
後

手
を

洗
う

。
自

分
の

使
う

方
が

分
か

り
，

用
を

た
人

で
使

う
。

1
8

教
師

の
援

助
を

受
け

な
が

ら
，

寝
る

前
す

。
1
0

出
か

け
る

と
き

や
，

集
会

の
前

な
ど

予
に

用
便

に
行

く
。

1
5

便
所

に
入

る
と

き
は

，
ノ

ッ
ク

を
定

を
考

え
て

，
自

分
か

ら
用

を
た

す
。

し
，

戸
を

し
め

て
用

を
た

す
。

1
6

用
便

後
一

人
で

拭
き

，
服

装
を

整
え

る
。

1
7

水
洗

便
所

の
と

き
は

，
使

用
後

に
水

を
流

す
。



1
8

用
便

後
手

を
洗

う
。

（
寝

起
き

）
（

寝
起

き
）

（
寝

起
き

）
1
9

教
師

の
援

助
を

受
け

な
が

ら
，

決
ま

1
1

決
ま

っ
た

時
刻

に
寝

起
き

す
る

。
1
9

教
師

と
一

緒
に

，
寝

ま
き

に
着

替
え

っ
た

時
刻

に
寝

起
き

す
る

。
1
2

着
替

え
た

衣
服

の
始

末
を

す
る

。
る

｡
2
0

寝
る

前
に

一
人

で
用

便
に

行
く

。
1
3

夜
中

で
も

，
一

人
で

用
便

に
行

く
。

2
0

一
人

で
寝

ら
れ

る
よ

う
に

な
る

。
2
1

一
人

で
寝

ま
き

や
通

学
服

，
普

段
着

1
4

自
分

か
ら

朝
の

あ
い

さ
つ

や
寝

る
と

き
2
1

教
師

と
一

緒
に

，
朝

の
あ

い
さ

つ
や

，
に

着
替

え
る

。
の

あ
い

さ
つ

を
す

る
。

寝
る

と
き

の
あ

い
さ

つ
を

す
る

。
2
2

朝
の

あ
い

さ
つ

や
，

寝
る

と
き

の
あ

1
5

一
人

で
，

自
分

の
布

団
を

敷
く

。
い

さ
つ

を
す

る
。

2
3

教
師

と
一

緒
に

，
自

分
の

布
団

を
敷

く
。

（
清

潔
）

（
清

潔
）

（
清

潔
）

2
4

一
人

で
歯

み
が

き
や

洗
面

を
す

る
。

1
6

自
分

か
ら

進
ん

で
歯

み
が

き
や

洗
面

を
2
2

教
師

と
一

緒
に

，
歯

み
が

き
や

洗
面

を
2
5

一
人

で
手

足
を

洗
っ

た
り

，
タ

オ
ル

す
る

。
す

る
。

で
体

を
ふ

い
た

り
す

る
。

1
7

ハ
ン

カ
チ

や
ち

り
紙

を
自

分
で

用
意

す
2
3

教
師

と
一

緒
に

，
手

足
を

洗
っ

た
り

，
2
6

一
人

で
鼻

汁
を

か
む

。
る

。
ふ

い
た

り
す

る
。

2
7

ハ
ン

カ
チ

や
ち

り
紙

を
上

手
に

使
1
8

一
人

で
髪

を
と

か
し

た
り

，
爪

を
切

2
4

教
師

と
一

緒
に

，
鼻

汁
を

ふ
く

。
う

。
る

。
2
5

い
つ

も
ハ

ン
カ

チ
や

ち
り

紙
を

持
っ

て
2
8

教
師

と
一

緒
に

，
髪

を
と

か
し

た
1
9

一
人

で
散

髪
に

行
く

。
い

る
。

り
，

爪
を

切
る

。
2
0

湯
か

げ
ん

を
み

て
か

ら
浴

槽
に

入
る

。
2
6

い
や

が
ら

ず
に

，
髪

を
と

か
し

て
も

ら
2
9

教
師

の
言

葉
掛

け
に

よ
り

，
一

人
で

2
1

浴
槽

に
入

る
前

に
，

股
間

や
手

足
な

ど
う

。
入

浴
の

準
備

を
す

る
。

を
洗

う
。

2
7

い
や

が
ら

ず
に

，
爪

を
切

っ
て

も
ら

っ
3
0

教
師

の
援

助
を

受
け

な
が

ら
，

体
や

2
2

一
人

で
入

浴
し

，
体

や
髪

を
洗

う
。

た
り

，
耳

あ
か

を
取

っ
て

も
ら

っ
た

り
す

髪
な

ど
を

洗
う

。
2
3

入
浴

後
，

よ
く

体
を

ふ
い

て
着

衣
す

る
。

3
1

入
浴

後
教

師
と

一
緒

に
，

用
具

の
片

る
。

2
8

入
浴

前
に

用
便

を
す

ま
せ

る
。

付
け

を
す

る
。

2
4

入
浴

後
，

用
具

の
片

付
け

を
す

る
。

2
9

教
師

と
一

緒
に

，
入

浴
の

準
備

を
す

3
2

身
体

各
部

や
衣

服
の

汚
れ

に
気

づ
2
5

日
常

的
に

下
着

を
着

替
え

，
汚

れ
に

応
る

。
く

。
じ

て
衣

服
を

着
替

え
る

。
3
0

教
師

と
一

緒
に

腕
，

足
，

胸
な

ど
を

2
6

簡
単

な
洗

た
く

を
す

る
。

洗
っ

た
り

，
い

や
が

ら
ず

に
，

髪
を

洗
っ

て
も

ら
う

。
3
1

教
師

と
一

緒
に

，
湯

上
が

り
に

自
分

の
体

や
髪

を
ふ

く
。

（
身

の
回

り
の

整
理

）
（

身
の

回
り

の
整

理
）

（
身

の
回

り
の

整
理

）
3
2

自
分

の
ぼ

う
し

，
洋

服
，

く
つ

，
か

ば
3
3

教
師

の
援

助
を

受
け

な
が

ら
，

脱
い

2
7

そ
で

，
え

り
な

ど
の

衣
服

の
各

部
を

整
ん

な
ど

が
分

か
り

，
教

師
と

一
緒

に
，

決
だ

衣
服

を
た

た
む

。
え

る
。

め
ら

れ
た

所
に

置
く

。
3
4

ハ
ン

ガ
ー

を
使

っ
て

，
衣

服
を

始
末

2
8

衣
類

に
合

わ
せ

た
た

た
み

方
で

自
分

の
す

る
。

衣
服

の
始

末
を

す
る

。
3
5

自
分

の
脱

い
だ

履
物

を
そ

ろ
え

る
。

2
9

自
分

の
衣

服
や

持
ち

物
を

，
決

め
ら

れ
3
6

自
分

の
ぼ

う
し

，
衣

服
，

か
ば

ん
や

た
場

所
に

，
整

と
ん

し
て

置
く

。
く

つ
な

ど
を

決
め

ら
れ

た
所

に
置

く
。

3
0

机
の

引
き

出
し

や
ロ

ッ
カ

ー
な

ど
を

上
手

に
使

用
す

る
。

3
1

リ
ュ

ッ
ク

サ
ッ

ク
や

，
バ

ッ
ク

を
上

手



に
使

用
す

る
。

（
身

な
り

）
（

身
な

り
）

（
身

な
り

）
3
3

教
師

と
一

緒
に

，
簡

単
な

衣
服

の
着

脱
3
7

簡
単

な
衣

服
の

着
脱

を
す

る
。

3
2

衣
服

の
汚

れ
や

ほ
こ

ろ
び

に
気

付
い

を
す

る
。

3
8

鏡
で

確
認

す
る

な
ど

し
て

，
衣

服
の

て
，

着
替

え
る

。
3
4

教
師

と
一

緒
に

，
く

つ
を

履
い

た
り

，
前

後
，

表
裏

に
気

を
つ

け
て

着
脱

す
3
3

寒
暖

や
天

候
に

合
わ

せ
て

，
衣

服
を

調
脱

い
だ

り
す

る
。

る
。

節
す

る
。

3
5

教
師

と
一

緒
に

，
雨

具
を

使
用

す
る

。
3
9

く
つ

の
左

右
を

区
別

し
て

，
一

人
で

3
4

運
動

や
作

業
の

と
き

は
，

決
め

ら
れ

た
3
6

季
節

や
気

温
に

応
じ

た
服

装
に

慣
れ

靴
を

履
い

た
り

脱
い

だ
り

す
る

。
。

服
装

を
す

る
。

る
。

4
0

教
師

の
援

助
に

よ
り

，
雨

具
を

使
用

3
5

い
ろ

い
ろ

な
履

物
を

，
場

や
天

候
に

合
す

る
。

わ
せ

て
選

ん
で

履
く

。
3
6

雨
具

を
使

用
し

，
始

末
す

る
。

２
健

康
・

安
全

（
健

康
管

理
）

（
健

康
管

理
）

（
健

康
管

理
）

１
保

健
室

の
雰

囲
気

に
な

れ
る

。
１

け
が

，
腹

痛
，

歯
痛

な
ど

を
教

師
に

１
友

達
が

け
が

を
し

た
り

，
体

調
が

悪
い

２
け

が
を

し
た

と
き

な
ど

，
教

師
と

一
緒

告
げ

る
。

と
き

は
，

教
師

に
告

げ
る

。
に

保
健

室
に

行
く

。
２

身
体

測
定

の
結

果
に

関
心

を
も

つ
。

２
自

分
の

体
調

に
よ

り
，

一
人

で
保

健
室

３
付

き
添

わ
れ

て
，

健
康

診
断

や
予

防
接

３
錠

剤
や

水
薬

を
上

手
に

飲
む

。
を

利
用

す
る

。
種

を
受

け
る

。
４

外
か

ら
帰

っ
た

と
き

や
か

ぜ
を

ひ
い

３
身

体
測

定
の

結
果

か
ら

，
自

分
の

体
の

４
外

か
ら

帰
っ

た
と

き
や

か
ぜ

を
ひ

い
た

た
と

き
は

，
う

が
い

を
す

る
。

成
長

に
関

心
を

も
つ

。
と

き
は

，
教

師
と

一
緒

に
う

が
い

を
す

４
進

ん
で

，
健

康
診

断
や

予
防

接
種

を
る

。
受

け
る

。
５

病
気

や
け

が
を

し
た

と
き

は
，

必
要

な
薬

を
飲

ん
だ

り
，

治
療

を
受

け
た

り
す

る
。

６
生

理
の

と
き

は
，

教
師

に
告

げ
，

処
置

を
す

る
。

７
外

か
ら

帰
っ

た
と

き
や

か
ぜ

を
ひ

い
た

と
き

は
，

進
ん

で
う

が
い

を
す

る
。

８
部

屋
の

換
気

や
採

光
に

注
意

す
る

。

（
危

険
防

止
）

（
危

険
防

止
）

（
危

険
防

止
）

５
ビ

ー
玉

や
硬

賃
な

ど
を

ロ
に

入
れ

な
５

物
を

投
げ

た
り

，
高

い
と

こ
ろ

へ
登

９
電

気
器

具
，

ガ
ス

栓
，

マ
ッ

チ
，

刃
物

い
。

っ
た

り
す

る
と

き
の

安
全

な
遊

び
方

を
な

ど
を

安
全

に
取

り
扱

う
こ

と
に

慣
れ

６
階

段
や

段
差

な
ど

に
注

意
し

て
こ

ろ
ば

知
り

，
危

険
な

遊
び

を
し

な
い

。
る

。
な

い
よ

う
に

歩
く

。
６

ガ
ス

の
栓

，
マ

ッ
チ

，
刃

物
な

ど
の

1
0

火
災

報
知

器
や

消
火

器
に

，
む

や
み

に
７

ス
ト

ー
ブ

な
ど

の
そ

ば
で

悪
ふ

ざ
け

安
全

な
扱

い
方

を
知

り
，

危
険

な
物

触
れ

な
い

。
せ

ず
，

安
全

に
過

ご
す

。
に

，
む

や
み

に
触

れ
な

い
。

1
1

道
に

迷
っ

た
と

き
に

家
庭

等
へ

電
話

し
８

刃
物

や
ガ

ス
コ

ン
ロ

な
ど

を
一

人
で

扱
７

寄
り

道
を

せ
ず

に
登

下
校

す
る

。
て

知
ら

せ
る

。
わ

な
い

。
８

知
ら

な
い

人
に

つ
い

て
行

か
な

い
。

1
2

家
や

学
校

の
内

外
の

危
険

な
場

所
で

遊
ば

な
い

。
1
3

ガ
ラ

ス
の

破
片

な
ど

の
危

険
物

を
取

り
除

く
。



（
交

通
安

全
）

（
交

通
安

全
）

（
交

通
安

全
）

９
交

通
信

号
に

注
意

し
な

が
ら

，
教

師
と

９
教

師
と

一
緒

に
行

動
し

な
が

ら
，

自
1
4

交
通

信
号

の
見

方
が

分
か

り
，

信
号

に
一

緒
に

歩
道

や
道

路
の

端
を

歩
い

た
り

，
動

車
や

自
転

車
に

気
を

つ
け

て
歩

く
。

従
っ

て
行

動
す

る
。

自
動

車
や

自
転

車
を

避
け

た
り

す
る

。
1
0

道
路

へ
急

に
飛

び
出

さ
な

い
。

1
5

道
路

は
右

側
を

歩
き

，
歩

道
の

あ
る

場
1
0

教
師

と
一

緒
に

横
断

歩
道

を
渡

る
。

1
1

道
路

を
何

人
か

で
歩

く
と

き
は

，
横

合
は

，
歩

道
を

歩
く

。
に

並
ん

だ
り

，
ふ

ざ
け

た
り

し
な

い
。

1
6

「
通

行
止

」
，

「
横

断
禁

止
」

，
「

危
1
2

道
路

を
横

断
す

る
と

き
は

，
左

右
を

険
」

な
ど

の
標

識
が

分
か

り
，

指
示

を
守

確
か

め
，

手
を

上
げ

て
渡

る
。

る
。

1
3

道
路

を
横

断
す

る
と

き
は

，
歩

行
者

1
7

交
通

量
の

多
い

道
路

や
急

な
坂

，
曲

が
用

信
号

を
意

識
し

て
横

断
し

た
り

，
横

り
角

等
の

道
路

の
危

険
個

所
で

は
遊

ば
な

断
歩

道
や

歩
道

橋
を

渡
っ

た
り

す
る

。
い

。
1
4

踏
切

を
渡

る
と

き
は

，
左

右
を

確
か

1
8

交
通

ル
ー

ル
を

実
際

の
道

路
上

で
体

験
め

，
警

報
機

の
あ

る
と

き
は

，
そ

れ
に

し
，

安
全

に
自

転
車

に
乗

る
。

従
う

。

（
避

難
訓

練
）

（
避

難
訓

練
）

（
避

難
訓

練
）

1
1

避
難

訓
練

の
と

き
は

，
教

師
と

手
を

つ
1
5

避
難

訓
練

の
と

き
は

，
教

師
の

指
示

1
9

避
難

訓
練

の
大

切
さ

が
分

か
り

，
教

師
な

い
で

一
緒

に
行

動
す

る
。

に
従

っ
て

友
達

と
一

緒
に

行
動

す
る

。
の

指
示

を
適

切
に

理
解

し
て

，
自

分
で

安
全

な
体

勢
を

と
っ

た
り

，
移

動
時

に
は

集
団

で
行

動
す

る
。

2
0

火
災

時
に

は
，

ハ
ン

カ
チ

や
タ

オ
ル

で
口

を
覆

う
。

2
1

火
災

報
知

器
や

消
火

器
の

お
お

よ
そ

の
意

味
が

分
か

り
，

む
や

み
に

触
れ

な
い

。

３
遊

び
（

い
ろ

い
ろ

な
遊

び
）

（
い

ろ
い

ろ
な

遊
び

）
（

い
ろ

い
ろ

な
遊

び
）

１
一

人
で

好
き

な
こ

と
を

し
て

遊
ぶ

。
１

教
師

と
一

緒
に

，
簡

単
な

ご
っ

こ
遊

１
友

達
と

一
緒

に
，

い
ろ

い
ろ

な
遊

び
を

２
教

師
の

ま
ね

を
し

て
，

手
足

を
動

か
び

を
す

る
。

す
る

。
し

て
遊

ぶ
。

２
テ

レ
ビ

や
絵

本
に

関
心

を
も

ち
，

楽
２

テ
レ

ビ
の

番
組

を
自

分
で

選
ん

で
視

聴
３

テ
レ

ビ
や

絵
本

な
ど

，
教

師
と

一
緒

し
ん

で
見

る
。

す
る

。
に

楽
し

む
。

３
じ

ゃ
ん

け
ん

の
し

ぐ
さ

を
し

て
遊

３
遊

び
に

じ
ゃ

ん
け

ん
を

使
う

。
４

教
師

と
一

緒
に

す
も

う
や

か
け

っ
こ

を
ぶ

。
４

自
分

で
遊

び
を

選
ん

だ
り

，
考

え
た

り
し

て
遊

ぶ
。

４
簡

単
な

ル
ー

ル
の

あ
る

遊
び

を
す

す
る

。
５

お
も

ち
ゃ

な
ど

身
近

に
あ

る
物

で
遊

る
。

５
グ

ル
ー

プ
を

作
り

，
順

番
や

交
代

す
る

ぶ
。

５
順

番
や

交
代

の
意

味
が

分
か

り
，

わ
な

ど
の

ル
ー

ル
を

守
っ

て
遊

ぶ
。

６
ぶ

ら
ん

こ
，

す
べ

り
台

，
砂

場
な

ど
が

ま
ま

を
言

わ
な

い
で

遊
ぶ

。
６

仲
間

に
入

れ
な

い
友

達
を

誘
っ

て
，

一
で

遊
ぶ

。
６

玉
入

れ
，

カ
ル

タ
取

り
な

ど
で

遊
緒

に
遊

ぶ
。

７
三

輪
車

な
ど

に
乗

っ
て

遊
ぶ

。
ぶ

。
７

自
分

た
ち

で
大

型
積

み
木

等
を

使
っ

て
７

簡
単

な
遊

具
で

遊
ぶ

。
簡

車
な

遊
具

を
作

っ
て

遊
ぶ

。
８

シ
ー

ソ
ー

，
鉄

棒
な

ど
で

遊
ぶ

。
８

補
助

車
の

な
い

自
転

車
に

乗
っ

て
遊

９
補

助
車

付
き

の
自

転
車

に
乗

っ
て

遊
ぶ

。
ぶ

。
９

遊
具

な
ど

を
ゆ

ず
り

合
っ

て
使

う
。

1
0

教
師

の
言

葉
掛

け
に

よ
り

，
遊

具
を

1
0

共
同

の
遊

具
な

ど
を

大
切

に
す

る
。



ゆ
ず

る
。

1
1

自
分

の
使

っ
て

い
る

遊
具

な
ど

を
取

ら
れ

そ
う

に
な

っ
た

ら
，

返
し

て
も

ら
お

う
と

す
る

。

（
遊

具
の

後
始

末
）

（
遊

具
の

後
始

末
）

（
遊

具
の

後
始

末
）

８
教

師
と

一
緒

に
，

遊
具

な
ど

の
後

始
末

1
2

教
師

の
援

助
を

受
け

な
が

ら
，

遊
具

1
1

友
達

と
協

力
し

て
，

す
す

ん
で

遊
具

な
を

す
る

。
な

ど
の

後
始

末
を

す
る

。
ど

の
後

始
末

を
す

る
。

４
交

際
（

自
分

自
身

と
家

族
）

（
自

分
自

身
と

家
族

）
（

自
分

自
身

と
家

族
）

１
名

前
を

呼
ば

れ
た

と
き

に
身

振
り

や
表

１
自

分
の

名
前

や
家

族
の

名
前

を
言

１
簡

単
な

自
己

紹
介

を
す

る
。

情
で

応
え

た
り

，
声

を
出

し
た

り
す

る
。

う
。

２
家

族
に

つ
い

て
，

仕
事

や
兄

弟
姉

妹
関

係
な

ど
に

も
触

れ
て

簡
単

に
話

す
。

３
自

分
の

住
所

や
家

の
電

話
番

号
を

言
う

。

（
身

近
な

人
と

の
交

際
）

（
身

近
な

人
と

の
交

際
）

（
身

近
な

人
と

の
交

際
）

２
教

師
の

名
前

や
友

達
の

名
前

を
言

わ
れ

２
自

分
の

学
校

の
教

師
，

親
せ

き
の

人
４

身
近

な
人

に
，

簡
単

な
日

常
の

あ
い

さ
た

と
き

に
，

そ
の

人
の

方
を

見
た

り
，

指
な

ど
の

名
前

を
言

う
。

つ
を

す
る

。
さ

し
た

り
す

る
。

３
身

近
な

人
に

自
分

か
ら

「
お

は
よ

５
見

た
こ

と
，

聞
い

た
こ

と
，

遊
ん

だ
こ

３
友

達
と

手
を

つ
な

ぐ
。

う
」

，
「

さ
よ

う
な

ら
」

な
ど

の
あ

と
を

教
師

や
友

達
な

ど
と

話
合

う
。

４
教

師
の

援
助

を
受

け
な

が
ら

，
「

お
は

い
さ

つ
を

す
る

。
６

学
用

品
な

ど
を

忘
れ

て
困

っ
て

い
る

よ
う

」
，

「
さ

よ
う

な
ら

」
な

ど
の

あ
い

４
聞

か
れ

れ
ば

，
教

師
に

，
見

た
こ

友
達

に
，

自
分

の
物

を
貸

す
。

さ
つ

を
す

る
。

と
，

聞
い

た
こ

と
，

遊
ん

だ
こ

と
を

話
７

友
達

と
の

約
束

を
守

る
。

５
聞

か
れ

れ
ば

，
見

た
こ

と
，

聞
い

た
こ

す
。

８
年

賀
状

や
礼

状
な

ど
の

手
紙

を
出

す
。

と
，

遊
ん

だ
こ

と
を

伝
え

よ
う

と
す

る
。

５
教

師
の

援
助

を
受

け
な

が
ら

，
友

達
に

お
も

ち
ゃ

や
学

用
品

を
貸

す
。

６
教

師
の

援
助

を
受

け
な

が
ら

，
友

達
の

手
助

け
を

す
る

。
７

手
伝

っ
て

も
ら

っ
て

，
年

賀
状

な
ど

を
書

く
。

（
電

話
や

来
客

の
取

り
次

ぎ
）

（
電

話
や

来
客

の
取

り
次

ぎ
）

（
電

話
や

来
客

の
取

り
次

ぎ
）

６
お

客
さ

ん
が

来
た

こ
と

や
電

話
が

か
か

８
人

の
来

訪
を

教
師

に
告

げ
る

。
９

電
話

や
来

客
が

あ
っ

た
と

き
は

，
適

切
っ

て
き

た
こ

と
に

気
づ

き
，

関
心

を
も

９
電

話
が

か
か

っ
て

き
た

と
き

に
，

電
に

取
次

ぎ
を

す
る

。
つ

。
話

に
出

よ
う

と
す

る
。

1
0

簡
単

な
伝

言
を

す
る

。

（
感

謝
の

気
持

ち
や

詫
び

る
気

持
ち

）
（

感
謝

の
気

持
ち

や
詫

び
る

気
持

ち
）

（
感

謝
の

気
持

ち
や

詫
び

る
気

持
ち

）
７

教
師

の
援

助
を

受
け

な
が

ら
，

「
あ

り
1
1

友
達

か
ら

借
り

た
物

は
，

て
い

ね
い

1
0

友
達

の
あ

や
ま

ち
を

む
や

み
に

と
が

め
が

と
う

」
，

「
ご

め
ん

な
さ

い
」

を
言

に
扱

っ
て

返
す

。
な

い
。

う
。

1
2
「

あ
り

が
と

う
」

，
「

ご
め

ん
な

さ
1
1

「
あ

り
が

と
う

」
，

「
ご

め
ん

な
さ

い
」

を
言

う
。

い
」

を
適

切
に

言
う

。



５
役

割
（

集
団

の
参

加
や

集
団

内
で

の
役

割
）

（
集

団
の

参
加

や
集

団
内

で
の

役
割

）
（

集
団

の
参

加
や

集
団

内
で

の
役

割
）

１
誕

生
会

，
遠

足
，

運
動

会
な

ど
に

参
加

１
誕

生
会

や
学

級
会

な
ど

で
，

簡
単

な
１

誕
生

会
や

学
級

会
，

交
流

会
な

ど
で

，
す

る
。

役
割

を
す

る
。

司
会

な
ど

の
役

割
を

果
た

す
。

２
教

師
の

援
助

を
受

け
な

が
ら

，
あ

い
さ

２
教

材
配

り
や

給
食

運
び

な
ど

の
係

活
２

日
直

，
給

食
当

番
，

掃
除

当
番

な
ど

つ
の

号
令

か
け

や
黒

板
ふ

き
な

ど
の

係
活

動
を

す
る

。
の

係
活

動
を

自
分

の
役

割
と

し
て

意
識

動
を

す
る

。
し

，
す

る
。

（
地

域
の

行
事

へ
の

参
加

）
（

地
域

の
行

事
へ

の
参

加
）

（
地

域
の

行
事

へ
の

参
加

）
３

教
師

と
一

緒
に

，
地

域
の

行
事

に
参

加
３

教
師

と
一

緒
に

，
地

域
の

行
事

に
参

３
友

達
と

一
緒

に
，

地
域

の
行

事
に

参
加

す
る

。
加

し
，

簡
単

な
役

割
を

す
る

。
し

，
地

域
の

人
と

協
力

し
て

，
準

備
や

後
片

付
け

を
し

た
り

す
る

。

（
共

同
の

作
業

と
役

割
分

担
）

（
共

同
の

作
業

と
役

割
分

担
）

（
共

同
の

作
業

と
役

割
分

担
）

４
給

食
の

と
き

に
，

教
師

と
一

緒
に

食
器

４
運

動
会

や
学

芸
会

な
ど

で
，

教
師

と
４

運
動

会
や

学
芸

会
な

ど
で

，
簡

単
な

係
を

並
べ

た
り

，
牛

乳
を

配
っ

た
り

な
ど

の
一

緒
に

，
簡

単
な

係
活

動
を

す
る

。
活

動
を

す
る

。
活

動
を

す
る

。
５

簡
単

な
作

業
を

み
ん

な
で

一
緒

に
す

５
簡

単
な

作
業

を
分

担
し

て
行

う
。

る
。

６
手

伝
い

・
仕

事
（

手
伝

い
）

（
手

伝
い

）
（

手
伝

い
）

１
教

師
と

一
緒

に
，

配
布

物
な

ど
を

配
っ

１
学

級
で

配
り

も
の

の
手

伝
い

を
す

１
他

の
教

室
な

ど
へ

，
伝

言
に

行
く

。
た

り
，

届
け

た
り

す
る

。
る

。
２

仕
事

に
使

う
道

具
や

器
具

を
大

切
に

扱
２

他
の

教
室

な
ど

へ
，

物
を

届
け

た
っ

て
，

扱
い

に
慣

れ
る

。
り

，
取

り
に

行
っ

た
り

す
る

。
３

修
理

の
手

伝
い

を
す

る
。

４
草

花
や

，
飼

っ
て

い
る

動
物

の
世

話
を

す
る

。

（
整

理
整

頓
）

（
整

理
整

頓
）

（
整

理
整

頓
）

２
教

師
と

一
緒

に
，

学
習

用
具

を
ロ

ッ
カ

３
机

や
ロ

ッ
カ

ー
な

ど
の

中
を

整
と

ん
５

掃
除

用
具

，
運

動
用

具
，

図
書

な
ど

の
ー

や
机

な
ど

の
中

に
入

れ
た

り
す

る
。

す
る

。
整

理
整

と
ん

を
す

る
。

４
教

師
と

一
緒

に
友

達
が

使
っ

た
物

や
６

み
ん

な
の

脱
い

だ
履

物
の

整
と

ん
を

す
学

級
の

備
品

を
整

と
ん

す
る

。
る

。
７

不
要

な
物

を
選

別
し

，
決

め
ら

れ
た

場
所

に
廃

棄
す

る
。

（
戸

締
ま

り
）

（
戸

締
ま

り
）

（
戸

締
ま

り
）

３
教

師
と

一
緒

に
窓

や
扉

の
開

閉
を

し
て

5
窓

や
扉

の
開

閉
，

施
錠

な
ど

の
手

伝
８

必
要

に
応

じ
て

窓
の

開
閉

，
窓

や
扉

の
扱

い
に

慣
れ

る
。

い
を

す
る

。
戸

締
ま

り
な

ど
を

す
る

。

（
掃

除
）

（
掃

除
）

（
掃

除
）

４
教

師
と

一
緒

に
，

ご
み

を
拾

っ
た

り
，

6
掃

除
に

使
う

簡
単

な
道

具
や

器
具

の
９

決
め

ら
れ

た
場

所
の

掃
除

を
す

る
。

ご
み

箱
の

ご
み

を
捨

て
に

行
っ

た
り

す
扱

い
に

慣
れ

，
簡

単
な

掃
除

を
す

る
。

1
0

ハ
ン

カ
チ

や
タ

オ
ル

な
ど

の
洗

た
く

を
る

。
7

教
師

と
一

緒
に

，
自

分
の

ハ
ン

カ
チ

す
る

。



や
タ

オ
ル

の
洗

た
く

を
す

る
。

（
後

片
付

け
）

（
後

片
付

け
）

（
後

片
付

け
）

５
教

師
と

一
緒

に
，

学
習

用
具

な
ど

の
後

８
友

達
と

協
力

し
て

仕
事

の
後

片
付

け
1
1

仕
事

が
す

ん
だ

ら
報

告
す

る
。

片
付

け
を

す
る

。
を

す
る

。
1
2

決
め

ら
れ

た
場

所
に

道
具

等
を

片
付

け
る

。

７
決

ま
り

（
自

分
の

物
と

他
人

の
物

の
区

別
）

（
自

分
の

物
と

他
人

の
物

の
区

別
）

（
自

分
の

物
と

他
人

の
物

の
区

別
）

１
貼

っ
て

あ
る

色
や

模
様

の
シ

ー
ル

等
で

１
自

分
の

物
と

他
人

の
物

を
区

別
す

１
友

達
と

物
の

貸
し

借
り

を
す

る
。

自
分

の
物

が
分

か
る

。
る

。
２

落
し

物
を

拾
っ

た
と

き
は

，
教

師
に

届
２

他
人

の
物

や
学

校
の

物
を

，
無

断
で

け
る

。
持

っ
て

行
か

な
い

。

（
学

校
の

日
課

や
き

ま
り

）
（

学
校

の
日

課
や

き
ま

り
）

（
学

校
の

日
課

や
き

ま
り

）
２

始
業

，
終

業
，

給
食

な
ど

の
合

図
に

従
３

ろ
う

下
を

歩
く

と
き

は
，

右
側

を
歩

３
学

校
の

日
課

に
そ

っ
て

生
活

す
る

。
う

。
く

。
４

学
校

な
ど

で
簡

単
な

決
ま

り
を

つ
く

３
教

師
と

一
緒

に
集

合
，

整
列

，
着

席
な

４
起

床
，

就
寝

，
登

校
・

下
校

時
刻

な
る

。
ど

の
指

示
に

従
う

。
ど

の
き

ま
り

が
あ

る
こ

と
に

気
付

き
，

５
学

校
の

図
書

や
運

動
用

具
な

ど
を

使
っ

４
上

履
き

，
下

履
き

の
区

別
を

す
る

。
守

ろ
う

と
す

る
。

た
ら

，
必

ず
返

す
。

５
む

や
み

に
他

の
教

室
な

ど
に

入
ら

な
５

集
会

や
校

外
学

習
な

ど
の

と
き

は
，

６
集

会
や

校
外

学
習

な
ど

の
と

き
は

，
集

い
。

指
示

に
従

っ
て

行
動

を
す

る
。

団
行

動
に

必
要

な
決

ま
り

を
守

る
。

（
日

常
生

活
の

き
ま

り
）

（
日

常
生

活
の

き
ま

り
）

（
日

常
生

活
の

き
ま

り
）

６
乗

り
物

の
中

で
は

，
教

師
と

一
緒

に
行

６
遠

足
な

ど
の

と
き

は
，

ご
み

の
始

末
７

公
園

や
遊

園
地

，
図

書
館

な
ど

の
公

共
動

し
，

歩
き

ま
わ

っ
た

り
，

騒
い

だ
り

し
を

す
る

。
施

設
，

電
車

や
バ

ス
な

ど
の

公
共

機
関

を
な

い
。

７
停

留
所

や
駅

な
ど

で
は

，
並

ん
で

順
利

用
す

る
と

き
は

決
ま

り
を

守
る

。
番

を
待

つ
。

８
火

災
報

知
器

や
非

常
電

話
な

ど
を

い
た

８
順

番
を

守
っ

て
，

乗
り

物
の

乗
り

降
ず

ら
し

な
い

。
り

を
す

る
。

９
貴

重
品

や
書

類
に

触
れ

た
り

，
そ

れ
ら

９
決

め
ら

れ
た

場
所

で
遊

ぶ
。

を
持

ち
出

し
た

り
し

な
い

。

８
金

銭
（

金
銭

の
扱

い
）

（
金

銭
の

扱
い

）
（

金
銭

の
扱

い
）

１
教

師
と

一
緒

に
，

簡
単

な
買

い
物

を
し

１
お

金
が

大
切

な
も

の
で

あ
る

こ
と

が
１

生
活

に
は

お
金

が
必

要
な

こ
と

を
知

て
，

お
金

を
財

布
に

収
納

す
る

こ
と

な
分

か
り

，
粗

末
に

扱
わ

な
い

。
り

，
む

だ
づ

か
い

を
し

な
い

。
ど

，
お

金
の

取
扱

い
方

を
知

る
。

２
も

ら
っ

た
お

年
玉

や
小

遣
い

を
大

切
２

硬
貨

や
紙

幣
を

組
み

合
わ

せ
て

支
払

っ
に

す
る

。
た

り
，

必
要

に
応

じ
て

両
替

し
た

り
す

る
こ

と
に

慣
れ

る
。

３
今

す
ぐ

使
わ

な
い

お
金

は
，

貯
金

し
た

り
，

預
金

し
た

り
す

る
。

（
買

い
物

）
（

買
い

物
）

（
買

い
物

）
２

教
師

と
一

緒
に

，
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

３
少

額
で

，
決

ま
っ

た
額

の
買

い
物

を
４

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
な

ど
で

，
レ

ジ
ッ

ト
な

ど
で

買
い

物
を

す
る

。
一

人
で

す
る

。
の

場
所

が
分

か
り

，
支

払
い

を
す

る
。

４
1
0
円

，
5
0
円

，
1
0
0
円

，
1
,0

0
0
円

な
５

「
い

く
ら

」
，

「
高

い
」

，
「

安



ど
の

硬
貨

や
紙

幣
を

使
っ

て
買

い
物

を
い

」
，

「
お

つ
り

」
な

ど
買

い
物

に
必

要
す

る
。

な
言

葉
を

使
う

。
５

「
こ

れ
」

「
く

だ
さ

い
」

な
ど

，
買

い
６

簡
単

な
お

つ
り

の
あ

る
買

い
物

を
す

物
に

必
要

な
簡

単
な

言
葉

を
使

う
。

る
。

７
学

用
品

な
ど

の
お

よ
そ

の
値

段
が

分
か

っ
て

買
い

物
を

す
る

。
８

小
遣

い
を

自
分

で
考

え
て

使
う

。
９

旅
行

先
で

土
産

な
ど

自
分

で
考

え
て

買
う

。

（
自

動
販

売
機

等
の

利
用

）
（

自
動

販
売

機
等

の
利

用
）

（
自

動
販

売
機

等
の

利
用

）
３

教
師

と
一

緒
に

，
自

動
販

売
機

を
利

用
６

教
師

の
援

助
を

受
け

な
が

ら
，

一
人

1
0

簡
単

な
自

動
販

売
機

を
一

人
で

利
用

す
し

，
操

作
に

慣
れ

る
。

で
操

作
し

て
自

動
販

売
機

を
利

用
す

る
。

る
。

９
自

然
（

自
然

と
の

ふ
れ

あ
い

）
（

自
然

と
の

ふ
れ

あ
い

）
（

自
然

と
の

ふ
れ

あ
い

）
１

教
師

と
一

緒
に

公
園

，
野

山
，

川
，

１
草

摘
み

，
木

の
実

拾
い

，
落

ち
葉

拾
１

草
木

，
木

の
実

，
落

ち
葉

な
ど

，
摘

ん
海

な
ど

で
遊

ぶ
。

い
，

石
・

貝
が

ら
拾

い
な

ど
を

し
て

遊
だ

も
の

や
拾

っ
た

も
の

を
使

っ
て

遊
び

な
２

シ
ャ

ボ
ン

玉
，

風
車

な
ど

の
遊

び
を

す
ぶ

。
が

ら
，

形
や

色
，

変
化

な
ど

に
気

付
く

。
る

。
２

紙
飛

行
機

，
舟

，
こ

ま
な

ど
を

作
っ

２
水

鉄
砲

，
糸

電
話

，
た

こ
な

ど
を

作
っ

て
遊

ぶ
。

て
遊

ぶ
。

３
磁

石
や

乾
電

池
な

ど
を

使
っ

て
遊

３
鏡

や
虫

め
が

ね
な

ど
を

使
っ

て
遊

ぶ
。

ぶ
。

４
電

灯
の

ス
イ

ッ
チ

，
懐

中
電

灯
な

ど
を

正
し

く
操

作
す

る
。

（
動

物
の

飼
育

・
植

物
の

栽
培

）
（

動
物

の
飼

育
・

植
物

の
栽

培
）

（
動

物
の

飼
育

・
植

物
の

栽
培

）
３

あ
り

，
ち

ょ
う

，
か

た
つ

む
り

な
ど

を
４

身
近

に
い

る
昆

虫
，

魚
貝

な
ど

を
見

５
身

近
に

い
る

昆
虫

，
魚

，
小

鳥
な

ど
を

探
し

た
り

，
見

た
り

し
て

遊
ぶ

。
た

り
と

っ
た

り
す

る
。

観
察

す
る

。
４

草
花

に
興

味
や

関
心

を
も

つ
。

５
身

近
に

い
る

小
動

物
を

か
わ

い
が

６
草

花
や

野
菜

な
ど

を
栽

培
し

，
観

察
す

５
動

物
園

，
牧

場
な

ど
で

遊
ぶ

。
る

。
る

。
６

草
花

の
球

根
な

ど
を

植
え

て
育

て
７

蚊
や

は
え

な
ど

の
害

虫
を

駆
除

す
る

。
る

。
８

食
物

な
ど

に
か

び
が

は
え

た
り

，
腐

っ
７

蚊
や

は
え

な
ど

の
害

虫
に

関
心

を
も

た
り

す
る

こ
と

に
関

心
を

も
つ

。
つ

。
９

体
の

主
な

つ
く

り
や

働
き

に
，

関
心

を
も

つ
。

（
季

節
の

変
化

と
生

活
）

（
季

節
の

変
化

と
生

活
）

（
季

節
の

変
化

と
生

活
）

６
「

お
日

さ
ま

」
，

「
お

月
さ

ま
」

，
「

お
８

太
陽

，
月

，
星

な
ど

と
昼

夜
と

の
か

６
太

陽
の

出
没

の
方

角
や

月
の

満
ち

欠
け

星
さ

ま
」

な
ど

に
関

心
を

も
つ

。
か

わ
り

に
関

心
を

も
つ

。
な

ど
を

観
察

す
る

。
７

晴
，

雨
な

ど
の

天
気

に
関

心
を

も
つ

。
９

冬
は

寒
く

，
夏

は
暑

い
な

ど
の

季
節

７
四

季
の

変
化

に
関

心
を

も
つ

。
の

特
徴

に
関

心
を

も
つ

。
８

テ
レ

ビ
の

天
気

予
報

に
関

心
を

も
つ

。
９

地
震

や
台

風
な

ど
に

関
心

を
も

つ
。



1
0

社
会

の
仕

組
み

（
家

族
・

親
戚

・
近

所
の

人
）

（
家

族
・

親
戚

・
近

所
の

人
）

（
家

族
・

親
戚

・
近

所
の

人
）

１
「

お
と

う
さ

ん
」

，
「

お
か

あ
さ

ん
」

，
１

「
お

じ
さ

ん
」

，
「

お
ば

さ
ん

」
な

１
い

ろ
い

ろ
な

職
業

の
名

前
が

言
え

る
。

「
お

に
い

さ
ん

」
，

「
お

ね
え

さ
ん

」
ど

の
親

せ
き

の
人

，
近

所
の

人
の

名
た

ち
と

楽
し

く
過

ご
す

。
前

が
言

え
る

。
２

家
の

人
の

職
業

の
名

前
が

言
え

る
。

（
い

ろ
い

ろ
な

店
）

（
い

ろ
い

ろ
な

店
）

（
い

ろ
い

ろ
な

店
）

２
近

隣
や

通
学

路
に

あ
る

店
に

関
心

を
も

３
近

隣
や

通
学

路
に

あ
る

い
ろ

い
ろ

な
２

い
ろ

い
ろ

な
店

で
，

売
っ

て
い

る
品

物
ち

，
自

分
の

好
き

な
商

品
が

置
い

て
あ

る
種

類
の

店
の

名
前

が
言

え
る

。
の

名
前

が
言

え
る

。
店

が
あ

る
こ

と
が

わ
か

る
。

（
社

会
の

様
子

）
（

社
会

の
様

子
）

（
社

会
の

様
子

）
３

家
の

近
所

に
商

店
，

公
園

，
学

校
，

駅
４

学
校

や
家

の
近

く
の

交
番

や
，

停
留

３
学

校
や

家
の

近
く

の
工

場
や

農
家

で
作

な
ど

が
あ

る
こ

と
に

気
付

き
，

関
心

を
も

所
，

駅
の

あ
る

と
こ

ろ
が

言
え

る
。

っ
て

い
る

物
の

お
よ

そ
の

名
前

が
言

え
つ

。
５

救
急

車
や

消
防

車
の

仕
事

が
言

え
る

。
４

「
警

察
の

人
」

，
「

郵
便

や
さ

ん
」

に
る

。
４

警
察

署
，

消
防

署
，

郵
便

局
，

病
院

，
関

心
を

も
つ

。
６

自
分

の
住

ん
で

い
る

町
や

村
の

山
，

市
役

所
（

町
，

村
役

場
）

な
ど

の
お

よ
５

救
急

車
や

消
防

車
の

名
前

が
言

え
る

。
川

，
海

な
ど

に
つ

い
て

，
簡

単
に

話
せ

そ
の

仕
事

の
様

子
が

話
せ

る
。

る
。

５
い

ろ
い

ろ
な

地
域

の
様

子
や

特
徴

に
関

７
自

分
の

住
む

市
（

区
・

町
・

村
）

名
心

を
も

つ
。

が
言

え
る

。
６

都
道

府
県

名
が

い
く

つ
か

言
え

る
。

８
身

近
な

社
会

の
行

事
に

関
心

を
も

７
社

会
の

行
事

，
祝

日
の

お
よ

そ
の

意
味

ち
，

参
加

す
る

。
が

分
か

り
，

話
し

合
う

。
９

身
近

な
乗

り
物

の
種

類
が

言
え

る
。

８
テ

レ
ビ

な
ど

を
通

し
て

，
身

近
な

社
会

の
大

き
な

出
来

事
に

関
心

を
も

つ
。

９
自

動
車

や
電

車
に

は
，

人
を

乗
せ

る
も

の
，

荷
物

を
運

ぶ
も

の
な

ど
，

い
ろ

い
ろ

な
種

類
の

あ
る

こ
と

を
，

簡
単

に
話

せ
る

。
1
0

自
分

の
国

の
名

や
世

界
の

い
く

つ
か

の
国

の
名

が
言

え
る

。

1
1

公
共

施
設

（
公

園
や

遊
園

地
な

ど
の

利
用

）
（

公
園

や
遊

園
地

な
ど

の
利

用
）

（
公

園
や

遊
園

地
な

ど
の

利
用

）
１

教
師

と
一

緒
に

身
近

な
広

場
，

公
園

，
１

公
園

や
遊

園
地

に
行

っ
て

，
気

に
入

１
公

園
や

遊
園

地
に

行
っ

て
，

遊
具

利
用

遊
園

地
な

ど
に

行
っ

て
，

遊
ぶ

場
所

を
知

っ
た

遊
び

場
や

遊
具

で
遊

ぶ
。

券
を

買
っ

て
遊

ん
だ

り
す

る
な

ど
，

目
的

る
。

に
応

じ
て

利
用

す
る

。

（
公

共
施

設
の

利
用

）
（

公
共

施
設

の
利

用
）

（
公

共
施

設
の

利
用

）
２

教
師

と
一

緒
に

身
近

な
公

園
，

児
童

２
図

書
館

，
体

育
館

，
児

童
館

，
公

衆
２

火
事

や
事

故
の

時
は

，
消

防
署

や
警

察
館

，
公

衆
便

所
な

ど
を

利
用

す
る

。
便

所
な

ど
の

お
お

よ
そ

の
働

き
が

分
か

に
知

ら
せ

る
こ

と
，

道
が

分
か

な
ら

く
な

り
，

教
師

の
援

助
を

受
け

な
が

ら
利

用
っ

た
と

き
は

交
番

で
聞

く
な

ど
，

警
察

す
る

。
署

，
消

防
署

，
郵

便
局

，
病

院
，

市
役

所



３
学

校
の

近
く

の
ポ

ス
ト

に
手

紙
を

投
な

ど
の

お
お

よ
そ

の
仕

事
が

分
か

り
，

利
か

ん
す

る
。

用
す

る
。

３
公

衆
電

話
の

扱
い

に
慣

れ
る

。
４

教
師

と
一

緒
に

，
郵

便
局

を
利

用
す

る
。

５
は

が
き

や
切

手
の

種
類

が
分

か
り

，
利

用
す

る
。

（
交

通
機

関
の

利
用

）
（

交
通

機
関

の
利

用
）

（
交

通
機

関
の

利
用

）
３

教
師

と
一

緒
に

，
電

車
や

バ
ス

を
利

用
４

教
師

の
援

助
を

受
け

て
，

電
車

や
バ

６
日

常
利

用
し

て
い

る
電

車
や

バ
ス

の
切

し
，

乗
降

時
に

料
金

を
支

払
う

体
験

を
す

ス
の

切
符

を
購

入
し

た
り

料
金

を
支

払
符

を
，

自
動

券
売

機
な

ど
で

買
う

。
る

。
っ

た
り

す
る

。
７

通
学

の
電

車
や

バ
ス

を
一

人
で

利
用

す
４

通
学

の
電

車
や

バ
ス

に
乗

る
こ

と
に

慣
５

通
学

の
電

車
や

バ
ス

に
乗

せ
て

も
ら

る
。

れ
る

。
っ

て
目

的
地

で
降

り
る

。
８

目
的

地
ま

で
の

交
通

機
関

を
知

る
。

６
自

宅
や

学
校

内
の

電
話

の
扱

い
に

慣
れ

る
。



国
語

科

１
２

３
４

５
６

聞
く

・
話

す
１

声
や

音
の

す
る

方
１

教
室

な
ど

で
，

話
を

１
話

を
終

わ
り

ま
で

静
１

教
師

な
ど

の
説

明
１

物
語

，
劇

，
放

送
，

１
物

語
や

小
説

な
ど

を
に

，
振

り
向

い
た

り
，

す
る

人
の

方
を

見
て

，
か

に
聞

く
。

や
友

達
の

話
な

ど
を

な
ど

を
見

た
り

聞
い

た
読

ん
だ

り
，

テ
レ

ビ
や

耳
を

傾
け

た
り

す
る

。
聞

く
。

２
物

語
な

ど
を

聞
い

聞
い

て
，

内
容

が
分

り
し

て
楽

し
み

，
感

想
映

画
な

ど
を

見
た

り
し

２
身

振
り

や
音

に
対

し
２

友
達

か
ら

の
働

き
か

て
，

お
お

よ
そ

の
内

容
か

る
。

を
話

す
。

て
楽

し
み

，
感

想
を

話
て

反
応

を
示

す
。

け
や

呼
び

か
け

に
応

じ
が

分
か

る
。

２
物

語
，

劇
，

映
２

放
送

や
録

音
の

内
容

し
た

た
り

，
書

い
た

り
３

自
分

の
名

前
を

呼
ば

る
。

３
教

師
な

ど
の

説
明

，
画

，
テ

レ
ビ

な
ど

を
が

分
か

る
。

す
る

。
れ

た
ら

，
振

り
向

い
た

３
簡

単
な

童
話

，
放

友
達

の
話

，
簡

単
な

放
見

た
り

聞
い

た
り

し
３

必
要

な
場

合
は

，
メ

２
物

語
な

ど
を

聞
い

り
，

返
事

を
し

た
り

す
送

，
録

音
な

ど
を

楽
し

送
，

録
音

な
ど

を
聞

い
て

楽
し

み
，

簡
単

な
モ

を
と

っ
た

り
し

て
，

て
，

登
場

人
物

の
気

持
る

。
ん

で
聞

く
。

て
，

内
容

の
あ

ら
ま

し
感

想
を

話
す

。
指

示
や

説
明

を
正

し
く

ち
が

分
か

る
。

４
教

師
の

話
し

か
け

に
４

絵
本

，
紙

し
ば

い
，

が
分

か
る

。
３

簡
単

な
放

送
や

録
聞

き
取

る
。

３
指

示
や

説
明

を
聞

き
表

情
や

身
振

り
で

応
じ

ま
ん

が
，

劇
，

ビ
デ

４
話

を
終

わ
り

ま
で

注
音

な
ど

の
内

容
の

要
４

話
の

内
容

の
要

点
を

取
り

，
適

切
に

行
動

す
る

。
オ

，
テ

レ
ビ

，
映

画
な

意
し

て
聞

い
た

り
，

分
点

が
分

か
る

。
落

と
さ

な
い

よ
う

に
聞

る
。

５
教

師
や

友
達

と
一

緒
ど

を
見

た
り

聞
い

た
り

か
ら

な
い

と
き

は
聞

き
４

簡
単

な
メ

モ
を

と
き

取
る

。
４

話
し

手
の

意
図

や
気

に
紙

し
ば

い
や

テ
レ

し
，

興
味

の
あ

る
も

の
返

し
た

り
す

る
。

っ
た

り
し

て
，

指
示

５
経

験
し

た
こ

と
を

相
持

ち
を

考
え

な
が

ら
，

ビ
，

ま
ん

が
を

見
て

楽
を

言
っ

た
り

，
動

作
で

５
指

示
を

聞
き

取
り

，
や

説
明

を
聞

く
。

手
に

分
か

る
よ

う
に

，
指

示
や

説
明

な
ど

の
内

し
む

。
表

現
し

た
り

す
る

。
行

動
す

る
。

５
実

習
な

ど
で

，
指

で
き

る
だ

け
要

点
を

落
容

を
適

切
に

聞
き

取
６

テ
レ

ビ
や

絵
本

，
ま

５
絵

本
や

簡
単

な
紙

し
６

身
近

な
も

の
や

興
味

示
や

説
明

な
ど

を
聞

と
さ

ず
に

話
す

。
る

。
ん

が
な

ど
に

知
っ

て
い

ば
い

や
ビ

デ
オ

な
ど

を
あ

る
も

の
の

名
前

を
言

き
取

っ
て

行
動

す
６

場
に

応
じ

た
適

切
な

５
テ

レ
ビ

，
ラ

ジ
オ

な
る

も
の

が
出

て
く

る
見

た
り

聞
い

た
り

し
う

。
る

。
あ

い
さ

つ
や

応
答

を
す

ど
を

聞
き

，
必

要
な

情
と

，
そ

れ
を

認
め

て
反

て
，

そ
の

内
容

を
楽

し
７

教
師

や
友

達
の

名
前

６
状

態
や

動
作

を
表

る
。

報
を

得
る

。
応

す
る

。
む

。
を

言
う

。
す

言
葉

を
言

う
。

７
学

級
会

，
生

徒
会

な
６

自
分

の
意

見
の

要
点

７
好

き
な

絵
本

や
ま

ん
６

教
師

な
ど

の
簡

単
な

８
見

聞
き

し
た

こ
と

７
事

柄
の

順
序

を
た

ど
で

，
人

の
意

見
を

聞
を

は
っ

き
り

さ
せ

て
話

が
を

読
ん

で
も

ら
っ

て
指

示
や

説
明

を
聞

い
や

，
経

験
し

た
こ

と
の

ど
っ

て
，

経
験

し
た

き
取

り
自

分
の

意
見

を
す

。
楽

し
む

。
て

，
で

き
る

だ
け

そ
の

あ
ら

ま
し

を
，

家
の

人
こ

と
を

話
す

。
話

す
。

７
経

験
し

た
こ

と
を

，
８

立
つ

，
腰

か
け

る
，

と
お

り
行

動
す

る
。

や
教

師
な

ど
に

話
す

。
８

人
に

尋
ね

ら
れ

た
と

８
要

件
を

落
と

さ
ず

に
擬

声
語

や
擬

態
語

も
交

集
ま

る
，

歩
く

な
ど

簡
７

話
し

合
い

の
時

な
９

話
し

合
い

や
学

級
会

き
は

，
は

っ
き

り
応

要
領

よ
く

話
を

す
る

。
え

て
的

確
な

表
現

で
話

単
な

指
示

が
分

か
る

。
ど

，
相

手
の

話
を

終
わ

な
ど

で
，

聞
き

手
の

方
答

す
る

。
９

敬
語

を
適

切
に

使
す

。
９

「
い

け
な

い
」

と
言

り
ま

で
静

か
に

聞
く

。
を

向
い

て
，

は
っ

き
り

９
学

級
会

，
生

徒
会

う
。

８
相

手
や

場
に

ふ
さ

わ
わ

れ
る

こ
と

が
分

か
８

自
分

の
名

前
を

言
話

す
。

な
ど

で
，

自
分

の
意

1
0

電
話

で
応

答
し

，
必

し
い

挨
拶

や
応

答
を

す
る

。
う

。
1
0

教
師

や
家

の
人

な
ど

見
を

み
ん

な
に

分
か

要
に

応
じ

て
伝

言
を

受
る

。
1
0

音
や

身
振

り
を

模
倣

９
教

師
や

友
達

に
話

し
に

，
要

件
を

落
と

さ
ず

る
よ

う
に

話
す

。
け

る
。

９
学

級
会

や
生

徒
会

な
す

る
。

か
け

た
り

，
働

き
か

け
に

簡
単

な
伝

言
を

す
1
0

用
件

を
落

と
さ

ず
1
1

電
話

の
種

類
と

使
い

ど
で

，
人

の
意

見
に

関
1
1

教
師

な
ど

の
話

し
か

た
り

す
る

。
る

。
に

話
を

す
る

。
方

を
知

る
。

連
さ

せ
て

，
自

分
の

意
け

に
応

じ
，

音
声

や
簡

1
0

自
分

の
経

験
し

た
こ

1
1

分
か

ら
な

い
と

き
1
1

必
要

な
と

き
に

は
見

を
述

べ
る

。
単

な
言

葉
で

表
現

す
と

や
見

聞
き

し
た

こ
と

は
，

尋
ね

る
。

て
い

ね
い

な
言

葉
を

1
0

要
件

を
筋

道
を

た
て

る
。

を
，

教
師

な
ど

に
，

簡
1
2

自
分

の
希

望
や

意
見

使
っ

た
り

，
共

通
語

正
確

に
話

す
。

1
2

簡
単

な
ご

っ
こ

遊
び

単
な

言
葉

で
話

す
。

を
発

表
す

る
。

で
話

し
た

り
す

る
。

1
1

相
手

に
応

じ
て

，
敬

を
し

な
が

ら
，

自
由

に
1
1

簡
単

な
伝

言
を

す
1
3

友
達

と
一

緒
に

，
簡

1
2

自
分

の
家

に
電

話
語

や
言

葉
づ

か
い

を
使

話
し

た
り

聞
い

た
り

す
る

。
単

な
劇

な
ど

を
す

る
。

を
か

け
た

り
し

て
，

い
分

け
る

。
る

。
1
2

要
望

な
ど

を
言

葉
で

1
4

必
要

な
と

き
に

は
，

電
話

の
応

答
に

な
れ

1
2

尊
敬

語
，

謙
譲

語
を



1
3

要
求

が
あ

る
と

，
身

訴
え

る
。

て
い

ね
い

な
言

葉
で

話
る

。
適

切
に

使
っ

て
話

す
。

振
り

や
声

を
出

し
て

注
1
3

友
達

と
一

緒
に

，
簡

す
。

1
3

電
話

の
取

り
次

ぎ
や

意
を

ひ
く

。
単

な
せ

り
ふ

の
あ

る
劇

1
5

電
話

で
，

身
近

な
人

適
切

な
応

答
を

す
る

。
1
4

表
情

や
身

振
り

で
，

を
す

る
。

と
話

を
す

る
。

1
4

携
帯

電
話

や
フ

ァ
ク

依
頼

や
訴

え
を

す
る

。
1
4

幼
児

語
を

使
わ

な
い

1
6

な
る

べ
く

正
し

い
発

シ
ミ

リ
で

相
手

と
応

答
1
5

簡
単

な
言

葉
で

，
依

で
話

す
。

音
で

話
す

。
す

る
。

頼
や

訴
え

を
す

る
。

読
む

1
6

絵
本

な
ど

に
出

て
く

1
5

絵
本

や
テ

レ
ビ

，
ま

1
7

絵
本

や
や

さ
し

い
読

1
3

や
さ

し
い

読
み

物
1
2

日
常

生
活

で
，

よ
く

1
5

小
説

や
エ

ッ
セ

イ
な

る
身

近
な

動
物

や
事

物
ん

が
な

ど
に

し
ば

し
ば

み
物

を
読

む
こ

と
に

興
や

詩
な

ど
を

読
ん

で
使

わ
れ

る
外

来
語

が
分

ど
好

き
な

読
み

物
を

読
な

ど
を

興
味

を
も

っ
て

出
て

く
る

平
仮

名
に

関
味

を
も

つ
。

楽
し

む
。

か
る

。
ん

で
楽

し
む

。
見

る
。

心
を

も
ち

，
読

も
う

と
1
8

校
内

の
危

険
な

個
所

1
4

国
語

辞
典

に
関

心
1
3

い
ろ

い
ろ

な
読

み
物

1
6

国
語

辞
典

，
百

科
事

1
7

好
き

な
本

を
自

分
で

す
る

。
を

示
す

標
識

な
ど

が
分

を
も

つ
。

を
読

ん
で

楽
し

む
。

典
な

ど
を

活
用

し
て

，
さ

が
し

，
読

ん
で

も
ら

1
6

身
近

な
生

活
の

中
か

る
。

1
5

よ
く

目
に

ふ
れ

る
1
4

辞
典

な
ど

を
利

用
す

必
要

な
こ

と
を

調
べ

っ
て

楽
し

む
。

で
，

し
ば

し
ば

目
に

ふ
1
9

教
師

や
友

達
の

名
前

標
識

，
看

板
，

立
て

る
。

る
。

1
8

話
の

筋
の

あ
る

簡
単

れ
る

標
識

，
看

板
，

広
を

読
む

。
札

，
掲

示
な

ど
の

意
1
5

日
常

生
活

に
必

要
な

1
7

必
要

に
応

じ
て

，
図

な
絵

本
を

見
た

り
，

読
告

な
ど

に
関

心
を

も
2
0

促
音

，
長

音
等

の
含

味
が

分
か

る
。

標
識

，
看

板
，

広
告

，
書

室
（

館
）

を
利

用
す

ん
で

も
ら

っ
た

り
す

る
つ

。
ま

れ
た

語
句

や
短

い
文

1
6

図
書

室
（

館
）

の
立

て
札

，
掲

示
な

ど
を

る
。

こ
と

を
喜

ぶ
。

1
7

自
分

の
名

前
の

文
字

を
正

し
く

，
読

む
。

利
用

の
仕

方
が

分
か

で
き

る
だ

け
正

し
く

読
1
8

標
識

，
看

板
，

広
1
9

く
つ

箱
，

ぼ
う

し
か

が
分

か
る

。
2
1

片
仮

名
や

よ
く

使
わ

る
。

み
取

る
。

告
，

立
て

札
，

掲
示

，
け

な
ど

の
自

分
の

印
が

1
8

平
仮

名
で

書
か

れ
た

れ
る

簡
単

な
漢

字
を

読
1
7

ロ
ー

マ
字

に
関

心
1
6

日
常

生
活

に
必

要
な

回
覧

板
な

ど
を

読
ん

で
分

か
る

。
語

句
を

読
む

。
む

。
を

も
つ

。
伝

票
，

領
収

書
，

諸
適

切
に

行
動

す
る

。
2
0

自
分

の
名

前
を

だ
い

1
8

新
聞

や
雑

誌
な

ど
届

，
申

込
書

な
ど

の
記

1
9

生
活

で
使

わ
れ

る
機

た
い

区
別

す
る

。
を

，
見

た
り

，
読

ん
入

の
仕

方
が

分
か

る
。

械
，

器
具

，
情

報
通

信
2
1

絵
本

な
ど

に
で

て
く

だ
り

す
る

こ
と

に
興

1
7

日
常

生
活

で
使

わ
れ

機
器

，
医

薬
品

な
ど

の
る

平
仮

名
に

関
心

を
も

味
を

も
つ

。
る

器
具

や
医

薬
品

な
ど

説
明

書
を

読
み

取
り

，
つ

。
1
9

日
常

生
活

に
必

要
の

簡
単

な
説

明
書

が
分

適
切

に
利

用
す

る
。

2
3

図
形

や
絵

な
ど

の
異

な
伝

票
，

領
収

書
，

か
る

。
2
0

日
常

生
活

に
必

要
な

同
が

分
か

る
。

説
明

書
な

ど
が

分
か

1
8

日
常

生
活

で
よ

く
ふ

伝
票

，
領

収
書

，
通

知
る

。
れ

る
外

来
語

の
標

識
が

書
な

ど
の

意
味

が
分

か
分

か
る

。
る

。
1
9

新
聞

や
雑

誌
な

ど
2
1

外
来

語
や

片
仮

名
の

を
，

見
た

り
，

読
ん

だ
標

識
を

読
み

，
適

切
に

り
す

る
。

行
動

す
る

。
2
0

詩
や

短
歌

，
俳

句
な

2
2

新
聞

や
雑

誌
を

読
ど

に
親

し
む

。
み

，
必

要
な

情
報

を
得

る
。

2
3

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
で

表
さ

れ
る

略
語

（
Ｃ

Ｄ
・

Ｂ
Ｓ

な
ど

）
が

分
か

る
。

2
4

詩
や

短
歌

，
俳

句
な



ど
の

内
容

や
情

景
を

想
像

す
る

。

書
く

2
4

い
ろ

い
ろ

な
用

具
を

1
9

点
線

の
上

を
な

ぞ
っ

2
2

進
ん

で
文

字
を

書
こ

2
0

見
聞

き
し

た
こ

と
2
1

経
験

し
た

事
柄

を
順

2
5

経
験

し
た

事
柄

を
順

使
っ

て
，

な
ぐ

り
書

き
て

書
く

。
う

と
す

る
。

や
経

験
し

た
こ

と
な

序
立

て
て

，
要

領
よ

く
序

立
て

て
，

自
分

の
意

を
す

る
。

2
0

簡
単

な
図

形
を

ま
ね

2
3

簡
単

な
語

句
や

短
い

ど
に

つ
い

て
，

で
き

書
く

。
見

や
感

想
を

混
じ

え
な

て
書

く
。

文
を

，
平

仮
名

や
片

仮
る

だ
け

順
序

立
て

て
2
2

手
紙

や
電

文
を

読
ん

が
ら

，
要

領
よ

く
書

2
1

文
字

を
書

く
こ

と
に

名
で

書
く

。
書

く
。

だ
り

，
書

い
た

り
す

く
。

興
味

を
も

つ
。

2
4

簡
単

な
絵

日
記

を
書

2
1

簡
単

な
メ

モ
を

と
る

。
2
6

句
読

点
，

か
ぎ

な
ど

2
2

鉛
筆

な
ど

を
正

し
く

く
。

る
。

2
3

日
記

や
作

業
日

誌
を

を
正

し
く

使
っ

て
文

章
持

ち
，

正
し

い
姿

勢
で

2
5

自
分

の
名

前
な

ど
2
2

簡
単

な
手

紙
文

や
書

く
。

を
書

く
。

書
く

。
を

，
漢

字
で

書
く

。
日

記
を

書
く

2
4

要
領

よ
く

メ
モ

を
と

2
7

漢
字

や
片

仮
名

を
正

2
3

平
仮

名
の

簡
単

な
語

2
3

句
点

（
。

）
読

る
。

し
く

使
っ

て
，

文
章

を
句

を
見

て
書

き
写

す
。

2
6

教
師

と
一

緒
に

，
簡

点
（

，
）

な
ど

に
2
3

句
点

，
か

ぎ
書

く
。

単
な

手
紙

を
書

く
。

注
意

し
て

書
く

。
（

「
」

）
な

ど
の

正
し

2
8

手
紙

の
目

的
に

応
じ

2
4

自
分

の
名

前
を

平
仮

2
4

よ
く

使
わ

れ
る

簡
い

使
い

方
に

慣
れ

る
。

て
，

筆
記

用
具

を
使

い
名

で
書

く
。

単
な

漢
字

の
書

き
方

2
5

よ
く

使
わ

れ
る

漢
字

分
け

た
り

，
工

夫
し

た
や

使
い

方
が

分
か

の
書

き
方

や
使

い
方

が
り

し
て

書
く

。
る

。
分

か
る

。
2
5

長
音

，
拗

音
，

促
2
6

ワ
ー

ド
プ

ロ
セ

ッ
2
9

生
活

の
中

で
使

わ
れ

音
，

撥
音

，
助

詞
サ

や
パ

ソ
コ

ン
の

ソ
フ

る
伝

票
，

領
収

書
，

諸
「

を
，

は
，

へ
」

な
ト

を
使

っ
て

，
漢

字
，

届
，

申
込

書
を

正
し

く
ど

を
正

し
く

読
ん

だ
仮

名
混

じ
り

文
を

作
成

書
い

た
り

，
ワ

ー
ド

プ
り

，
書

い
た

り
す

す
る

。
ロ

セ
ッ

サ
や

パ
ソ

コ
ン

る
。

2
7

自
分

の
履

歴
書

な
ど

の
ソ

フ
ト

を
使

っ
て

作
2
6

パ
ソ

コ
ン

や
ワ

ー
日

常
生

活
に

必
要

な
諸

成
し

た
り

す
る

。
ド

プ
ロ

セ
ッ

サ
の

操
届

を
手

本
を

見
て

書
き

3
0

自
分

の
履

歴
書

を
，

作
に

興
味

を
も

つ
。

写
す

。
様

式
に

従
っ

て
正

し
く

2
7

ペ
ン

や
毛

筆
な

ど
書

く
。

を
使

っ
て

書
写

す
2
8

必
要

な
内

容
を

考
え

3
1

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

る
。

て
，

招
待

状
や

案
内

状
接

続
し

て
，

電
子

メ
ー

を
書

く
。

ル
を

発
信

，
受

信
す

る
。



算
数

科
・

数
学

科

１
２

３
４

５
６

数
量

の
基

礎
数

と
計

算
１

目
の

前
で

隠
さ

れ
た

１
形

，
色

，
大

き
さ

な
ど

１
簡

単
な

数
の

範
囲

で
１

や
や

広
い

範
囲

の
数

１
生

活
の

中
で

必
要

な
１

生
活

の
中

で
，

大
き

も
の

を
探

す
。

で
分

類
す

る
。

数
え

た
り

，
数

字
を

読
を

数
え

た
り

，
数

字
を

数
を

数
え

た
り

，
数

字
な

数
を

工
夫

し
て

数
え

２
身

近
に

あ
る

も
の

や
２

身
近

な
も

の
を

用
途

な
ん

だ
り

，
書

い
た

り
す

読
ん

だ
り

，
書

い
た

り
を

読
ん

だ
り

，
書

い
た

た
り

，
大

き
な

数
字

を
人

の
名

を
聞

い
て

指
さ

ど
で

分
類

す
る

。
る

。
す

る
。

り
す

る
。

正
確

に
読

ん
だ

り
書

い
す

。
３

１
対

１
の

対
応

に
よ

り
２

簡
単

な
加

法
や

減
法

２
加

法
や

減
法

の
計

算
２

数
式

が
分

か
り

，
生

た
り

す
る

。
３

形
や

色
が

同
じ

も
の

数
の

多
少

が
分

か
り

，
多

を
用

い
る

場
合

が
分

か
を

す
る

。
活

の
中

で
い

ろ
い

ろ
な

２
数

式
を

活
用

し
，

生
を

選
ぶ

。
い

方
（

少
な

い
方

）
を

指
り

，
初

歩
的

な
計

算
を

３
簡

単
な

乗
法

や
除

法
計

算
を

す
る

。
活

の
中

で
必

要
な

い
ろ

４
お

も
ち

ゃ
や

道
具

な
す

。
す

る
。

の
意

味
が

分
か

り
，

初
３

必
要

に
応

じ
て

計
算

い
ろ

な
計

算
を

す
る

。
ど

を
分

類
し

て
整

理
す

４
具

体
的

な
事

物
や

事
柄

３
ま

と
め

て
数

え
た

歩
的

な
計

算
を

す
る

。
機

を
使

っ
て

計
算

す
３

分
数

・
少

数
の

意
味

る
。

の
順

番
が

分
か

り
，

順
序

り
，

等
分

し
た

り
す

４
計

算
機

を
使

っ
て

，
る

。
が

分
か

り
，

割
合

や
％

５
分

割
し

た
絵

カ
ー

ド
数

を
唱

え
る

。
る

。
簡

単
な

計
算

を
す

る
。

な
ど

を
生

活
の

中
で

使
を

組
み

合
わ

せ
る

。
５

身
近

に
あ

る
具

体
的

な
う

。
６

関
連

の
深

い
一

対
の

事
物

を
数

え
る

。
４

割
引

や
消

費
税

を
含

も
の

や
絵

カ
ー

ド
を

組
６

数
字

を
読

ん
だ

り
，

書
ん

だ
買

い
物

な
ど

に
，

み
合

わ
せ

る
。

い
た

り
す

る
。

計
算

機
を

活
用

す
る

。
７

対
応

さ
せ

て
も

の
を

７
必

要
に

応
じ

て
具

体
的

配
る

。
な

事
物

を
加

え
た

り
，

減
ら

し
た

り
す

る
。

量
と

測
定

量
と

測
定

８
身

近
に

あ
る

も
の

の
８

身
近

に
あ

る
具

体
物

の
４

身
近

に
あ

る
も

の
を

５
長

さ
，

重
さ

，
容

積
４

単
位

の
関

係
が

分
か

５
生

活
の

中
で

表
示

さ
数

量
の

多
少

，
大

小
な

大
き

い
小

さ
い

，
長

い
短

使
っ

て
，

長
さ

，
重

を
表

す
単

位
が

分
か

り
，

測
定

用
具

を
利

用
れ

て
い

る
単

位
を

理
解

ど
を

比
べ

，
多

い
少

な
い

，
広

い
狭

い
，

重
い

軽
さ

，
容

積
を

表
す

用
語

り
，

見
本

と
同

じ
長

し
，

生
活

の
中

で
い

ろ
し

，
適

切
な

測
定

用
具

い
，

大
き

い
小

さ
い

な
い

な
ど

が
分

か
り

比
較

す
が

分
か

り
，

比
較

す
さ

，
重

さ
，

容
積

を
つ

い
ろ

な
も

の
を

測
定

す
を

選
び

正
し

く
測

定
す

ど
に

気
付

き
，

差
が

大
る

。
る

。
く

る
な

ど
し

て
，

も
の

る
。

る
。

き
い

場
合

に
多

い
方

，
５

遠
い

，
近

い
，

深
さ

し
や

は
か

り
な

ど
の

大
き

い
方

を
と

る
。

い
，

浅
い

な
ど

が
分

か
扱

い
に

慣
れ

る
。

り
，

比
較

す
る

。
６

温
度

計
や

体
温

計
の

目
盛

り
を

読
む

。

図
形

・
数

量
関

係
図

形
・

数
量

関
係

９
円

，
正

三
角

形
，

正
９

丸
，

三
角

，
四

角
な

ど
６

円
，

三
角

形
，

正
方

７
正

方
形

，
長

方
形

，
５

正
方

形
，

長
方

形
，

６
様

々
な

図
形

の
特

徴
方

形
の

見
本

を
見

て
，

の
名

称
を

言
っ

た
り

，
指

形
，

長
方

形
が

分
か

正
三

角
形

，
直

角
三

角
正

三
角

形
，

直
角

三
角

を
理

解
し

，
生

活
の

中
同

じ
形

の
も

の
を

選
を

さ
し

た
り

す
る

。
り

，
そ

れ
ら

を
か

く
。

形
な

ど
の

お
お

よ
そ

の
形

，
円

，
辺

，
頂

点
，

で
目

的
に

応
じ

て
活

用
ぶ

。
1
0

上
下

，
前

後
な

ど
が

分
７

自
分

を
中

心
と

し
て

特
徴

が
分

か
る

。
直

角
な

ど
が

分
か

り
，

す
る

。
1
0

遊
び

や
日

常
生

活
の

か
り

，
生

活
の

中
で

使
左

右
が

分
か

り
，

指
さ

８
三

角
定

規
や

コ
ン

パ
そ

れ
ら

の
言

葉
を

正
し

７
い

ろ
い

ろ
な

図
表

や
中

で
，

で
き

た
ら

○
，

う
。

す
。

ス
な

ど
を

使
っ

て
，

簡
く

使
う

。
グ

ラ
フ

を
正

し
く

読
ん

で
き

な
か

っ
た

ら
×

な
1
1

身
近

な
生

活
の

中
で

使
８

簡
単

な
生

活
の

処
理

単
な

図
形

を
か

く
。

６
定

規
や

コ
ン

パ
ス

な
り

書
い

た
り

し
，

生
活

ど
，

○
×

の
記

号
の

意
わ

れ
て

い
る

○
×

な
ど

の
を

図
表

や
○

×
な

ど
の

９
絵

グ
ラ

フ
や

棒
グ

ラ
ど

を
使

っ
て

，
い

ろ
い

の
中

で
活

用
す

る
。

味
が

分
か

り
，

使
う

。
表

が
分

か
り

，
記

入
す

表
で

表
す

。
フ

を
読

ん
だ

り
，

書
い

ろ
な

図
形

を
か

く
。



る
。

た
り

す
る

。
７

い
ろ

い
ろ

な
図

表
や

グ
ラ

フ
を

読
ん

だ
り

，
書

い
た

り
す

る
。

実
務

1
2

朝
，

昼
，

晩
の

違
い

９
時

計
で

大
体

の
時

刻
1
0

時
刻

を
読

ん
だ

り
，

８
生

活
の

中
で

，
時

計
８

時
計

や
暦

を
使

っ
に

気
付

く
。

を
読

む
。

簡
単

な
時

間
の

計
算

を
や

暦
を

利
用

し
，

時
間

て
，

予
定

を
立

て
る

な
1
3

学
校

に
行

く
日

（
授

1
0

今
日

の
日

付
や

曜
日

し
た

り
す

る
。

や
日

数
の

計
算

を
す

ど
，

生
活

の
中

で
活

用
業

日
）

と
行

か
な

い
日

が
分

か
り

，
暦

を
見

て
1
1

日
課

表
や

時
刻

表
を

る
。

す
る

。
（

休
業

日
）

が
あ

る
こ

と
読

む
。

読
む

。
９

乗
り

物
な

ど
の

時
刻

９
乗

り
物

な
ど

の
時

刻
に

気
付

く
。

1
2

暦
の

お
お

よ
そ

の
仕

表
を

読
み

，
待

ち
時

間
表

を
読

ん
で

，
通

学
や

組
み

が
分

か
り

，
そ

の
な

ど
が

分
か

る
。

旅
行

の
計

画
を

立
て

扱
い

に
慣

れ
る

。
1
0

金
銭

に
関

す
る

実
務

る
。

1
3

買
い

物
な

ど
を

し
，

が
分

か
り

，
生

活
の

中
1
0

収
入

や
支

出
な

ど
，

支
払

い
に

必
要

な
，

簡
で

使
う

。
金

銭
に

関
す

る
事

項
が

単
な

お
金

の
計

算
を

す
分

か
り

，
出

納
帳

な
ど

る
。

を
生

活
の

中
で

活
用

す
る

。



音
楽

科

１
２

３
４

５
６

音
楽

遊
び

鑑
賞

１
音

に
気

づ
い

て
，

顔
１

Ｃ
Ｄ

や
Ｍ

Ｄ
プ

レ
ー

ヤ
１

自
分

で
Ｃ

Ｄ
や

Ｍ
Ｄ

１
自

分
で

好
き

な
曲

を
選

１
い

ろ
い

ろ
な

音
楽

を
１

友
達

と
好

き
な

曲
や

の
表

情
や

姿
勢

を
変

え
ー

，
テ

ー
プ

レ
コ

ー
ダ

プ
レ

ー
ヤ

ー
，

テ
ー

プ
ん

で
，

Ｃ
Ｄ

，
Ｍ

Ｄ
，

聴
い

て
そ

の
良

さ
，

美
歌

を
聴

き
合

い
，

共
有

た
り

，
体

を
動

か
し

て
ー

な
ど

で
，

知
っ

て
い

レ
コ

ー
ダ

ー
，

Ｖ
Ｔ

Ｒ
カ

セ
ッ

ト
テ

ー
プ

，
テ

し
さ

を
楽

し
む

。
す

る
時

間
を

楽
し

む
。

た
り

し
て

，
関

心
を

示
る

歌
や

好
き

な
曲

を
楽

等
を

か
け

て
楽

し
む

。
レ

ビ
，

Ｖ
Ｔ

Ｒ
，

Ｄ
Ｖ

Ｄ
２

い
ろ

い
ろ

な
音

楽
の

２
歌

手
や

作
曲

家
，

演
す

。
し

ん
で

聴
く

。
２

友
達

や
教

師
の

歌
や

な
ど

を
聴

く
。

音
色

や
人

の
声

の
特

徴
奏

者
な

ど
に

興
味

を
も

２
だ

っ
こ

，
マ

ッ
サ

ー
２

い
ろ

い
ろ

な
楽

器
の

演
奏

を
静

か
に

聴
い

て
２

い
ろ

い
ろ

な
楽

器
の

音
を

感
じ

と
っ

て
聴

く
。

ち
，

幅
広

い
分

野
の

音
ジ

，
ゆ

さ
ぶ

り
な

ど
で

音
を

聴
い

て
，

好
き

な
楽

し
む

。
色

に
関

心
を

も
っ

て
聴

３
い

ろ
い

ろ
な

音
楽

を
楽

を
聴

い
て

，
そ

れ
ぞ

音
楽

の
リ

ズ
ム

を
伝

え
音

や
音

色
を

見
つ

け
３

描
写

音
楽

，
行

進
く

。
聴

い
て

，
リ

ズ
ム

，
旋

れ
の

特
徴

が
分

か
る

。
て

も
ら

い
反

応
す

る
。

る
。

曲
，

舞
曲

，
序

曲
，

民
３

自
分

の
歌

や
演

奏
を

録
律

，
速

さ
等

の
特

徴
に

３
自

分
の

歌
や

演
奏

を
３

オ
ル

ゴ
ー

ル
,Ｃ

Ｄ
や

３
教

師
の

歌
や

楽
器

の
族

音
楽

，
現

代
音

楽
，

音
し

，
再

生
し

て
聴

く
。

気
を

付
け

て
，

味
わ

い
録

音
・

再
生

し
て

聴
い

Ｍ
Ｄ

プ
レ

ー
ヤ

ー
，

テ
演

奏
を

聴
く

。
環

境
音

楽
な

ど
い

ろ
い

４
Ｃ

Ｄ
，

Ｍ
Ｄ

，
カ

セ
ッ

楽
し

む
。

て
，

よ
り

美
し

く
表

現
ー

プ
レ

コ
ー

ダ
ー

な
ど

４
曲

の
始

ま
り

と
終

わ
ろ

な
ジ

ャ
ン

ル
の

音
楽

ト
テ

ー
プ

，
Ｖ

Ｔ
Ｒ

，
Ｄ

４
自

分
の

歌
や

演
奏

を
し

よ
う

と
す

る
。

か
ら

流
れ

る
音

楽
や

歌
り

を
予

測
し

な
が

ら
聴

を
聴

く
。

Ｖ
Ｄ

な
ど

で
歌

を
聴

い
て

録
音

・
再

生
し

，
友

達
４

日
常

生
活

の
中

で
，

に
関

心
を

示
す

。
く

。
４

身
近

な
楽

器
の

音
色

覚
え

た
り

，
好

き
な

旋
律

と
感

想
を

話
し

合
う

。
携

帯
用

の
カ

セ
ッ

ト
テ

４
教

師
な

ど
の

歌
や

演
に

関
心

を
も

っ
て

聴
い

を
覚

え
た

り
す

る
。

５
音

曲
を

特
徹

づ
け

て
ー

プ
レ

コ
ー

ダ
ー

や
Ｃ

奏
に

興
味

を
示

す
。

た
り

，
音

あ
て

遊
び

を
５

生
活

の
中

で
良

い
音

楽
い

る
音

階
，

リ
ズ

ム
，

Ｄ
プ

レ
イ

ヤ
ー

な
ど

を
５

曲
の

始
ま

り
，

終
わ

し
た

り
す

る
｡

を
聴

い
て

楽
し

む
習

慣
を

ハ
ー

モ
ニ

ー
に

気
を

付
使

っ
て

，
好

き
な

音
楽

り
を

感
じ

て
反

応
す

５
学

校
生

活
の

中
で

流
も

つ
よ

う
に

す
る

。
け

て
聴

く
。

を
聴

い
て

楽
し

む
。

る
。

れ
る

音
楽

に
関

心
を

も
６

自
然

音
（

風
の

音
，

川
６

良
い

音
楽

映
画

を
観

５
コ

ン
サ

ー
ト

，
ミ

ュ
６

音
楽

が
流

れ
て

い
る

ち
楽

し
む

。
の

音
，

波
の

音
な

ど
）

，
た

り
，

音
楽

会
な

ど
で

ー
ジ

カ
ル

，
オ

ペ
ラ

な
中

で
，

休
息

し
た

り
，

生
活

音
（

チ
ャ

イ
ム

，
時

鑑
賞

し
た

り
す

る
。

ど
に

興
味

・
関

心
を

も
手

足
を

動
か

し
た

り
，

計
，

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

，
鐘

ち
，

積
極

的
に

鑑
賞

す
遊

ん
だ

り
す

る
。

の
音

な
ど

）
に

興
味

を
も

る
。

７
音

楽
を

感
じ

て
，

っ
て

聴
く

。
６

テ
レ

ビ
ド

ラ
マ

の
テ

体
の

動
き

を
止

め
た

ー
マ

ソ
ン

グ
や

ヒ
ッ

ト
り

，
動

か
し

た
り

す
ソ

ン
グ

な
ど

に
興

味
を

る
。

も
ち

，
自

分
の

好
む

曲
８

教
師

の
手

を
か

り
を

聴
く

。
て

，
歌

に
合

わ
せ

て
，

身
体

表
現

手
足

や
身

体
の

部
位

を
打

ち
な

ら
し

た
り

，
動

５
好

き
な

歌
や

曲
を

聞
６

歌
や

曲
に

合
わ

せ
７

音
楽

を
聴

い
て

感
じ

た
７

曲
の

拍
子

や
リ

ズ
ム

７
世

界
各

地
の

ダ
ン

ス
か

し
た

り
す

る
。

き
な

が
ら

，
体

を
動

か
て

，
花

，
ち

ょ
う

，
こ

と
を

動
作

で
表

現
し

た
の

違
い

を
聞

き
分

け
た

や
民

謡
を

み
ん

な
で

踊
９

音
楽

に
合

わ
せ

て
，

す
。

魚
，

う
さ

ぎ
，

象
，

ジ
り

，
リ

ズ
ム

に
合

わ
せ

て
り

，
聞

き
比

べ
た

り
し

る
。

手
を

た
た

い
た

り
，

歩
６

友
達

や
先

生
の

表
現

ェ
ッ

ト
機

，
消

防
車

な
身

体
表

現
を

し
た

り
す

て
身

体
表

現
す

る
。

８
音

楽
を

聴
い

て
自

分
い

た
り

，
走

っ
た

り
，

を
見

て
楽

し
む

。
ど

の
模

倣
表

現
を

す
る

｡
る

。
８

歌
い

な
が

ら
，

リ
ズ

な
り

の
イ

メ
ー

ジ
を

膨
止

ま
っ

た
り

す
る

。
７

音
楽

に
合

わ
せ

て
，

７
歌

を
歌

い
な

が
ら

簡
８

曲
想

に
ふ

さ
わ

し
い

ミ
カ

ル
に

身
体

表
現

を
ら

ま
せ

，
創

造
的

な
身

1
0

教
師

と
一

緒
に

簡
単

模
倣

を
し

な
が

ら
身

体
単

な
ハ

ン
ド

プ
レ

イ
や

自
由

な
身

体
表

現
を

す
す

る
。

体
表

現
を

す
る

。
な

手
あ

そ
び

歌
，

指
あ

の
各

部
位

を
た

た
い

た
身

体
表

現
を

す
る

｡
る

。
９

音
楽

を
聴

い
て

，
そ

そ
び

歌
，

も
の

ま
ね

遊
り

し
て

動
か

す
。

８
楽

器
や

道
具

（
手

９
い

ろ
い

ろ
な

歌
の

ゲ
ー

の
曲

の
曲

想
を

感
じ

取
び

な
ど

を
す

る
。

８
打

楽
器

を
打

っ
た

具
）

な
ど

を
使

っ
て

音
ム

を
す

る
。

り
，

創
造

的
に

身
体

表



1
1

歌
あ

そ
び

の
中

で
り

，
鳴

ら
し

た
り

し
な

楽
に

合
わ

せ
て

身
体

表
1
0

民
族

音
楽

の
特

徴
を

味
現

す
る

。
遊

び
を

交
代

し
た

り
，

が
ら

，
歩

い
た

り
，

走
現

を
す

る
。

わ
い

な
が

ら
フ

ォ
ー

ク
ダ

順
番

を
待

っ
た

り
す

っ
た

り
の

身
体

表
現

を
９

簡
単

な
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

，
民

謡
な

ど
を

踊
る

。
す

る
。

ン
ス

や
お

ど
り

を
す

る
。

1
2

楽
器

を
見

た
り

触
っ

９
歌

や
曲

に
合

わ
せ

る
。

た
り

し
て

，
形

や
音

て
，

簡
単

な
ハ

ン
ド

プ
1
0

ペ
ー

プ
サ

ー
ト

，
色

，
振

動
な

ど
を

楽
し

レ
イ

や
動

作
模

倣
を

す
パ

ネ
ル

シ
ア

タ
ー

や
簡

む
。

る
。

単
な

音
楽

劇
な

ど
を

し
1
3

鈴
，

マ
ラ

カ
ス

，
鳴

1
0

音
楽

の
大

き
な

流
れ

て
楽

し
む

。
子

，
ハ

ン
ド

ベ
ル

，
が

を
感

じ
と

り
，

自
由

に
1
1

Ｃ
Ｄ

，
Ｍ

Ｄ
の

音
楽

ら
が

ら
な

ど
の

振
る

楽
身

体
表

現
を

す
る

。
な

ど
に

合
わ

せ
て

模
擬

器
で

音
を

鳴
ら

し
て

楽
1
1
「

か
ご

め
か

ご
め

」
楽

器
を

使
っ

て
身

体
表

し
む

。
「

せ
っ

せ
っ

せ
」

「
花

い
現

を
す

る
｡

1
4

オ
ー

ト
ハ

ー
プ

や
ギ

ち
も

ん
め

」
「

ず
い

ず
タ

ー
な

ど
の

弦
楽

器
に

い
ず

っ
こ

ろ
ば

し
」

の
親

し
み

，
弦

を
は

じ
い

よ
う

な
リ

ズ
ミ

カ
ル

で
た

り
し

て
楽

し
む

。
簡

単
な

わ
ら

べ
う

た
や

1
5

ツ
リ

ー
チ

ャ
イ

ム
や

集
団

遊
び

を
す

る
。

器
楽

カ
バ

サ
な

ど
こ

す
っ

た
り

，
揺

ら
し

た
り

，
つ

1
2

タ
ン

ブ
リ

ン
，

ウ
ッ

1
2

教
師

の
拍

子
打

ち
1
1

有
音

程
の

打
楽

器
や

笛
1
0

和
太

鼓
や

ラ
テ

ン
音

９
打

楽
器

，
旋

律
楽

か
ん

で
離

し
た

り
し

ド
ブ

ロ
ッ

ク
，

カ
ス

タ
や

リ
ズ

ム
打

ち
を

模
倣

な
ど

で
，

一
人

一
音

ず
つ

楽
で

用
い

ら
れ

る
打

楽
器

，
弦

楽
器

，
電

子
楽

て
，

音
を

出
し

て
楽

し
ネ

ッ
ト

，
ト

ラ
イ

ア
ン

す
る

。
担

当
し

，
順

に
打

っ
た

器
を

な
ど

を
使

っ
て

，
器

な
ど

で
好

き
な

楽
器

む
。

グ
ル

，
ギ

ロ
，

ハ
ン

ド
1
3

筒
単

な
リ

ズ
ム

絵
り

，
振

っ
た

り
，

吹
い

た
友

達
と

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

を
選

び
，

奏
法

を
工

夫
1
6

コ
ン

ガ
，

ボ
ン

ゴ
，

シ
ン

バ
ル

な
ど

で
音

あ
譜

や
文

字
譜

を
見

て
，

り
し

て
，

旋
律

や
和

音
の

に
リ

ズ
ム

合
奏

を
す

し
，

独
奏

し
た

り
，

合
大

太
鼓

，
小

太
鼓

，
テ

て
遊

び
を

す
る

。
楽

器
を

打
っ

た
り

，
リ

一
部

を
演

奏
す

る
。

る
。

奏
し

た
り

す
る

。
ィ

ン
パ

ニ
ー

，
和

太
1
3

教
師

と
一

緒
に

，
デ

ズ
ム

合
奏

を
し

た
り

す
1
2

ハ
ー

モ
ニ

カ
，

笛
，

木
1
1

簡
単

な
合

奏
譜

を
見

1
0

お
も

ち
ゃ

や
手

作
り

鼓
，

シ
ン

バ
ル

，
ド

ラ
ィ

ナ
ー

チ
ャ

イ
ム

，
テ

る
。

琴
，

鉄
琴

，
オ

ル
ガ

ン
，

て
，

い
ろ

い
ろ

な
リ

ズ
楽

器
を

含
む

い
ろ

い
ろ

な
ど

を
手

や
バ

チ
で

自
由

ン
プ

ル
ブ

ロ
ッ

ク
，

木
1
4

有
音

程
の

打
楽

器
（

鍵
盤

ハ
ー

モ
ニ

カ
，

ア
コ

ム
打

ち
や

旋
律

奏
を

す
な

楽
器

を
使

っ
て

，
友

に
打

っ
た

り
す

る
。

琴
，

鉄
琴

，
オ

ム
ニ

コ
サ

ウ
ン

ド
ブ

ロ
ッ

ク
，

ー
デ

ィ
オ

ン
，

ピ
ア

ノ
な

る
。

達
と

協
力

し
て

，
即

興
1
7

い
ろ

い
ろ

な
打

楽
器

ー
ド

な
ど

で
，

音
階

，
ハ

ン
ド

ベ
ル

，
ト

ー
ど

を
使

っ
て

，
独

奏
や

合
1
2

歌
唱

教
材

と
関

連
さ

的
な

曲
づ

く
り

を
す

を
教

師
と

一
緒

に
，

両
グ

リ
ッ

サ
ン

ド
，

和
音

ン
奏

を
す

る
。

せ
な

が
ら

，
簡

単
な

旋
る

。
手

打
ち

，
片

手
打

ち
，

を
鳴

ら
し

た
り

す
る

。
チ

ャ
イ

ム
，

リ
ー

ド
付

1
3

絵
譜

や
文

字
譜

を
見

た
律

の
階

名
を

覚
え

て
弾

1
1

友
達

と
協

力
し

て
，

交
互

打
ち

な
ど

で
，

1
4

大
き

な
音

，
小

さ
な

き
笛

な
ど

）
を

使
っ

て
り

，
さ

ぐ
り

弾
き

を
し

た
く

。
簡

単
な

詞
や

曲
を

作
っ

手
や

バ
チ

を
使

っ
音

に
気

付
き

，
強

弱
や

曲
や

旋
律

の
一

部
を

演
り

し
て

，
曲

の
―

部
や

簡
1
3

旋
律

楽
器

を
含

む
い

て
，

楽
し

む
。

て
楽

し
む

。
速

度
の

合
わ

せ
て

楽
器

す
る

｡
単

な
曲

を
演

奏
す

る
。

ろ
い

ろ
な

楽
器

を
組

み
1
2

キ
ー

ボ
ー

ド
，

シ
ン

1
8

タ
ン

ブ
リ

ン
，

ウ
ッ

を
鳴

ら
す

。
1
5

旋
律

楽
器

（
ハ

ー
モ

1
4

環
境

音
（

生
活

音
，

自
合

わ
せ

た
合

奏
を

す
セ

サ
イ

ザ
ー

，
コ

ン
ピ

ド
ブ

ロ
ッ

ク
，

カ
ス

タ
1
5

合
図

に
合

わ
せ

て
ニ

カ
，

笛
，

木
琴

，
オ

然
音

）
の

中
か

ら
，

関
心

る
。

ュ
ー

タ
な

ど
で

，
自

分
ネ

ッ
ト

，
ト

ラ
イ

ア
ン

楽
器

を
鳴

ら
し

た
り

，
ル

ガ
ン

，
鍵

盤
ハ

ー
モ

の
あ

る
音

を
手

作
り

楽
器

1
4

歌
唱

教
材

や
テ

レ
ビ

の
好

み
の

音
を

作
り

，
グ

ル
，

両
面

張
り

柄
付

止
め

た
り

す
る

。
ニ

カ
，

ア
コ

ー
デ

ィ
オ

で
作

っ
て

表
現

す
る

。
な

ど
で

覚
え

た
曲

を
，

旋
律

を
弾

く
。

き
太

鼓
，

ヴ
ィ

プ
ラ

ス
1
6

打
楽

器
を

使
っ

て
，

ン
な

ど
）

に
親

し
み

，
1
5

強
弱

，
ア

ク
セ

ン
ト

な
好

き
な

旋
律

楽
器

で
弾

1
3

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

で
自

ラ
ッ

プ
，

チ
ャ

ッ
パ

，
拍

子
打

ち
，

リ
ズ

ム
遊

簡
単

な
さ

ぐ
り

吹
き

や
ど

を
意

識
し

た
り

，
力

の
い

て
楽

し
む

。
分

の
歌

や
演

奏
の

音
色

当
た

り
鉦

な
ど

を
自

由
び

や
リ

ズ
ム

合
奏

を
す

さ
ぐ

り
弾

き
を

す
る

。
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

し
た

り
1
5

簡
単

な
合

奏
譜

を
見

や
テ

ン
ポ

を
変

え
て

聴
に

鳴
ら

し
て

楽
し

む
。

る
。

1
6

ピ
ア

ノ
や

Ｃ
Ｄ

，
Ｍ

し
て

，
友

達
と

協
力

し
て

な
が

ら
，

い
ろ

い
ろ

な
く

。
1
7

好
き

な
歌

や
曲

な
ど

Ｄ
，

テ
ー

プ
レ

コ
ー

ダ
合

奏
す

る
。

楽
器

を
使

っ
て

，
独

奏
1
4

電
子

楽
器

や
コ

ン
ピ

1
9

水
笛

，
か

っ
こ

う
笛

に
合

わ
せ

て
，

打
楽

器
―

な
ど

の
演

奏
に

合
わ

1
6

楽
器

の
扱

い
方

や
し

ま
し

た
り

，
合

奏
し

た
り

ュ
ー

タ
を

使
い

，
旋

律



な
ど

の
擬

音
笛

や
オ

カ
や

吹
く

楽
器

な
ど

で
自

せ
て

合
奏

や
部

分
奏

を
い

方
を

知
り

，
大

切
に

扱
す

る
。

を
流

し
な

が
ら

コ
ー

ド
リ

ナ
，

フ
ュ

ー
ポ

ン
，

由
演

奏
を

す
る

。
す

る
。

う
。

1
6

色
鍵

盤
と

色
音

符
を

伴
奏

を
し

た
り

，
好

み
カ

ズ
ー

な
ど

を
自

由
に

合
わ

せ
て

メ
ロ

デ
ィ

を
の

リ
ズ

ム
パ

タ
ー

ン
を

吹
く

。
弾

き
，

楽
し

む
。

選
択

し
て

バ
ン

ド
演

奏
2
0

教
師

と
や

り
と

り
し

1
7

友
達

と
協

力
し

て
，

を
し

た
り

す
る

。
な

が
ら

，
打

楽
器

や
弦

コ
ー

ド
を

分
担

し
，

ギ
楽

器
，

吹
く

楽
器

な
ど

タ
ー

で
一

つ
の

曲
を

完
で

い
ろ

い
ろ

な
音

を
鳴

成
さ

せ
る

。
ら

し
て

楽
し

む
。

1
8

曲
想

を
感

じ
取

り
，

2
1

教
師

の
歌

や
演

奏
と

演
奏

の
仕

方
を

工
夫

す
一

緒
に

，
大

き
な

声
を

る
。

出
し

た
り

，
ま

ね
て

歌
1
9

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

で
音

っ
た

り
す

る
。

楽
を

聴
き

，
コ

ン
ピ

ュ
2
2

や
さ

し
い

メ
ロ

デ
ー

タ
の

操
作

に
慣

れ
イ

ー
の

一
部

を
口

ず
さ

る
。

む
。

歌
唱

1
8

好
き

な
歌

の
一

部
1
7

み
ん

な
と

一
緒

に
1
7

は
っ

き
り

し
た

発
音

2
0

呼
吸

の
仕

方
や

ロ
の

1
5

呼
吸

の
仕

方
や

口
の

分
を

歌
う

。
歌

っ
た

り
，

一
人

で
歌

で
，

音
程

も
で

き
る

だ
け

開
け

方
に

気
を

付
け

て
開

け
方

に
注

意
し

て
，

1
9

教
師

の
歌

う
簡

単
っ

た
り

す
る

。
整

え
，

正
し

い
リ

ズ
ム

で
歌

う
。

音
程

や
歌

詞
を

意
識

し
な

歌
を

聞
き

な
が

ら
歌

1
8

リ
ズ

ム
や

メ
ロ

デ
歌

う
。

2
1

拍
子

，
ス

タ
ッ

カ
ー

て
歌

う
。

う
。

ィ
ー

に
気

を
つ

け
て

歌
1
8

歌
詞

の
表

わ
す

情
景

ト
，

レ
ガ

ー
ト

，
シ

ン
1
6

Ｃ
Ｄ

の
演

奏
に

合
わ

2
0

知
っ

て
い

る
Ｃ

Ｄ
，

う
。

を
想

像
し

た
り

し
て

，
気

コ
ペ

ー
シ

ョ
ン

に
注

意
せ

て
歌

を
歌

っ
た

り
，

Ｍ
Ｄ

，
カ

セ
ッ

テ
ー

1
9

や
さ

し
い

歌
詞

な
持

ち
を

こ
め

て
，

き
れ

い
し

て
，

正
し

い
音

程
，

カ
ラ

オ
ケ

を
楽

し
ん

だ
プ

な
ど

の
流

れ
て

い
る

ら
，

正
し

く
歌

う
。

に
歌

う
。

リ
ズ

ム
で

歌
う

。
り

す
る

。
中

で
歌

う
。

2
0

簡
単

な
歌

の
内

容
1
9

独
唱

や
斉

唱
，

簡
単

な
2
2

曲
想

を
考

え
，

そ
の

1
7

指
揮

者
や

観
客

を
意

2
1

大
き

い
声

，
小

さ
を

理
解

し
て

歌
う

。
輪

唱
な

ど
を

す
る

。
気

分
に

な
っ

て
独

唱
や

識
し

な
が

ら
，

の
び

の
い

声
，

の
ば

し
た

声
等

2
1

ど
な

っ
た

り
，

小
2
0

知
っ

て
い

る
歌

，
好

斉
唱

を
す

る
。

び
と

歌
う

。
い

ろ
い

ろ
な

声
を

出
し

声
す

ぎ
た

り
し

な
い

よ
き

な
歌

，
歌

え
る

歌
の

範
2
3

互
い

に
歌

声
を

聞
き

1
8

自
分

の
思

い
や

願
い

て
歌

っ
て

楽
し

む
。

う
に

，
ち

ょ
う

ど
良

い
囲

を
広

げ
る

。
合

っ
て

，
簡

単
な

輪
唱

を
歌

に
し

て
歌

う
。

2
2

や
さ

し
い

曲
な

ら
，

声
の

大
き

さ
で

歌
う

。
2
1

伴
奏

の
響

き
を

聴
い

や
部

分
合

唱
を

す
る

。
1
9

輪
唱

や
簡

単
な

２
部

正
し

い
メ

ロ
デ

ィ
ー

で
て

歌
う

。
2
4

民
謡

や
歌

曲
な

ど
い

合
唱

を
す

る
。

歌
う

。
ろ

い
ろ

な
歌

に
関

心
を

2
0

楽
譜

を
見

な
が

ら
歌

も
ち

，
楽

し
ん

で
歌

っ
た

り
，

弾
き

な
が

ら
う

。
歌

っ
た

り
，

身
体

表
現

2
5

簡
単

な
音

楽
劇

な
ど

を
し

な
が

ら
歌

っ
た

り
を

し
て

楽
し

む
。

す
る

。
2
1

劇
や

紙
芝

居
な

ど
の

背
景

音
楽

を
，

場
面

に
応

じ
て

選
ぶ

。
2
2

簡
単

な
テ

ー
マ

を
選

び
，

場
面

ご
と

の
音

楽
を

考
え

，
オ

ペ
レ

ッ
タ

な
ど

の
音

楽
劇

を
つ

く
る

。



図
画

工
作

科
・

美
術

科

１
２

３
４

５
６

造
形

遊
び

表
現

１
身
近

に
あ

る
も

の
の

１
体

験
し

た
こ

と
や

身
１

か
き

た
い

も
の

を
，

１
見

た
こ

と
，

感
じ

た
１

見
た

こ
と

，
感

じ
た

１
見

た
こ

と
，

感
じ

た
形

や
色

に
関

心
を

も
っ

近
な

も
の

の
形

や
色

に
よ

く
見

て
か

く
。

こ
と

，
考

え
た

こ
と

な
こ

と
，

考
え

た
こ

と
な

こ
と

，
考

え
た

こ
と

な
て

自
由

に
遊

ぶ
。

着
目

し
て

か
く

。
２

絵
の

主
題

を
決

め
て

ど
を

絵
に

か
く

。
ど

を
工

夫
し

て
絵

に
か

ど
を

画
材

や
技

法
を

工
２

ク
レ

ヨ
ン

，
パ

ス
な

２
表

し
た

い
も

の
を

，
か

く
。

２
自

然
の

背
景

や
身

の
く

。
夫

し
て

絵
に
か

く
。

ど
を
使

っ
て

好
き

な
色

水
彩

絵
の

具
な

ど
を

使
３

紙
や

粘
土

，
そ

の
他

ま
わ

り
の

事
物

を
よ

く
２

木
版

を
主

と
し

て
，

２
彫

刻
刀

の
種

類
の

特
で

思
い

の
ま

ま
に

か
い

っ
て

，
形

や
色

に
関

心
扱

い
や

す
い

材
料

で
，

見
て

，
絵

の
具

の
性

質
計

画
を

立
て

，
版

を
作

性
を

生
か

し
て

版
を

作
て

遊
ぶ

。
を

よ
せ

て
か

く
。

版
を

作
り

，
版

画
に

す
を
生

か
し

て
絵

に
か

く
。

り
，

版
画

に
す

る
。

っ
た

り
，

様
々

な
技

法
３

身
近

に
あ

る
も

の
の

３
木

の
葉

，
野

菜
な

ど
る

。
３

彫
刻

刀
を

使
っ

て
，

３
表

現
し

た
い

も
の

を
，

で
版

画
を

製
作

し
た

り
形

を
版

に
し

て
遊

ぶ
。

の
自

然
物

や
身

近
な

器
４

粘
土

な
ど

で
，

作
ろ

ゴ
ム

版
や

リ
ノ

リ
ュ

ー
い

ろ
い

ろ
な

材
料

の
特

す
る

。
４

土
，

砂
，

粘
土

な
ど

物
の

形
を

押
し

て
版

画
う

と
す

る
も

の
の

感
じ

ム
版

な
ど

で
，

版
を

作
性

を
生

か
し

，
立

体
を

３
表

現
し

た
い

も
の

に
に

親
し

み
，

そ
れ

ら
を

に
す

る
。

が
出

る
よ

う
に

作
る

。
り
，

版
画

に
す

る
。

作
る

。
適

し
た

材
料
を

選
び

，
も

と
に

体
全

体
で

自
由

４
粘

土
な

ど
を

使
っ

５
形

や
色

の
組

み
合

わ
４

粘
土

な
ど

で
，

動
物

４
粘

土
で

飾
る

も
の

や
様

々
な

工
夫
を

加
え

に
遊
ぶ

。
て

，
自

分
で

表
わ

し
た

せ
に

よ
る

感
じ

の
違

い
や
人

，
乗

り
物

，
建

物
使

う
も

の
を

成
形

し
，

て
，

立
体

に
表

す
。

５
泥
な

ど
を

こ
ね

た
い

も
の

を
作

る
。

に
気

づ
き

，
工

夫
し

て
な
ど

の
特

徴
を

と
ら

え
焼

成
す

る
。

４
目

的
や

用
途

に
合

わ
り

，
く

っ
つ

け
た

り
し

５
い

ろ
い

ろ
な

形
や

色
表

す
。

て
立

体
表

現
す

る
。

５
目

的
や

用
途

に
合

わ
せ

，
形

や
色
な

ど
の

組
て

遊
ぶ

。
を

使
っ

て
，

自
由

に
組

６
伝

え
た

い
こ

と
が

よ
５

粘
土

で
器

物
を

成
形

せ
，

形
や

色
な

ど
の

組
み

合
わ

せ
を
適

切
に

し
６

粘
土

を
の

ば
し

た
み

合
わ

せ
た

り
，

組
み

く
分

か
る

よ
う

に
，

色
し
，

必
要

に
応

じ
て

焼
み

合
わ

せ
を

工
夫

し
て

，
作

っ
た
り

，
飾

っ
り

，
ち

ぎ
っ

た
り

，
ま

立
て

た
り

す
る

。
や

形
を

使
っ

て
表

す
。

成
す

る
。

て
，

作
っ

た
り

，
飾

っ
た

り
す

る
。

る
め
た

り
し

な
が

ら
，

６
基

本
的

な
形

や
色

が
７

い
ろ

い
ろ

な
形

や
６

形
の

対
称

や
繰

り
返

た
り

す
る

。
５

作
り

た
い
も

の
を

完
簡

単
な

形
を

作
っ

て
分

か
る

。
色

，
材

質
の

違
い

を
し
リ

ズ
ム

な
ど

の
面

白
６

簡
単

な
見

取
り

図
や

成
図

や
製

作
工

程
表

に
遊

ぶ
。

７
身

の
ま

わ
り

や
教

室
生

か
し

て
表

す
。

さ
に

気
づ

き
，

工
夫

し
展

開
図

の
見

方
や

か
き

し
て

，
友

達
と

協
力

し
７

土
や

砂
な

ど
に

線
を

の
飾

り
を

す
る

。
て
表

現
す

る
。

方
を

理
解

し
て

，
順

序
て

正
確

に
作
る

。
引

い
た

り
，

形
を

作
っ

７
色

合
い

の
違

い
，

色
よ

く
作

る
。

た
り
し

て
遊

ぶ
。

の
寒

暖
な

ど
が

分
か

８
基
本

的
な

２
，

３
の

り
，

色
の

組
み

合
わ

せ
色

名
が

分
か

る
。

を
工

夫
し

て
表

現
す

る
。

８
知

ら
せ

る
内

容
を

考
え
て

，
色

や
形

の
組

み
合
わ

せ
を

工
夫

し
て

表
現
す

る
。

９
形

や
色

，
材

質
の

つ
り
合

い
の

美
し

さ
を

感
じ
と

っ
て

，
見

通
し

を
も
っ

て
表

現
す

る
。

10
作

ろ
う

と
す

る
も

の
を
，

絵
や

図
に

か
い

た
り
し

て
，

見
通

し
を

も
っ
て

作
る

。



材
料

・
用

具
９

身
近

に
あ

る
も

の
か

８
身

近
な

用
具

で
粘

土
８

げ
ん

の
う

，
の

こ
ぎ

11
木

や
竹

，
プ

ラ
ス

チ
７

目
的

や
条

件
に

応
じ

６
目

的
や

条
件

に
応

じ
ら

，
同

じ
形

や
色

の
物

を
切

っ
た

り
，

筋
を

つ
り

，
き

り
，

ペ
ン

チ
，

ッ
ク

な
ど

い
ろ

い
ろ

な
て

，
材

料
や

用
具

を
選

て
，

材
料

や
用

具
を

選
を

集
め

た
り

，
並

べ
た

け
た

り
，

穴
を

あ
け

た
小

刀
な

ど
を

使
っ

て
，

素
材

の
性

質
を

考
え

て
，

び
，

計
画

を
立

て
，

工
び

，
計

画
に
そ

っ
て

適
り

し
て

遊
ぶ

。
り

す
る

。
い

ろ
い

ろ
な

も
の

を
作

使
え

る
も

の
を

作
る

。
夫

し
な

が
ら

表
現

す
る

。
切

に
表

現
す
る

。
1
0

草
花

，
木

の
葉

，
９

は
さ

み
や

の
り

を
使

る
。

12
ニ

ス
や

エ
ナ

メ
ル

な
８

金
属

，
プ

ラ
ス

チ
ッ

７
造

形
素

材
の

種
類

や
小

石
な

ど
を

集
め

た
り

っ
て

，
は

り
絵

や
工

作
９

身
近

な
い

ろ
い

ろ
な

ど
を

使
用

し
て

，
工

作
ク

，
そ

の
他

の
造

形
素

性
質

を
生

か
し

て
，

自
分

け
た

り
，

並
べ

た
り

を
す

る
。

材
料

や
用

具
を

準
備

し
物
を

仕
上

げ
る

。
材

の
種

類
や

性
質

を
生

分
の

思
い

を
こ

め
た

表
し

て
遊

ぶ
。

1
0

包
装

紙
，

ア
ル

ミ
箔

た
り

，
後

か
た

づ
け

を
か

し
て

表
現

す
る

。
現

を
す

る
。

1
1

自
分

の
好

き
な

色
，

空
箱

，
空

き
缶

な
ど

身
し

た
り

す
る

。
９

木
材

な
ど

で
，

曰
用

８
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
を

使
形

，
絵

な
ど

を
選

ん
で

近
な

材
料

を
使

っ
て

，
1
0

紙
や

木
，

針
金

，
ゴ

品
や

模
型

な
ど

を
作

る
。

っ
て

絵
や

ポ
ス

タ
ー

な
集

め
た

り
，

は
っ

た
自

由
な

表
現

を
す

る
。

ム
な

ど
身

近
な

材
料

で
1
0

工
具

や
機

械
な

ど
の

ど
を

か
い

た
り

，
作

品
り

，
飾

っ
た

り
す

る
。

簡
単

な
動

く
お

も
ち

ゃ
正

し
い

扱
い

方
を

理
解

を
見

せ
合

っ
た

り
す

1
2

紙
類

な
ど

を
，

ち
ぎ

な
ど

を
作

っ
て

遊
ぶ

。
し

，
簡

単
な

手
入

れ
を

る
。

っ
た

り
，

折
っ

た
り

，
1
1

行
事

な
ど

に
使

う
飾

す
る

。
９

様
々

な
技

法
や

制
作

切
っ
た

り
，

つ
な

い
だ

り
や

道
具

な
ど

を
，

い
1
1

い
ろ

い
ろ

な
用

具
や

意
図

に
応

じ
た

釉
薬

を
り

し
て

遊
ぶ

。
ろ

い
ろ

な
材

料
で

，
仲

工
具

，
機

械
類

を
素

材
選

ぶ
な

ど
し
て

，
粘

土
1
3

紙
や

布
な

ど
を

，
ち

よ
く

協
力

し
て

作
る

。
の

特
性

に
合

わ
せ

て
活

の
作

品
を

作
る

。
ぎ

っ
た

り
，

丸
め

た
用

す
る

。
1
0

木
材

の
な
ど

の
材

質
り

，
は

っ
た

り
，

つ
な

1
2

塗
装

の
初

歩
的

技
術

や
特

性
を

生
か

し
て

，
い

だ
り

し
て

遊
ぶ

。
を

理
解

し
て

活
用

す
る

。
日

常
生

活
で
使

え
る

も
1
4

積
木

な
ど

で
，

い
ろ

の
を

作
る

。
い

ろ
な

形
を

作
っ

た
1
1

道
具

や
機
械

の
安

全
り

，
く

ず
し

た
り

し
て

な
扱

い
方

を
知

り
，

簡
遊

ぶ
。

単
な

部
品

交
換

な
ど

を
鑑

賞
1
5

自
分

の
作

品
を

教
1
1

自
分

の
作

品
や

友
達

1
2

自
分

と
友

達
の

作
13

身
近

に
あ

る
造

形
品

1
3

身
近

に
あ

る
造

形
品

1
2

地
域

の
伝
統

工
芸

品
師

に
見

せ
る

。
の

作
品

を
見

せ
合

う
。

品
の

表
し

方
の

違
い

に
を
見

た
り

，
使

っ
た

り
を

見
た

り
，

使
っ

た
り

を
知

り
，

作
っ

た
り

，
1
2

自
分

の
作

品
を

大
関

心
を

も
っ

て
見

る
。

し
て

，
そ

の
よ

さ
に

気
し

て
，

そ
の

美
し

さ
や

使
っ

た
り

，
飾

っ
た

り
切

に
す

る
。

1
3

自
分

や
友

達
の

作
品

づ
く

。
働

き
を

理
解

す
る

。
す

る
。

を
大

切
に

す
る

。
14

自
然

の
風

景
や

す
ぐ

1
4

我
が

国
や

諸
外

国
の

1
3

美
術

館
や
博

物
館

を
1
4

美
し

い
自

然
の

風
れ
た

作
品

な
ど

の
美

し
親

し
み

の
あ

る
美

術
作

見
学

し
て

，
様

々
な

美
景

や
造

形
品

に
関

心
を

さ
や

よ
さ

を
味

わ
う

。
品

な
ど

の
よ

さ
や

美
し

術
作

品
な

ど
を

鑑
賞

し
も

つ
。

さ
な

ど
に

関
心

を
も

っ
た

り
，

表
現
方

法
を

知
て

鑑
賞

す
る

。
っ

た
り

す
る
。



体
育

科
・

保
健

体
育

科

１
２

３
４

５
６

基
本

の
運

動
１

一
人

で
歩

く
。

１
大

股
，

小
股

な
ど

の
１

後
ろ

歩
き

，
横

歩
き

２
１

列
に

並
ぶ

。
歩

き
方

を
す

る
。

な
ど

い
ろ

い
ろ

な
歩

き
３

脚
を

前
後

，
左

右
に

２
直

線
上

を
歩

く
。

方
を

す
る

。
開

い
た

り
，

腕
を

振
っ

３
上

肢
，

下
肢

を
曲

げ
２

片
足

と
び

を
す

る
。

た
り

，
回

し
た

り
す

た
り

伸
ば

し
た

り
す

３
上

体
を

そ
ら

せ
た

る
。

る
。

り
，

体
の

前
後

屈
，

側
４

支
え

ら
れ

て
片

足
で

４
片

足
で

立
つ

。
屈

を
す

る
。

立
つ

。
５

同
じ

調
子

で
か

け
足

４
い

ろ
い

ろ
な

体
操

を
を

す
る

。
ま

ね
し

て
行

う
。

６
折

り
返

し
リ

レ
ー

な
５

全
力

で
短

い
距

離
を

ど
を

す
る

。
走

る
。

７
緩

や
か

な
力

―
ブ

を
６

ジ
グ

ザ
グ

，
Ｓ

字
な

走
る

。
ど

の
コ

ー
ス

に
沿

っ
て

走
る

。
７

リ
レ

ー
で

パ
ト

ン
パ

ス
を

す
る

。
８

や
や

長
い

距
離

を
走

る
。

９
立

幅
跳

び
を

す
る

。

運
動

あ
そ

び
い

ろ
い

ろ
な

運
動

・
（

い
ろ

い
ろ

な
器

械
・

器
（

い
ろ

い
ろ

な
器

械
・

器
（

い
ろ

い
ろ

な
器

械
・

器
（

体
つ

く
り

運
動

）
（

体
つ

く
り

運
動

）
（

体
つ

く
り

運
動

）
具

・
用

具
を

使
っ

た
遊

具
・

用
具

を
使

っ
た

運
具

・
用

具
を

使
っ

た
運

１
身

体
各

部
位

の
屈

伸
，

１
身

体
各

部
位

の
屈

伸
，

び
）

動
）

動
）

１
号

令
に

合
わ

せ
て

，
ね

ん
転

，
回

旋
な

ど
を

ね
ん

転
，

回
旋

な
ど

を
大

体
の

向
き

を
変

え
る

。
す

る
。

き
な

動
き

で
行

う
。

５
ト

ラ
ン

ポ
リ

ン
の

上
８

固
定

施
設

な
ど

を
使

1
0

馬
跳

び
を

す
る

。
２

腕
の

屈
伸

を
す

る
。

２
腕

立
て

伏
臥

，
腕

屈
伸

で
ゆ

れ
を

楽
し

む
。

っ
て

い
ろ

い
ろ

な
遊

び
1
1

縄
跳

び
遊

び
を

す
３

腕
の

前
・

上
下

・
左

な
ど

を
す

る
。

６
低

鉄
棒

を
使

っ
て

，
を

す
る

。
る

。
右

突
き

，
腕

の
内

外
回

３
体

操
を

曲
に

合
わ

せ
正

い
ろ

い
ろ

な
遊

び
を

す
９

ト
ラ

ン
ポ

リ
ン

や
ジ

1
2

鉄
棒

に
ぶ

ら
さ

が
っ

旋
を

す
る

。
し

く
行

う
。

る
。

ャ
ン

ピ
ン

グ
ボ

ー
ド

で
た

り
，

体
を

前
後

に
振

４
膝

の
屈

伸
や

脚
の

前
７

一
人

で
ご

ろ
ご

ろ
転

遊
ぶ

。
る

。
振

を
し

た
り

，
脚

を
前

が
る

。
1
0

低
鉄

棒
を

使
っ

て
，

1
3

低
鉄

棒
で

前
周

り
お

後
左

右
に

大
き

く
開

い
８

低
い

台
に

昇
っ

た
跳

び
上

が
っ

た
り

，
跳

り
を

す
る

。
た

り
す

る
。

り
，

お
り

た
り

す
る

。
び

お
り

た
り

す
る

。
1
4

跳
び

箱
を

使
っ

て
，

５
体

の
前

後
屈

，
側

屈
９

階
段

を
昇

っ
た

り
，

1
1

跳
び

箱
を

使
っ

て
，

跳
び

上
が

り
・

跳
び

下
を

大
き

く
し

た
り

，
体

お
り

た
り

す
る

。
ま

た
ぎ

乗
り

や
ま

た
ぎ

り
を

す
る

。
の

回
旋

を
す

る
。

1
0

遊
具

を
使

っ
て

，
下

り
を

す
る

。
1
5

マ
ッ

ト
で

連
続

横
こ

６
脚

の
開

閉
跳

び
な

ど
ぶ

ら
さ

が
っ

た
り

，
よ

1
2

マ
ッ

ト
で

横
こ

ろ
ろ

が
り

や
連

続
前

こ
ろ

を
す

る
。



じ
登

っ
た

り
，

飛
び

降
が

り
，

前
こ

ろ
が

り
な

が
り

を
す

る
。

７
短

な
わ

跳
び

，
長

な
り

た
り

す
る

。
ど

を
す

る
。

1
6

平
均

台
の

上
を

歩
わ

跳
び

を
す

る
。

1
1

器
具

を
便

っ
て

，
1
3

低
い

平
均

台
の

上
を

く
。

８
体

操
を

曲
に

合
わ

せ
バ

ラ
ン

ス
を

と
っ

て
遊

歩
く

。
1
7

ボ
ー

ル
を

蹴
り

な
が

て
行

う
。

ぶ
。

1
4

ボ
ー

ル
を

つ
い

た
ら

走
る

。
1
2

這
っ

た
り

，
く

ぐ
り

，
蹴

っ
た

り
し

て
遊

1
8

ド
リ

ブ
ル

を
す

る
。

（
簡

単
な

ス
ポ

ー
ツ

）
（

い
ろ

い
ろ

な
ス

ポ
ー

ツ
）

（
い

ろ
い

ろ
な

ス
ポ

ー
ツ

）
っ

た
り

，
ま

た
い

だ
り

ぶ
。

1
9

円
形

ド
ッ

ジ
ボ

ー
ル

９
低

鉄
棒

で
足

抜
き

回
２

歩
・

走
・

跳
・

投
・

捕
４

高
鉄

棒
で

振
り

跳
び

を
し

て
遊

ぶ
。

1
5

近
い

距
離

で
ボ

ー
を

す
る

。
り

を
す

る
。

な
ど

の
全

身
運

動
を

す
す

る
。

1
3

低
い

跳
び

箱
に

乗
ル

を
投

げ
た

り
，

受
け

1
0

高
鉄

棒
に

ぶ
ら

さ
る

。
５

跳
び

箱
で

閉
脚

跳
び

を
っ

た
り

，
下

り
た

り
，

た
り

す
る

。
（

表
現

遊
び

）
が

っ
て

体
を

前
後

に
振

３
低

鉄
棒

で
膝

か
け

振
り

す
る

。
ま

た
が

っ
た

り
す

る
。

1
6

ボ
ー

ル
送

り
ゲ

ー
っ

て
跳

ぶ
。

上
が

り
，

逆
上

が
り

な
ど

６
マ

ッ
ト

運
動

で
連

続
前

1
4

マ
ッ

ト
の

上
で

，
横

ム
を

す
る

。
2
0

音
楽

に
合

わ
せ

て
自

1
1

跳
び

箱
で

腕
立

て
跳

を
す

る
。

転
，

連
続

後
転

，
開

脚
前

や
前

に
こ

ろ
が

る
。

由
な

表
現

を
す

る
。

び
上

が
り

，
腕

立
て

跳
４

跳
び

箱
で

開
脚

跳
び

，
転

，
開

脚
後

転
な

ど
を

す
1
5

低
い

平
均

台
の

上
を

（
表

現
遊

び
）

2
1

簡
単

な
フ

ォ
ー

ク
ダ

び
越

し
な

ど
を

す
る

。
台

上
前

転
な

ど
を

す
る

。
る

。
支

え
ら

れ
て

歩
い

た
ン

ス
を

踊
る

。
1
2

マ
ッ

ト
で

前
転

，
後

５
平

均
台

の
上

で
方

向
７

ハ
ー

ド
ル

な
ど

で
障

害
り

，
手

を
ひ

か
れ

て
歩

1
7

動
物

な
ど

の
ま

ね
転

な
ど

を
す

る
。

変
換

を
し

た
り

，
後

歩
走

を
す

る
。

い
た

り
す

る
。

を
し

て
遊

ぶ
。

1
3

マ
ッ

ト
で

開
脚

前
転

き
，

片
足

立
ち

な
ど

を
８

走
り

高
跳

び
を

す
る

。
1
6

手
を

ひ
か

れ
て

走
っ

1
8

簡
単

な
リ

ズ
ム

遊
開

脚
後

転
な

ど
を

す
す

る
。

９
背

泳
ぎ

，
横

泳
ぎ

な
ど

た
り

，
一

人
で

走
っ

た
び

を
す

る
。

る
。

６
短

距
離

走
，

長
距

離
を

す
る

。
り

す
る

。
1
9

音
楽

に
合

わ
せ

て
1
4

平
均

台
の

上
で

方
向

走
，

持
久

走
を

す
る

。
1
0

ス
タ

ー
ト

台
か

ら
の

ス
1
7

し
ゃ

が
ん

だ
り

，
歩

い
た

り
，

跳
ん

だ
り

変
換

を
す

る
。

７
リ

レ
ー

で
正

し
く

バ
タ

ー
ト

や
タ

ー
ン

を
す

立
っ

た
り

，
そ

の
場

跳
す

る
。

1
5

速
度

や
方

向
を

変
え

ト
ン

パ
ス

を
す

る
。

る
。

び
を

し
た

り
す

る
。

て
歩

い
た

り
，

走
っ

た
８

水
の

中
で

呼
吸

の
仕

1
1

長
い

距
離

を
泳

ぐ
。

1
8

ま
っ

す
ぐ

走
る

。
（

水
の

中
で

の
運

動
）

（
水

の
中

で
の

運
動

）
り

す
る

。
方

を
覚

え
る

。
1
2

バ
ス

ケ
ツ

ト
ボ

ー
ル

，
1
9

片
足

や
両

足
で

踏
み

1
6

全
力

疾
走

す
る

。
９

ク
ロ

ー
ル

，
平

泳
ぎ

，
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
，

バ
レ

ー
切

っ
て

跳
ぶ

。
2
0

川
跳

び
遊

び
な

ど
2
2

水
の

中
で

，
目

を
開

1
7

物
を

持
っ

た
り

，
か

潜
水

な
ど

を
す

る
。

ボ
ー

ル
な

ど
を

す
る

。
2
0

ボ
ー

ル
を

転
が

し
た

を
す

る
。

く
。

つ
い

だ
り

し
て

走
る

。
1
0

フ
ッ

ト
ベ

ー
ス

ボ
ー

1
3

卓
球

，
バ

ド
ミ

ン
ト

な
り

投
げ

た
り

す
る

。
2
1

膝
く

ら
い

の
深

さ
の

2
1

水
の

中
で

，
鼻

か
ら

1
8

幅
広

い
障

害
を

跳
び

ル
，

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

，
サ

ど
を

す
る

。
水

の
中

で
，

歩
い

た
息

を
は

く
。

こ
え

る
。

ッ
カ

ー
な

ど
を

す
る

。
1
4

柔
道

や
剣

道
な

ど
を

す
（

表
現

遊
び

）
り

，
走

っ
た

り
す

る
。

2
2

水
の

中
で

沈
み

方
，

2
0

走
り

幅
跳

び
を

す
1
1

ス
キ

ー
，

ス
ケ

ー
ト

，
る

。
2
2

顔
や

頭
を

水
の

中
浮

き
方

に
慣

れ
る

。
る

。
登

山
な

ど
を

す
る

2
1

音
楽

が
流

れ
て

い
に

入
れ

て
，

い
ろ

い
ろ

2
3

水
の

中
で

ば
た

足
を

2
1

か
な

り
長

い
距

離
を

る
所

で
体

を
動

か
す

。
な

遊
び

を
す

る
。

す
る

。
走

る
。

2
2

動
物

の
ま

ね
を

し
2
2

水
の

中
で

，
伏

し
浮

て
，

は
ね

た
り

，
跳

ん
き

や
け

伸
び

を
す

る
。

だ
り

す
る

。
2
3

水
の

中
で

，
伏

し
2
3

歌
を

伴
っ

た
遊

び
浮

き
か

ら
立

ち
上

が
を

す
る

。
動

作
を

す
る

。
2
4

水
の

中
で

，
顔

を
つ

（
水

遊
び

）
け

て
ば

た
足

を
す

る
。

2
5

ボ
ー

ル
を

使
っ

て
リ

2
4

膝
ぐ

ら
い

の
水

の
レ

ー
を

す
る

。
中

で
い

ろ
い

ろ
な

遊
び

2
6

相
手

に
向

か
っ

て
ボ

を
す

る
。

ー
ル

を
投

げ
た

り
，

蹴
っ

た
り

す
る

。



2
7

ス
キ

ー
，

ス
ケ

ー
ト

な
ど

を
す

る
。

2
8

す
も

う
な

ど
を

す
る

。
（

ダ
ン

ス
）

（
ダ

ン
ス

）
（

ダ
ン

ス
）

2
9

音
楽

に
合

わ
せ

て
自

1
2

フ
ォ

ー
ク

ダ
ン

ス
や

民
1
5

ダ
ン

ス
を

創
作

し
由

に
身

体
表

現
を

す
謡

を
踊

る
。

た
り

鑑
賞

し
た

り
す

る
。

る
。

3
0

簡
単

な
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

や
民

謡
を

踊
る

。

き
ま

り
・

安
全

2
5

笛
や

太
鼓

，
言

葉
掛

2
3

合
図

で
集

合
す

る
。

2
4

集
合

・
整

列
を

す
3
1

リ
レ

ー
で

決
め

ら
1
3

正
し

い
体

育
施

設
，

用
1
6

ス
ポ

ー
ツ

の
正

規
の

け
の

合
図

に
よ

り
，

立
2
4

１
列

に
並

ん
で

歩
る

。
れ

た
約

束
を

守
っ

て
バ

具
な

ど
の

使
い

方
に

注
意

ル
ー

ル
を

覚
え

，
ル

ー
ル

っ
た

り
，

座
っ

た
り

す
く

。
2
5

リ
ズ

ム
に

合
わ

せ
て

ト
ン

パ
ス

を
す

る
。

し
て

活
動

す
る

。
を

守
っ

て
運

動
す

る
。

る
。

行
進

す
る

。
3
2

簡
易

ル
ー

ル
で

フ
ッ

1
4

運
動

の
仕

方
や

ル
ー

ル
1
7

運
動

に
必

要
な

用
具

を
2
6

距
離

，
間

隔
を

と
っ

ト
ベ

ー
ス

ボ
ー

ル
や

サ
を

守
っ

て
協

力
し

て
活

動
自

主
的

に
用

意
し

た
り

，
て

１
～

２
列

で
整

列
す

ッ
カ

ー
を

す
る

。
す

る
。

片
付

け
た

り
す

る
。

る
。

3
3

簡
易

ル
ー

ル
で

バ
1
8

各
自

の
役

割
を

考
え

た
2
7

１
～

２
列

で
正

し
く

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
，

ソ
り

，
作

戦
を

考
え

た
り

し
歩

く
。

フ
ト

ボ
ー

ル
，

卓
球

，
て

，
協

力
し

て
ゲ

ー
ム

を
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
な

ど
を

進
め

る
。

す
る

。

保
健

3
4

進
ん

で
身

体
及

び
身

1
5

常
に

身
体

や
身

辺
を

1
9

体
の

発
育

や
健

康
に

関
辺

の
清

潔
に

気
を

つ
け

清
潔

に
保

つ
。

心
を

も
ち

，
体

の
各

部
の

る
。

1
6

体
の

状
態

を
考

え
て

働
き

を
知

る
。

3
5

気
温

の
状

態
で

着
衣

進
ん

で
適

度
な

運
動

を
2
0

病
気

の
時

や
疲

れ
た

時
を

調
節

す
る

。
す

る
。

は
適

宜
体

養
を

と
る

。
3
6

身
体

測
定

や
性

徴
を

1
7

運
動

や
作

業
な

ど
の

2
1

主
な

病
気

の
種

類
を

知
通

し
て

，
体

の
発

育
に

後
に

，
汗

を
ふ

い
た

り
，

進
ん

で
予

防
接

種
や

関
心

を
も

ち
，

体
の

各
り

，
手

足
を

洗
っ

た
り

，
健

康
診

断
を

受
け

る
。

部
の

働
き

を
知

る
。

う
が

い
を

し
た

り
，

着
替

2
2

主
な

伝
染

病
と

そ
の

予
3
7

運
動

や
ゲ

ー
ム

の
後

え
た

り
す

る
。

防
法

に
つ

い
て

知
る

。
で

汗
を

ふ
い

た
り

，
う

1
8

安
全

に
注

意
し

て
運

2
3

職
業

病
や

公
害

病
に

つ
が

い
を

し
た

り
す

る
。

動
を

す
る

。
い

て
知

り
，

健
康

の
保

持
3
8

体
育

施
設

，
用

具
な

1
9

簡
単

な
応

急
手

当
て

の
に

努
め

る
。

ど
の

使
い

方
，

遊
び

方
仕

方
を

知
る

。
2
4

生
理

は
毎

月
５

日
間

位
な

ど
を

知
り

，
け

が
の

2
0

ト
イ

レ
や

下
着

を
汚

さ
あ

る
こ

と
を

体
験

を
通

し
な

い
よ

う
気

を
つ

け
な

い
よ

う
に

ナ
プ

キ
ン

の
て

知
る

。
る

。
交

換
を

す
る

。
3
9

体
の

状
態

を
考

え
て



適
度

な
運

動
を

す
る

。
4
0

偏
ら

な
い

よ
う

に
栄

養
を

と
り

，
食

べ
過

ぎ
な

い
よ

う
に

す
る

。
4
1

小
さ

な
け

が
や

生
理

の
処

置
を

自
分

で
す

る
。

4
2

必
要

に
応

じ
て

，
体

温
計

や
水

枕
な

ど
を

使
う

。
4
3

薬
を

指
示

ど
お

り
服

用
す

る
。

4
4

生
理

は
病

気
で

な
い

こ
と

を
知

る
。

4
5

生
理

中
は

ナ
プ

キ
ン

を
当

て
て

，
清

潔
に

過
ご

す
。



社
会

科

４
５

６
集

団
生

活
と

き
ま

り
集

団
生

活
と

役
割

・
責

任
１

時
と

場
所

に
応

じ
て

，
適

切
な

言
葉

や
態

度
で

対
応

す
１

自
他

の
立

場
を

わ
き

ま
え

て
，

適
切

な
言

葉
や

態
度

１
社

会
の

一
員

と
し

て
の

意
識

を
も

ち
，

行
動

す
る

。
で

対
応

す
る

。
る

。
２

困
っ

た
と

き
，

分
か

ら
な

い
と

き
は

，
人

に
尋

ね
た

２
必

要
に

応
じ

て
人

に
尋

ね
，

用
件

を
果

た
す

。
２

い
ろ

い
ろ

な
問

題
を

グ
ル

ー
プ

で
討

議
し

，
全

体
り

，
教

え
て

も
ら

っ
た

り
し

て
，

目
的

を
果

た
す

。
３

い
ろ

い
ろ

な
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

参
加

す
る

。
の

流
れ

の
中

で
，

自
分

の
意

見
を

ま
と

め
，

述
べ

３
友

達
な

ど
が

困
っ

て
い

る
の

を
見

た
と

き
は

，
手

助
け

４
身

近
な

問
題

を
グ

ル
ー

プ
で

討
議

し
，

自
分

の
意

見
る

。
を

す
る

。
を

は
っ

き
り

述
べ

る
。

３
学

校
や

学
級

の
行

事
な

ど
で

，
友

達
と

協
力

し
，

４
身

近
な

問
題

を
仲

間
と

話
し

合
い

，
自

分
の

意
見

も
述

５
地

域
の

行
事

に
は

進
ん

で
参

加
し

，
近

隣
や

地
域

の
自

分
の

役
割

を
果

た
す

。
べ

る
。

人
々

と
交

わ
る

。
４

相
手

の
立

場
を

考
え

，
協

力
し

て
行

動
を

す
る

。
５

学
校

や
学

級
の

行
事

な
ど

で
，

役
割

を
分

担
し

て
仕

事
６

相
手

や
自

分
の

立
場

を
考

え
た

行
動

を
す

る
。

を
す

る
。

７
学

校
や

学
級

の
行

事
な

ど
で

，
自

分
の

役
割

を
も

６
他

の
人

の
迷

惑
に

な
ら

な
い

よ
う

に
行

動
す

る
。

ち
，

責
任

を
果

た
す

。
７

学
校

や
学

級
の

決
ま

り
を

よ
く

守
る

。
８

電
話

の
対

応
の

仕
方

を
知

り
，

利
用

す
る

。
８

日
常

生
活

に
開

係
の

深
い

市
町

村
や

国
の

い
ろ

い
ろ

な
９

礼
状

や
近

況
を

伝
え

る
手

紙
の

や
り

と
り

を
す

る
。

決
ま

り
を

知
る

。

き
ま

り
1
0

集
団

で
の

決
ま

り
を

守
り

，
礼

儀
正

し
く

行
動

す
５

必
要

に
応

じ
て

，
い

ろ
い

ろ
な

手
紙

の
や

り
と

り
る

。
を

す
る

。
1
1

学
校

や
学

級
に

は
決

ま
り

の
必

要
な

こ
と

が
分

か
６

社
会

生
活

を
送

る
上

で
必

要
と

さ
れ

る
市

町
村

や
り

，
決

ま
り

を
守

る
。

国
の

主
な

決
ま

り
を

知
り

，
守

る
。

1
2

日
常

生
活

に
関

係
の

深
い

市
町

村
や

国
の

決
ま

り
を

７
日

本
国

憲
法

で
は

，
国

民
と

し
て

の
権

利
，

義
務

守
る

。
な

ど
の

重
要

な
事

柄
が

定
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
を

知
る

。

公
共

施
設

９
公

衆
電

話
の

か
け

方
を

知
り

，
利

用
す

る
。

1
3

警
察

暑
，

消
防

署
，

保
健

所
，

病
院

な
ど

の
働

き
を

８
郵

便
局

や
銀

行
な

ど
の

働
き

を
知

り
，

目
的

に
応

1
0

警
察

署
，

消
防

署
，

保
健

所
，

病
院

な
ど

の
働

き
と

自
知

り
，

必
要

に
応

じ
て

利
用

す
る

。
じ

て
利

用
す

る
。

分
達

の
生

活
と

の
関

係
を

知
る

。
1
4

郵
便

局
や

銀
行

な
ど

の
働

き
を

知
り

，
キ

ャ
ッ

シ
ュ

９
複

数
の

交
通

機
関

を
適

切
に

乗
り

継
い

で
，

目
的

1
1

郵
便

局
の

働
き

を
知

り
，

切
手

や
は

が
き

を
買

っ
た

カ
ー

ド
等

を
使

っ
て

利
用

す
る

。
地

に
行

く
。

り
，

郵
便

物
を

出
し

た
り

す
る

。
1
5

交
通

機
関

の
働

き
を

知
り

，
利

用
す

る
。

1
0

市
役

所
（

町
，

村
役

場
）

で
住

民
票

な
ど

の
交

1
2

交
通

機
関

を
利

用
し

，
そ

こ
で

働
い

て
い

る
人

々
の

仕
1
6

市
役

所
（

町
，

村
役

場
）

や
公

民
館

な
ど

の
働

き
を

付
を

受
け

る
手

続
き

を
知

り
，

利
用

す
る

。
事

を
知

る
。

知
り

，
利

用
す

る
。

1
1

専
門

店
，

デ
パ

ー
ト

，
劇

場
な

ど
を

知
り

，
利

用
1
3

市
役

所
（

町
，

村
役

場
）

や
公

民
館

な
ど

の
働

き
を

知
1
7

自
動

販
売

機
の

い
ろ

い
ろ

な
種

類
を

使
い

分
け

る
よ

す
る

。
る

。
う

に
す

る
。

1
2

新
聞

や
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
を

適
切

に
利

用
し

，
生

活
1
4

身
近

な
自

動
販

売
機

を
利

用
す

る
。

1
8

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
や

コ
ン

ビ
ニ

エ
ン

ス
ス

ト
ア

に
役

立
て

る
。

1
5

新
聞

社
や

放
送

局
な

ど
の

働
き

に
関

心
を

も
つ

。
な

ど
を

知
り

，
利

用
す

る
。

1
9

新
聞

社
や

放
送

局
な

ど
の

働
き

を
知

り
，

生
活

と
の

関
係

を
知

る
。



社
会

の
出

来
事

・
社

会
的

事
象

1
6

年
賀

状
，

暑
中

見
舞

い
状

な
ど

の
手

紙
の

や
り

と
り

を
2
0

選
挙

の
意

味
が

だ
い

た
い

分
か

り
，

市
町

村
な

ど
の

1
3

選
挙

の
意

味
を

理
解

し
，

市
町

村
や

国
な

ど
の

選
す

る
。

選
挙

に
関

心
を

も
つ

。
挙

に
関

心
を

も
つ

。
1
7

生
徒

会
の

役
員

選
挙

に
関

心
を

も
ち

，
積

極
的

に
参

加
2
1

生
産

者
と

消
費

者
と

の
結

び
付

き
を

知
る

。
1
4

生
産

，
消

費
な

ど
の

流
通

の
仕

組
み

を
知

る
。

す
る

。
2
2

い
ろ

い
ろ

な
産

業
と

自
分

達
の

生
活

と
の

関
係

を
知

1
5

主
な

産
業

の
製

品
が

分
か

り
，

輸
出

入
と

の
関

連
1
8

生
産

者
や

消
費

者
を

つ
な

ぐ
商

店
，

市
場

な
ど

の
働

き
る

。
を

知
る

。
を

知
る

。
2
3

職
業

の
種

類
を

知
り

，
ど

の
職

業
も

社
会

に
必

要
な

1
6

労
働

と
収

入
の

関
係

を
理

解
し

，
勤

労
が

生
活

に
1
9

農
業

，
林

業
，

漁
業

な
ど

と
自

分
達

と
の

生
活

と
の

つ
こ

と
が

分
か

る
。

必
要

な
こ

と
を

知
る

。
な

が
り

を
知

る
。

2
4

地
域

産
業

の
製

品
を

知
る

。
1
7

水
道

，
電

気
，

ガ
ス

な
ど

の
事

業
や

廃
棄

物
の

処
2
0

主
な

職
業

の
種

類
と

内
容

を
知

る
。

2
5

多
く

の
人

々
の

働
く

様
子

を
知

り
，

労
働

と
収

入
の

理
に

つ
い

て
考

え
，

環
境

と
の

関
係

を
知

る
。

2
1

工
場

な
ど

で
物

を
作

る
様

子
を

知
る

。
開

係
を

理
解

す
る

。
1
8

自
己

の
生

活
に

対
し

て
，

長
期

の
計

画
を

立
て

て
2
2

勤
労

に
対

し
て

報
酬

が
得

ら
れ

る
こ

と
を

知
る

。
2
6

水
道

，
電

気
，

ガ
ス

な
ど

の
事

業
や

廃
棄

物
の

処
理

生
活

す
る

こ
と

の
必

要
性

を
知

る
。

2
3

日
常

生
活

で
使

う
水

，
電

気
，

ガ
ス

な
ど

の
働

き
を

知
に

つ
い

て
知

る
。

1
9

地
域

の
文

化
活

動
に

参
加

し
，

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

り
，

大
切

に
使

う
。

2
7

経
済

的
に

も
時

間
的

に
も

計
画

を
立

て
て

，
生

活
す

活
動

に
関

心
を

も
つ

。
る

こ
と

の
必

要
性

を
知

る
。

2
0

災
害

や
公

害
に

関
心

を
も

ち
，

地
球

環
境

と
の

関
2
8

社
会

福
祉

施
設

や
機

関
な

ど
に

つ
い

て
そ

の
内

容
を

連
を

考
え

る
。

知
る

。
2
9

災
害

や
公

害
に

つ
い

て
関

心
を

も
ち

，
日

常
生

活
で

必
要

な
注

意
を

す
る

。

地
域

の
様

子
と

社
会

の
変

化
・

我
が

国
の

地
理

・
歴

史
2
4

他
校

の
生

徒
や

近
隣

の
人

々
と

の
交

わ
り

，
地

域
の

行
3
0

学
校

が
所

在
す

る
市

町
村

の
主

な
道

路
や

建
物

な
ど

2
1

日
本

や
世

界
の

地
形

の
特

徴
を

知
る

。
事

に
も

参
加

す
る

。
を

知
る

。
2
2

地
図

や
交

通
路

線
図

を
見

て
，

目
的

地
に

行
く

。
2
5

地
域

の
い

ろ
い

ろ
な

商
店

を
知

り
，

利
用

す
る

。
3
1

日
本

の
主

な
山

脈
，

河
川

及
び

平
野

な
ど

を
知

る
。

2
3

地
図

や
地

球
儀

を
見

て
，

日
本

と
世

界
の

国
々

の
2
6

学
校

周
辺

の
道

路
や

建
物

を
知

る
。

3
2

簡
単

な
地

図
，

交
通

の
路

線
図

な
ど

を
作

り
，

地
理

位
置

や
位

置
関

係
を

知
る

。
2
7

自
分

の
住

ん
で

い
る

地
域

の
地

形
な

ど
の

特
徴

を
知

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
2
4

昔
の

人
々

の
生

活
の

様
子

と
現

在
を

比
較

し
，

そ
る

。
3
3

地
図

を
見

て
，

自
分

が
住

ん
で

い
る

県
や

市
，

世
界

の
移

り
変

わ
り

を
知

る
。

2
8

簡
単

な
絵

地
図

や
交

通
の

路
線

図
な

ど
が

分
か

る
。

の
国

々
の

位
置

が
分

か
る

。
2
5

古
い

建
物

や
史

跡
な

ど
を

見
学

し
た

り
し

て
，

昔
2
9

地
図

を
見

て
，

自
分

の
住

ん
で

い
る

県
の

位
置

や
世

界
3
4

昔
の

人
々

の
生

活
の

様
子

を
知

り
，

そ
の

特
徴

が
分

の
生

活
の

様
子

や
現

在
の

生
活

と
の

違
い

を
知

る
。

の
主

な
国

の
位

置
を

知
る

。
か

る
。

2
6

地
域

の
文

化
財

や
行

事
に

関
心

を
も

ち
，

文
化

遺
3
0

昔
の

人
々

の
生

活
の

様
子

に
関

心
を

も
つ

。
3
5

古
い

建
物

や
史

跡
な

ど
を

見
学

し
た

り
し

て
，

昔
の

産
を

大
切

に
す

る
。

生
活

に
関

心
を

も
つ

。
2
7

地
域

や
国

の
移

り
変

わ
り

と
政

治
と

の
関

連
を

知
3
6

地
域

の
文

化
財

や
行

事
に

関
心

を
も

ち
，

昔
の

も
の

る
。

を
大

切
に

す
る

。
3
7

学
校

の
な

り
た

ち
や

地
域

や
国

の
移

り
変

わ
り

に
関

心
を

も
つ

。

外
国

の
様

子
3
1

日
本

や
世

界
の

主
な

国
の

自
然

や
生

活
の

様
子

を
知

3
8

世
界

の
国

々
の

自
然

や
生

活
の

様
子

を
知

り
，

外
国

2
8

世
界

の
国

々
の

自
然

や
生

活
の

様
子

を
知

り
，

我
る

。
に

関
心

を
も

つ
。

が
国

と
の

関
係

に
つ

い
て

考
え

る
。

3
2

国
と

国
と

の
協

力
す

る
こ

と
の

大
切

さ
を

知
る

。
3
9

世
界

の
国

々
が

協
力

し
合

う
こ

と
の

大
切

さ
を

知
2
9

国
際

連
合

や
国

と
国

と
の

外
交

の
役

割
を

知
る

。
3
3

新
聞

，
テ

レ
ビ

な
ど

を
通

し
て

，
日

本
や

世
界

の
主

な
る

。
3
0

時
事

問
題

に
関

心
を

も
ち

，
日

本
や

外
国

の
政

出
来

事
に

関
心

を
も

つ
。

4
0

時
事

問
題

に
関

心
を

も
ち

，
そ

の
内

容
を

知
る

。
治

，
経

済
の

お
よ

そ
の

状
況

や
流

れ
を

知
る

。



理
科

４
５

６
人

体
１

人
体

を
構

成
す

る
目

，
耳
，

頭
，

手
，

足
な

ど
の

名
１

人
体

を
構

成
す

る
目

，
耳

，
鼻

，
頭

，
口

，
手

，
１

人
体
を

構
成

す
る

目
，

耳
，

鼻
な

ど
の

ほ
か

に
，

称
を

知
り

，
そ

の
つ

く
り

や
働

き
に

関
心

を
も

つ
。

足
，

指
，

爪
な
ど

の
名

称
を

知
り

，
そ

の
つ

く
り

や
働

脳
，

神
経

，
骨

格
，

筋
肉

組
織

，
内

分
泌

器
官

，
血
液

２
肺

，
心

臓
，

胃
腸

な
ど

の
器

官
の

お
お

よ
そ

の
つ

く
き

が
分

か
る

。
な

ど
の
名

称
を

知
り

，
そ

の
つ

く
り

や
働

き
が

分
か

り
や

働
き

に
関

心
を

も
つ

。
２

肺
，

心
臓

，
腎

臓
，

胃
，

小
腸

，
大

腸
，

肝
臓

な
ど

る
。

３
主

な
病

気
や

け
が

な
ど

の
原

因
や

お
よ

そ
の

症
状

が
の

器
官

の
お

お
よ

そ
の

つ
く

り
や

働
き

が
分

か
る

。
２

思
考
す

る
，

感
じ

る
，

姿
勢

を
制

御
す

る
，

性
徴
を

分
か

る
。

３
主

な
病

気
や
け

が
の

原
因

，
症

状
を

知
り

，
予

防
に

示
す

な
ど

の
脳

や
ホ

ル
モ

ン
の

お
お

よ
そ

の
働

き
が
分

４
病

気
に

関
係

す
る

か
び

や
細

菌
な

ど
に

つ
い

て
関

心
関

心
を

も
つ

。
か

る
。

を
も

ち
，

消
毒

の
働

き
や

予
防

の
意

味
が

分
か

る
。

４
病

気
に

関
係
す

る
か

び
や

細
菌

な
ど

に
つ

い
て

知
３

主
な
病

気
や

け
が

の
原

因
，

症
状

を
知

り
，

適
切
に

５
日

常
用

い
る

主
な

医
薬

品
の

使
い

方
が

分
か

る
。

り
，

消
毒

や
予
防

の
意

味
が

分
か

る
。

予
防

す
る

。
６

日
常

の
食

品
と

栄
養

と
の
関

係
に

関
心

を
も

つ
。

５
主

な
医

薬
品
の

使
い

方
が

分
か

り
，

簡
単

な
処

置
を

４
病

気
に

関
係

す
る

細
菌

や
ウ

ィ
ル

ス
な

ど
に

つ
い
て

７
温

度
，

湿
度

，
照

度
な

ど
と

健
康

と
の

関
係

に
関

心
す

る
。

知
り

，
日

常
生

活
で

予
防

し
た

り
，

消
毒

し
た

り
す

を
も

つ
。

６
食

品
の

栄
養
と

健
康

と
の

関
連

が
分

か
る

。
る

。
８

有
害

な
食

品
や

公
害

な
ど
に

関
心

を
も

つ
。

７
温

度
，

湿
度
，

照
度

な
ど

と
健

康
と

の
関

係
が

分
か

５
主

な
医

薬
品

の
使

い
方

が
分

か
り

，
適

切
に

使
用
す

る
。

る
。

８
有

害
な

食
品
や

公
害

な
ど

に
つ

い
て

の
初

歩
的

な
知

６
食

品
の

栄
養

と
健

康
と

の
関

連
を

知
り

，
食

生
活
に

識
を

も
つ

。
役

立
て
る

。
７

温
度
，

湿
度

，
照

度
な

ど
と

健
康

と
の

関
係

が
分
か

り
，

日
常

生
活

に
役

立
て

る
。

８
有

害
な

食
品

や
公

害
な

ど
に

つ
い

て
の

初
歩

的
な
知

識
を

も
ち

，
日

常
生

活
に

役
立

て
る

。

生
物

９
身

近
に

あ
る

主
な

植
物

の
名

称
を

知
り

，
成

長
の

様
９

身
近

に
あ

る
主

な
植

物
の

名
称

を
知

り
，

成
長

の
様

９
身

近
に

あ
る

植
物

の
名

称
や

特
徴

が
分

か
り

，
大
切

子
や

活
動

の
仕

方
な

ど
に

関
心

を
も

つ
。

子
や

活
動

状
況
な

ど
が

分
か

る
。

に
育

て
る

。
10

発
芽

し
た

植
物

の
成

長
，
開

花
や

落
葉

な
ど

植
物

の
1
0

身
近

な
野

菜
や

果
物

な
ど

の
名

称
を

知
り

，
人

々
の

1
0

植
物
の

生
育

に
適

し
た

自
然

環
境

が
分

か
り

，
栽
培

変
化

に
関

心
を

も
つ

。
生

活
と

の
関

係
が

分
か

る
。

に
役

立
て

る
。

11
身

近
な

植
物
に

集
ま

る
昆
虫

な
ど

の
名

称
を

知
り

，
1
1

身
近

な
植

物
に

集
ま

る
昆

虫
な

ど
の

成
長

の
様

子
と

1
1

植
物
に

集
ま

る
昆

虫
が

，
植

物
の

成
長

に
役

立
っ
て

活
動

の
様

子
に

関
心

を
も

つ
。

季
節

と
の

関
係
が

分
か

る
。

い
る

こ
と

を
知

り
，

植
物

と
昆

虫
の

大
切

な
関

係
が
分

12
身

近
に

い
る
動

物
の

習
性
や

成
長

の
様

子
な

ど
に

関
1
2

身
近

に
い

る
動

物
の

習
性

や
成

長
の

様
子

な
ど

が
分

か
る

。
心

を
も

つ
。

か
り

，
大

切
に
世

話
を

す
る

。
1
2

身
近
に

い
る

動
物

の
習

性
や

特
徴

が
分

か
り

，
大
切

13
身

近
な

小
動
物

を
飼

育
し
た

り
，

観
察

し
た

り
し

1
3

身
近

な
家

畜
の

名
称

を
知

り
，

餌
に

な
る

植
物

や
人

に
飼

育
す

る
。

て
，

幼
生

期
か

ら
の

成
長

に
関

心
を

も
つ

。
々

の
生

活
と

の
関

係
が

分
か

る
。

1
3

動
物
の

生
存

に
適

し
た

生
育

環
境

を
知

り
，

飼
育
に

役
立

て
る

。

事
物

や
機

械
14

日
常

生
活

で
よ

く
使

う
道
具

や
機

械
な

ど
の

主
な

仕
1
4

日
常

生
活

で
よ

く
使

う
道

具
や

機
械

な
ど

の
働

き
や

1
4

大
型
機

械
・

器
具

な
ど

の
働

き
や

使
い

方
が

分
か

組
み

や
働

き
に

関
心

を
も

ち
，

使
用

す
る

。
使

い
方

が
分

か
り

，
使

用
す

る
。

り
，

安
全

に
取

り
扱

う
。

15
日

常
生

活
で
よ

く
使

う
電
気

器
具

の
主

な
仕

組
み

や
1
5

日
常

生
活

で
よ

く
使

う
電

気
器

具
の

主
な

仕
組

み
や

1
5

電
気
工

具
な

ど
の

仕
組

み
を

知
り

，
安

全
に

取
り
扱

働
き

に
関

心
を

も
ち

，
使

用
す

る
。

使
い

方
が

分
か
り

，
使

用
す

る
。

う
。

16
衣

，
食

，
住
に

関
す

る
物
品

や
道

具
な

ど
の

名
称

を
1
6

衣
，

食
，

住
に

関
す

る
物

品
や

道
具

な
ど

の
名

称
，

1
6

衣
，
食

，
住

に
関

す
る

物
品

や
道

具
な

ど
の

名
称
，



知
り

，
そ

れ
ら

の
働

き
に

関
心

を
も

ち
，

使
用

す
る

。
性

質
，

働
き

や
使

い
方

が
分

か
り

，
使

用
す

る
。

性
質

，
働

き
や

使
い

方
が

分
か

り
，

適
切

に
取

り
扱

17
乗

り
物

な
ど
の

仕
組

み
や
働

き
に

関
心

を
も

つ
。

1
7

乗
り

物
な

ど
の

仕
組

み
や

働
き

が
分

か
る

。
う

。
18

日
常

生
活

で
よ

く
使

う
光
学

製
品

の
仕

組
み

や
働

き
1
8

日
常

生
活

で
よ

く
使

う
光

学
製

品
の

仕
組

み
や

働
き

1
7

乗
り
物

な
ど

の
エ

ン
ジ

ン
の

仕
組

み
や

働
き

が
分
か

に
関

心
を

も
ち

，
使

用
す

る
。

が
分

か
り

，
使
用

す
る

。
り

，
適
切

に
利

用
し

た
り

，
取

り
扱

っ
た

り
す

る
。

19
文

房
具

や
事
務

用
品

の
主
な

仕
組

み
や

働
き

に
関

心
1
9

文
房

具
や

事
務

用
品

な
ど

の
仕

組
み

，
働

き
，

使
い

1
8

光
学
製

品
の

仕
組

み
，

働
き

，
使

い
方

が
分

か
り
，

を
も

ち
，

使
用

す
る

。
方

が
分

か
り

，
使

用
す

る
。

適
切

に
取

り
扱

う
。

20
日

常
生

活
で
よ

く
使

う
石
鹸

や
洗

剤
の

性
質

や
働

き
2
0

日
常

生
活

で
よ

く
使

う
石

鹸
，

洗
剤

，
漂

白
剤

，
殺

1
9

事
務
機

器
，

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

な
ど

の
初

歩
的

な
仕
組

に
関

心
を

も
ち

，
使

用
す

る
。

虫
剤

な
ど

の
性
質

，
働

き
，

使
い

方
が

分
か

り
，

使
用

み
，

働
き

，
使

い
方

が
分

か
り

，
適

切
に

取
り

扱
う
。

21
砂

糖
や

塩
な
ど

の
調

味
料
，

サ
ラ

ダ
油

や
天

ぷ
ら

油
す

る
。

2
0

洗
浄
用

石
鹸

や
合

成
洗

剤
，

殺
虫

剤
な

ど
の

化
学
製

な
ど

の
食

用
油
の

性
質

や
使
い

方
に

関
心

を
も

ち
，

使
2
1

ガ
ソ

リ
ン

や
灯

油
，

潤
滑

油
の

性
質

や
使

い
方

が
分

品
の

性
質

，
働

き
や

使
い

方
が

分
か

り
，

適
切

に
取

り
用

す
る

。
か

り
，

安
全

に
使

用
す

る
。

扱
う

。
22

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

や
都

市
ガ
ス

な
ど

の
性

質
や

ガ
ス

器
2
2

ガ
ス

の
性

質
や

ガ
ス

器
具

の
働

き
や

使
い

方
が

分
か

2
1

灯
油
や

潤
滑

油
，

揮
発

油
な

ど
の

性
質

や
使

い
方
が

具
の

働
き

や
使

い
方

に
関

心
を

も
ち

，
使

用
す

る
。

り
，

安
全

に
使
用

す
る

。
分

か
り
，

安
全

に
取

り
扱

う
。

23
日

常
生

活
で
よ

く
使

う
金
属

，
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
，

ガ
2
3

日
常

生
活

で
よ

く
使

用
す

る
金

属
，

プ
ラ

ス
チ

ッ
2
2

ガ
ス
の

性
質

や
ガ

ス
器

具
の

働
き

，
仕

組
み

，
使
い

ラ
ス

な
ど

の
製

品
の

性
質

や
用

途
に

関
心

を
も

ち
，

使
ク

，
ガ

ラ
ス

な
ど

の
製

品
の

性
質

や
用

途
が

分
か

り
，

方
な

ど
が

分
か

り
，

安
全

に
取

り
扱

う
。

用
す

る
。

使
用

す
る

。
2
3

金
属
，

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

，
ガ

ラ
ス

な
ど

の
製

品
の
性

24
日

常
生

活
で
よ

く
使

う
機
械

・
器

具
の

正
し

い
使

用
2
4

身
近

な
機

械
・

器
具

の
他

に
内

燃
機

関
を

用
い

た
機

質
や

用
途

を
知

り
，

日
常

生
活

で
適

切
に

取
り

扱
う
。

法
や

保
管

の
仕

方
な

ど
が

分
か

り
，

安
全

に
使

用
す

械
・

器
具

の
正
し

い
使

用
法

や
保

管
の

仕
方

な
ど

が
分

2
4

内
燃
機

関
を

用
い

た
大

型
機

械
・

器
具

の
正

し
い
使

る
。

か
り

，
安

全
に
使

用
す

る
。

用
法

や
保

管
の

仕
方

な
ど

が
分

か
り

，
安

全
か

つ
効
率

的
に

使
用

す
る

。

自
然

25
日

常
生

活
で
よ

く
触

れ
る
水

や
土

な
ど

の
性

質
に

関
2
5

日
常

生
活

で
よ

く
触

れ
る

水
や

土
な

ど
の

主
な

性
質

2
5

水
，
空

気
，

土
な

ど
の

性
質

と
日

常
生

活
と

の
主
な

心
も

つ
。

が
分

か
る

。
関

係
が
分

か
る

。
26

太
陽

，
月

，
星

な
ど

の
天
体

に
つ

い
て

関
心

を
も

2
6

太
陽

，
地

球
，

月
，

惑
星

，
恒

星
な

ど
の

天
体

に
つ

2
6

太
陽
，

月
，

星
な

ど
の

天
体

の
動

き
や

太
陽

と
地
球

つ
。

い
て

の
初

歩
的
な

知
識

を
も

つ
。

及
び

月
の

位
置

に
関

係
す

る
主

な
特

徴
が

分
か

る
。

27
季

節
に

よ
る
気

象
の

変
化
や

特
徴

に
関

心
を

も
つ

。
2
7

季
節

に
よ

る
気

象
の

変
化

や
災

害
な

ど
の

主
な

特
徴

2
7

季
節
に

よ
る

気
象

の
変

化
や

災
害

な
ど

の
特

徴
を
知

28
地

震
や

火
山

活
動

な
ど

に
関

心
を

も
つ

。
が

分
か

る
。

り
，

生
活

に
役

立
て

る
。

29
海

，
山

，
川
な

ど
の

自
然
の

あ
り

さ
ま

に
関

心
を

も
2
8

地
震

や
火

山
活

動
，

災
害

な
ど

に
関

す
る

初
歩

的
な

2
8

地
震
や

火
山

活
動

な
ど

に
関

す
る

知
識

を
も

ち
，
災

つ
。

知
識

を
も

つ
。

害
防

止
及

び
避

難
に

役
立

て
る

。
30

身
近

な
自

然
の

変
化

と
日
常

生
活

と
の

結
び

付
き

に
2
9

海
，

山
，

川
な

ど
の

自
然

の
あ

り
さ

ま
や

お
よ

そ
の

2
9

海
，
山

，
川

な
ど

の
自

然
の

お
お

よ
そ

の
働

き
と
日

関
心

を
も

つ
。

働
き

が
分

か
る
。

常
生

活
と

の
主

な
関

係
が

分
か

る
。

3
0

自
然

の
変

化
と

日
常

生
活

と
の

結
び

付
き

が
分

か
3
0

自
然
の

変
化

と
日

常
生

活
と

の
結

び
付

き
が

分
か

る
。

り
，

生
活

に
役

立
て

る
。



職
業

・
家

庭
科

［
職

業
］

，
職

業
科

４
５

６
働

く
こ

と
の

意
義

１
周

囲
の

人
々

が
働

い
て

い
る

こ
と

に
関

心
を

も
１

周
囲

の
人

々
が
働

き
な

が
ら

生
活

し
て

い
る

こ
と

を
知

１
働

く
こ

と
の

意
義

が
分

か
り

，
積

極
的

に
仕

事
を

ち
，

仕
事

に
参

加
す

る
。

り
，

働
く

こ
と

の
喜

び
を

知
り

，
す

す
ん

で
仕

事
に

参
加

す
る

。
２

物
を

作
っ

た
り

，
育

て
た
り

す
る

こ
と

に
興

味
，

す
る

。
２

物
を
作

っ
た

り
，

育
て

た
り

す
る

こ
と

が
社

会
に

関
心

を
も

ち
，

仕
事

へ
の

意
欲

を
も

つ
。

２
物

を
作

っ
た

り
，

育
て

た
り

す
る

こ
と

の
喜

び
を

味
わ

役
立

つ
こ

と
が

分
か

り
，

自
分

の
仕

事
の

意
味

を
理

３
ふ

ざ
け

た
り

，
む

だ
話

，
よ

そ
見

な
ど

を
し

た
り

い
，

仕
事

へ
の

自
信

を
も

つ
。

解
す

る
。

し
な

い
で

仕
事

を
す

る
。

３
注

意
を

集
中

し
，

長
い

時
間

正
確

に
作

業
を

す
る

。
３

注
意
を

集
中

す
る

ポ
イ

ン
ト

が
分

か
り

，
正

確
な

４
仕

事
の

好
き

嫌
い

を
し

な
い

で
，

最
後

ま
で

す
４

い
ろ

い
ろ

な
作
業

に
積

極
的

に
取

り
組

み
，

最
後

ま
で

作
業

を
長

時
間

続
け

る
。

る
。

や
り

と
げ

る
。

４
ど

ん
な

作
業

に
も

積
極

的
に

取
り

組
み

，
最

後
ま

５
時

と
場

に
応

じ
た

服
装

，
動

作
，

言
葉

づ
か

い
な

５
時

と
場

に
応

じ
て

服
装

，
動

作
，

言
葉

づ
か

い
な

ど
を

で
や

り
と

げ
る

。
ど

を
知

る
。

適
切

に
す

る
。

５
時

と
場

に
応

じ
た

服
装

，
動

作
，

言
葉

づ
か

い
な

ど
が

分
か

り
，

適
切

に
す

る
。

道
具

や
機

械
６

作
業

に
必

要
な

簡
単

な
道
具

や
工

具
を

安
全

に
使

６
い

ろ
い

ろ
な

道
具

，
機

械
な

ど
の

操
作

に
慣

れ
，

正
し

６
い

ろ
い

ろ
な

道
具

，
機

械
な

ど
の

操
作

に
習

熟
う

。
く
扱

う
。

し
，

正
確

に
扱

う
。

７
作

業
に

使
う

道
具

，
機

械
な

ど
の

名
称

，
操

作
の

７
作

業
に

必
要

な
い

ろ
い

ろ
な

道
具

や
機

械
な

ど
の

仕
組

７
作

業
内

容
と

使
用

す
る

道
具

や
機

械
の

仕
組

み
の

仕
方

を
知

り
，

補
助

具
な

ど
を

使
っ

て
安

全
に

正
し

み
を

理
解

し
，

安
全

に
正

し
く

扱
う

。
関

係
が
分

か
り

，
道

具
や

機
械

を
安

全
に

正
し

く
使

く
扱

う
。

８
道

具
，

機
械

な
ど

の
手

入
れ

や
簡

単
な

修
理

を
す

る
。

う
。

８
道

具
や

機
械

な
ど

の
簡

単
な

手
入

れ
を

す
る

。
９

道
具

，
機

械
，
材

料
，

製
品

な
ど

の
後

片
付

け
や

管
理

８
道

具
や

機
械

な
ど

を
点

検
し

，
日

常
的

な
手

入
れ

９
道

具
や

機
械

，
材

料
な

ど
の

後
片

付
け

や
整

理
整

を
き

ち
ん

と
す

る
。

や
，

簡
単

な
修

理
を

す
る

。
頓

を
す

る
。

1
0

製
品

に
必

要
な
原

材
料

の
名

称
が

分
か

る
。

９
道

具
，

材
料

，
製

品
を

決
め

た
れ

た
場

所
に

保
管

10
原

材
料

な
ど

を
む

だ
の

な
い

よ
う

に
使

う
。

1
1

原
材

料
の

扱
い
方

を
知

り
，

必
要

な
分

量
を

量
っ

て
使

し
た

り
，

機
械

の
管

理
を

正
確

に
行

っ
た

り
す

る
。

11
原

材
料

な
ど
や

製
品

，
収
獲

物
を

大
切

に
扱

う
。

う
。

1
0

原
材
料

の
特

徴
と

加
工

法
と

の
関

係
に

つ
い

て
理

12
品

物
の

長
さ
や

重
さ

な
ど
を

測
っ

た
り

，
数

え
た

1
2

原
材

料
や

製
品
，

収
穫

物
な

ど
の

整
理

と
保

管
を

す
解

す
る
。

り
す

る
。

る
。

1
1

原
材

料
の

性
質

を
知

り
，

む
だ

の
な

い
よ

う
に

適
13

注
意

し
て

品
物

な
ど

の
運
搬

が
で

き
る

。
1
3

製
品

や
材

料
の
長

さ
や

重
さ

な
ど

を
測

定
器

を
使

っ
て

切
に

使
う

。
14

簡
単

な
梱

包
を

し
た

り
，
ほ

ど
い

た
り

す
る

。
測
定

す
る

。
1
2

原
材
料

や
製

品
，

収
穫

物
を

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
を

15
品

物
を

な
ら
べ

た
り

，
束
ね

た
り

，
積

み
重

ね
た

1
4

道
具

や
機

械
を
利

用
し

て
，

品
物

の
運

搬
，

移
動

を
す

理
解

し
て

整
理

し
，

決
め

ら
れ

た
場

所
に

保
管

す
り

す
る

。
る
。

る
。

16
簡

単
な

記
帳
事

務
を

知
る
。

1
5

い
ろ

い
ろ

な
品
物

を
梱

包
し

た
り

，
ほ

ど
い

た
り

す
1
3

製
品
や

材
料

の
規

格
を

適
切

な
測

定
器

を
使

っ
17

合
図

に
従

っ
て

仕
事

を
始
め

，
作

業
場

を
離

れ
る

る
。

て
，

正
確

に
測

定
す

る
。

時
に

は
，

必
ず
，

報
告

を
す
る

。
1
6

品
物

を
数

え
た
り

，
並

べ
た

り
，

束
ね

た
り

，
積

み
重

1
4

道
具
や

機
械

を
利

用
し

て
，

決
め

ら
れ

た
場

所
に

18
清

掃
の

用
具

を
使

っ
て

，
き

れ
い

に
掃

除
を

す
ね
た

り
す

る
。

正
確

に
品

物
の

運
搬

を
す

る
。

る
。

1
7

仕
事

に
関

連
す
る

伝
達

，
記

帳
な

ど
の

簡
単

な
実

務
を

1
5

道
具
や

機
械

を
使

っ
て

，
品

物
を

決
め

ら
れ

た
手

19
安

全
に

関
す

る
い

ろ
い

ろ
な

用
語

や
標

識
に

関
心

正
確

に
す

る
。

順
で

梱
包

し
た

り
，

ほ
ど

い
た

り
す

る
。

を
も

つ
。

1
8

簡
単

な
図

面
を
見

た
り

，
書

い
た

り
す

る
。

1
6

品
物
を

正
確

に
数

え
た

り
，

決
め

ら
れ

た
と

お
り

20
自

分
や

他
人
の

安
全

に
気
を

つ
け

て
作

業
を

す
1
9

清
掃

用
具

を
使
い

，
清

掃
や

ゴ
ミ

の
処

理
を

す
る

。
に

並
べ
た

り
，

束
ね

た
り

，
積

み
重

ね
た

り
す

る
。

る
。

2
0

安
全

に
関

す
る
用

語
や

標
識

の
意

味
を

理
解

す
る

。
1
7

仕
事
に

関
連

す
る

帳
簿

や
報

告
書

な
ど

が
分

か
21

危
険

な
場

所
や

物
に

注
意
し

て
作

業
を

す
る

。
2
1

自
分

や
他

人
の
安

全
に

気
を

配
っ

て
作

業
を

す
る

。
り

，
記
帳

や
読

み
取

り
な

ど
の

実
務

を
適

切
に

行
22

機
械

の
故

障
や

危
険

な
状
態

に
気

づ
い

た
ら

，
す

2
2

危
険

な
場

所
や
状

況
に

注
意

し
て

作
業

を
す

る
。

う
。



ぐ
に

知
ら

せ
る

。
2
3

機
械

の
故

障
や
危

険
な

状
態

に
気

づ
い

た
ら

適
切

な
処

1
8

図
面
を

見
た

り
，

書
い

た
り

し
て

，
作

業
を

す
理
を

す
る

。
る

。
1
9

用
途
に

あ
っ

た
清

掃
用

具
を

使
い

，
決

め
ら

れ
た

手
順

で
清

掃
や

ゴ
ミ

の
処

理
を

す
る

。
2
0

安
全
に

関
す

る
手

引
き

書
な

ど
を

理
解

す
る

。
2
1

自
分
や

他
人

の
安

全
を

確
保

し
て

，
作

業
を

す
る

。
2
2

危
険
な

場
所

や
状

況
を

予
測

し
て

，
安

全
に

作
業

す
る

。
2
3

機
械
の

故
障

の
有

無
や

危
険

な
状

態
で

あ
る

か
を

点
検

し
，

必
要

な
処

置
を

す
る

。

役
割

23
仕

事
の

内
容
と

，
自

分
の
分

担
す

る
役

割
が

分
か

2
4

自
分

に
分

担
さ
れ

た
仕

事
を

責
任

を
も

っ
て

，
最

後
ま

2
4

自
分
の

分
担

さ
れ

た
仕

事
の

役
割

が
分

か
り

，
責

る
。

で
や

り
と

げ
る

。
任

を
も
っ

て
や

り
と

げ
る

。
24

仕
事

に
つ

い
て

分
か

ら
な
い

こ
と

は
よ

く
聞

い
て

2
5

仕
事

を
す

る
と
き

，
分

か
ら

な
い

こ
と

は
自

分
か

ら
す

2
5

仕
事
の

方
法

や
だ

ん
ど

り
な

ど
が

分
か

ら
な

い
と

す
る

。
す
ん

で
聞

く
。

き
は

，
分

か
ら

な
い

こ
と

を
は

っ
き

り
さ

せ
て

聞
25

人
と

協
力

し
て

仕
事

を
す
る

よ
う

に
す

る
。

2
6

人
と

協
力

し
て
仕

事
を

す
る

。
く

。
26

必
要

な
と

き
以

外
は

，
む
や

み
に

人
の

仕
事

に
手

2
7

他
人

の
失

敗
や
過

失
に

気
づ

い
た

ら
，

相
手

に
そ

の
こ

2
6

人
と
協

力
し

て
効

率
よ

く
仕

事
を

す
る

。
出

し
し

を
し

な
い

よ
う

に
す
る

。
と
を

伝
え

る
。

2
7

他
人
が

失
敗

し
た

場
合

は
，

協
力

し
て

処
理

に
当

27
仕

事
の

決
ま

り
，

指
示

な
ど

を
よ

く
守

る
。

2
8

作
業

の
決

ま
り
や

指
示

，
伝

達
，

注
意

な
ど

を
よ

く
守

た
る

よ
う

に
す

る
。

28
お

金
や

物
な
ど

で
公

私
の
区

別
を

す
る

。
る
。

2
8

作
業
の

手
順

や
指

示
・

伝
達

な
ど

を
理

解
し

，
そ

29
製

品
や

収
穫
物

の
良

否
が
分

か
る

。
2
9

製
品

の
良

否
が
分

か
り

，
不

良
品

を
出

さ
な

い
よ

う
に

の
と

お
り

に
仕

事
を

す
る

。
注
意

す
る

。
2
9

製
品
の

良
否

を
点

検
す

る
方

法
が

分
か

り
，

不
良

品
を

出
さ

な
い

方
法

を
工

夫
す

る
。

職
業

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

職
業

に
関

す
る
知

識
・

30
身

近
な

品
物
が

ど
の

よ
う
に

し
て

作
ら

れ
る

か
職

3
0

職
場

な
ど

の
見
学

で
製

品
の

生
産

工
程

を
知

る
。

3
0

職
場
な

ど
の

見
学

で
，

製
品

の
生

産
工

程
や

流
通

場
見

学
で

知
る

。
3
1

生
産

工
程

で
仕
事

を
そ

れ
ぞ

れ
分

担
し

，
責

任
を

も
っ

に
つ

い
て

知
る

。
31

物
を

作
る

た
め

に
，

多
く
の

人
々

が
仕

事
を

分
担

て
働

い
て

い
る

こ
と

を
知

る
。

3
1

生
産
工

程
で

仕
事

を
そ

れ
ぞ

れ
分

担
し

，
責

任
を

し
，

協
力

し
て
い

る
こ

と
を
知

る
。

3
2

い
ろ

い
ろ

な
職
場

に
関

心
を

も
ち

，
知

識
を

深
め

る
。

も
っ

て
働

く
こ

と
の

意
義

が
分

か
る

。
32

家
族

や
先

輩
の

職
業

に
開
心

を
も

ち
，

自
分

の
住

3
3

働
く

こ
と

の
大
切

さ
や

厳
し

さ
を

知
り

，
卒

業
後

の
生

3
2

職
場
に

は
様

々
な

仕
事

が
あ

り
，

そ
れ

ぞ
れ

が
関

ん
で

い
る

地
域

に
ど

ん
な

職
業

の
種

類
が

あ
る

か
を

活
に

つ
い

て
自

覚
を

も
つ

。
連

し
て
い

る
こ

と
を

知
る

。
知

る
。

3
4

自
分

の
能

力
や

適
性

な
ど

を
理

解
し

，
進

路
に

つ
い

3
3

働
く
こ

と
の

意
義

を
自

覚
し

，
卒

業
後

の
職

業
生

33
会

社
な

ど
で

働
い

て
い

る
人

々
の

様
子

を
見

て
，

て
決

め
る

。
活

に
見
通

し
を

も
つ

。
卒

業
後

の
生

活
に

つ
い

て
関
心

を
も

つ
。

3
5

公
共

職
業

安
定
所

，
職

業
セ

ン
タ

ー
，

福
祉

事
務

所
な

3
4

自
分
の

個
性

や
能

力
が

発
揮

で
き

る
職

業
を

知
34

い
ろ

い
ろ

な
交

通
機

関
の
利

用
の

仕
方

に
つ

い
て

ど
の

役
割

が
分

か
り

，
利

用
の

手
続

き
や

方
法

に
関

心
を

り
，

主
体

的
に

進
路

先
を

選
択

す
る

。
関

心
を

も
つ

。
も
つ

。
3
5

ど
ん
な

と
き

に
公

共
職

業
安

定
所

，
職

業
セ

ン
タ

35
自

分
の

能
力
や

適
性

な
ど
が

あ
る

程
度

分
か

り
，

3
6

職
業

に
つ

い
て
か

ら
も

，
た

え
ず

職
業

的
能

力
を

高
め

ー
，

福
祉

事
務

所
な

ど
を

利
用

す
る

か
が

分
か

り
，

進
路

に
つ

い
て

関
心

を
も

つ
。

よ
う

と
努

め
る

こ
と

の
大

切
な

こ
と

が
分

か
る

。
実

際
に
利

用
す

る
。

36
公

共
職

業
安
定

所
，

福
祉
事

務
所

な
ど

の
役

割
と

3
7

職
場

の
組

織
や
機

構
に

つ
い

て
関

心
を

も
つ

。
3
6

職
業
に

つ
い

て
か

ら
職

業
的

能
力

を
高

め
る

方
利

用
の

仕
方

に
関

心
を

も
つ
。

3
8

労
働

と
報

酬
と
の

関
係

が
分

か
る

。
法

が
分
か

る
。

3
9

給
料

の
使

い
方
を

知
る

。
3
7

職
場
の

機
構

が
分

か
り

，
職

場
で

は
組

織
の

一
員

4
0

労
働

時
間

，
賃
金

，
休

暇
な

ど
の

基
本

的
労

働
条

件
に

と
し

て
働

く
こ

と
を

理
解

す
る

。
つ
い

て
知

る
。

3
8

労
働
の

時
間

や
内

容
と

報
酬

が
関

係
し

て
い

る
こ



4
1

健
康

保
険

，
労
働

保
険

，
年

金
な

ど
の

制
度

の
あ

ら
ま

と
を

理
解

す
る

。
し
を

知
る

。
3
9

労
働
時

間
，

賃
金

，
休

暇
な

ど
の

基
本

的
労

働
条

4
2

労
働

災
害

や
職
業

病
な

ど
に

つ
い

て
知

る
。

件
が

分
か

り
，

進
路

選
択

の
参

考
に

す
る

。
4
0

職
業

生
活

を
す

る
上

で
，

健
康

保
険

，
労

働
保

険
，

年
金

な
ど

が
大

切
で

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

4
1

労
働
災

害
や

職
業

病
な

ど
か

ら
身

を
守

る
方

法
を

知
る

。

産
業

現
場

等
に

お
け

る
実

習
37

産
業

現
場

等
に

お
け

る
実
習

の
意

味
を

理
解

し
4
3

職
場

ま
で

の
交
通

機
関

の
利

用
の

仕
方

に
つ

い
て

知
4
2

職
場
ま

で
の

通
勤

方
法

や
定

期
券

な
ど

の
購

入
方

て
，

仕
事

を
す

る
。

る
。

法
を

知
る

。
38

実
習

先
で

の
い

ろ
い

ろ
な
決

ま
り

を
守

る
。

4
4

産
業

現
場

等
に
お

け
る

実
習

の
意

味
を

理
解

し
，

進
ん

4
3

産
業
現

場
等

に
お

け
る

実
習

を
積

極
的

に
行

い
，

39
仕

事
に

関
す

る
自

分
の

分
担

を
理

解
し

て
行

う
。

で
仕

事
を

す
る

。
自

己
の
進

路
選

択
に

役
立

て
る

。
40

実
習

の
場

面
に

応
じ

て
，
人

と
協

力
し

て
仕

事
を

4
5

実
習

を
す

る
場
で

の
い

ろ
い

ろ
な

決
ま

り
を

守
る

。
4
4

実
習
を

す
る

場
で

の
決

ま
り

を
理

解
し

，
決

ま
り

す
る

。
4
6

仕
事

に
関

す
る
自

分
の

分
担

に
責

任
を

も
っ

て
，

最
期

を
遵

守
す

る
。

ま
で

や
り

と
げ

る
。

4
5

仕
事
に

関
す

る
自

分
の

分
担

を
理

解
し

，
効

率
よ

4
7

実
習

の
場

面
に
応

じ
，

す
す

ん
で

人
と

協
力

す
る

。
く

仕
事
を

や
り

と
げ

る
。

4
8

実
習

中
の

健
康
と

安
全

に
注

意
す

る
。

4
6

実
習
の

様
々

な
場

面
で

の
役

割
を

理
解

し
，

す
す

4
9

生
産

し
た

物
が
，

社
会

で
ど

の
よ

う
に

利
用

さ
れ

て
い

ん
で

人
と

協
力

す
る

。
る
か

を
理

解
す

る
。

4
7

実
習
中

の
健

康
管

理
と

安
全

確
保

の
方

法
が

分
か

り
，

実
践

す
る

。
4
8

実
習
先

の
製

品
の

流
通

，
消

費
な

ど
を

理
解

す
る

。

健
康

管
理

・
余

暇
41

休
憩

時
問

や
自

由
時

間
を
人

が
そ

れ
ぞ

れ
工

夫
し

5
0

翌
日

の
体

調
を
考

慮
し

た
睡

眠
時

間
の

確
保

，
決

め
ら

4
9

休
憩
時

間
の

使
い

方
や

，
休

日
の

過
ご

し
方

を
計

て
使

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
き

，
大

切
の

時
間

で
あ

れ
た

休
憩

時
間

の
活

用
，

食
事

の
取

り
方

な
ど

，
健

康
管

画
す

る
。

る
こ

と
が

分
か
る

。
理
の

方
法

を
知

る
。

5
0

職
場
で

の
旅

行
会

や
サ

ー
ク

ル
の

参
加

方
法

や
厚

42
自

分
の

趣
味
，

テ
レ

ビ
，
音

楽
，

ゲ
ー

ム
な

ど
を

5
1

休
憩

時
間

や
休
日

の
適

切
な

過
ご

し
方

を
知

る
。

生
施

設
の

計
画

的
な

利
用

方
法

を
知

る
。

楽
し

ん
だ

り
，

休
日

に
地
域

の
公

共
施

設
を

使
っ

5
2

職
場

で
の

サ
ー
ク

ル
，

厚
生

施
設

な
ど

の
利

用
方

法
を

た
り

，
買

い
物

な
ど

を
し

て
過

ご
す

。
知
る

。
43

卒
業

後
，

学
校

と
連

絡
を
と

っ
た

り
，

同
窓

会
な

ど
に

参
加

し
た

り
す

る
こ

と
の

意
味

が
分

か
る

。

情
報

機
械

・
情

報
機

器
・

44
職

場
で

は
，
様

々
な

情
報
機

器
が

使
わ

れ
て

い
る

5
3

コ
ピ

ー
機

，
ワ
ー

プ
ロ

機
，

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

な
ど

の
事

5
1

コ
ピ
ー

機
，

ワ
ー

プ
ロ

機
，

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

な
ど

こ
と

に
関

心
を

も
つ

。
務
機

器
を

取
り

扱
う

。
の

事
務
機

器
の

扱
い

方
が

分
か

り
，

事
務

作
業

を
す

45
コ

ピ
ー

機
，
電

話
，

フ
ァ
ク

シ
ミ

リ
な

ど
簡

単
な

5
4

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
制

御
の

機
械

の
簡

単
な

入
力

を
行

う
。

る
。

情
報

機
器

の
扱

い
に

な
れ

る
。

5
5

電
話

で
，

仕
事
に

関
す

る
用

件
を

伝
え

た
り

，
受

け
た

5
2

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
制

御
の

機
械

の
入

力
や

操
作

を
行

46
電

話
や

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

で
，

仕
事

に
関

す
る

簡
単

り
す

る
。

う
。

な
用

件
を

伝
え
た

り
，

受
け
た

り
す

る
。

5
3

電
話
で

，
仕

事
に

関
す

る
用

件
を

正
確

に
伝

え
た

り
，

受
け

た
り

す
る

。
5
4

コ
ピ
ー

機
，

ワ
ー

プ
ロ

機
，

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

な
ど

の
情

報
管

理
の

方
法

を
理

解
す

る
。



職
業

・
家

庭
科

［
家

庭
］

，
家

庭
科

４
５

６
家

庭
の

役
割

家
庭

の
役

割
１

家
庭

内
に

お
け

る
家

族
の
立

場
や

役
割

を
理

解
す

る
。

１
家

庭
の

仕
事

を
分

担
し

，
家

族
の

一
員

と
し

て
の

自
１

家
庭

の
仕

事
を

分
担

し
，

家
族

の
一

員
と

し
て

２
家

庭
内

に
お

け
る

仕
事

の
種

類
や

分
担

が
分

か
り

，
手

覚
を

も
つ

。
の

役
割

を
す

す
ん

で
果

た
す

。
伝

い
を

す
る

。
２

家
庭

の
だ
ん

ら
ん

を
楽

し
む

。
２

家
庭

の
だ

ん
ら

ん
に

参
加

し
，

家
族

に
お

も
い

３
家

庭
の

だ
ん

ら
ん

に
参

加
す

る
。

３
結

婚
の

意
味

が
分

か
る

。
や

り
の

心
を

も
つ

。
４

乳
幼

児
や

老
人

に
優

し
く
接

し
，

世
話

の
手

伝
い

を
す

４
妊

娠
，

出
産

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
３

両
性

の
合

意
等

結
婚

の
基

本
的

事
柄

に
つ

い
て
理

る
。

５
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

等
，

い
ろ

い
ろ

な
生

活
形

態
を

知
解

す
る

。
る

。
４

い
ろ

い
ろ

な
生

活
形

態
に

つ
い

て
の

理
解

を
深
め

６
冠

婚
葬

祭
に

つ
い

て
知

る
。

る
。

５
冠
婚

葬
祭

に
つ

い
て

の
知

識
を

深
め

る
。

家
庭

に
関

す
る

基
礎
的

な
事

項
消

費
と

余
暇

５
い

つ
も

清
潔

な
衣

服
を

着
る

。
７

生
活

時
間
を

考
え

，
時

間
の

有
効

な
使

い
方

を
工

夫
６

余
暇

や
休

日
を

，
計

画
を

立
て

て
有

効
に

過
ご

６
自

分
で

身
な

り
を

整
え

，
簡

単
な

日
常

着
な

ど
の

手
入

す
る

。
す

。
れ

を
す

る
。

８
ス

ポ
ー

ツ
，

音
楽

，
飼

育
・

栽
培

な
ど

の
趣

味
を

も
７

礼
儀

正
し

く
訪

問
し

た
り

，
来

客
の

応
対

を
し

７
洗

た
く

用
具

器
具

，
洗

剤
の

使
い

方
な

ど
が

分
か

り
，

ち
，

生
活

を
楽

し
む

。
た

り
す

る
。

簡
単

な
日

常
着

な
ど

を
洗

た
く

す
る

。
９

親
戚

や
友
達

の
家

を
訪

問
し

た
り

，
来

客
の

応
対

を
８

予
算

生
活

の
必

要
性

を
理

解
し

，
計

画
的

に
預

８
簡

単
な

も
の

に
ア

イ
ロ

ン
を

掛
け

る
。

し
た

り
す

る
。

金
・
貯

金
を

す
る

。
９

ボ
タ

ン
な

ど
を

付
け

る
。

10
予

算
を

た
て

て
，

計
画

的
に

買
い

物
を

す
る

。
９

現
金

購
入

，
分

割
購

入
の

違
い

が
分

か
り

，
10

布
，

針
，

糸
を

使
っ

て
基
礎

縫
い

を
す

る
。

11
プ

リ
ペ

イ
ド

カ
ー

ド
，

キ
ャ

ッ
シ

ュ
カ

ー
ド

な
ど

の
物

品
の

計
画

的
購

入
の

大
切

さ
を

理
解

す
る

。
11

ミ
シ

ン
の

使
い

方
が

分
か
り

，
直

線
縫

い
を

す
る

。
利

用
の

仕
方
が

分
か

り
，

必
要

応
じ

て
利

用
す

る
。

10
家
計

の
収

入
，

支
出

状
況

に
つ

い
て

だ
い

た
い

12
キ

ッ
ト

を
使

っ
て

，
簡

単
な

手
芸

作
品

を
作

る
。

12
レ

シ
ー

ト
，

領
収

書
な

ど
の

内
容

を
読

み
取

り
，

家
知

り
，

家
庭

の
経

済
計

画
に

協
力

す
る

。
13

簡
単

な
し

し
ゅ

う
，

染
色
，

織
物

な
ど

を
す

る
。

計
簿

に
記

録
す

る
。

11
卒
業

後
の

生
活

を
支

援
し

て
く

れ
る

人
た

ち
と
の

14
簡

単
な

食
品

名
や

料
理

の
名

前
が

分
か

る
。

13
卒

業
後

の
生

活
を

支
援

し
て

く
れ

る
人

た
ち

の
こ

と
つ

な
が

り
を

深
め

る
。

15
栄

養
を

考
え

，
い

ろ
い

ろ
な

食
品

を
組

み
合

わ
せ

て
食

を
知

る
。

12
相
談

場
所

や
緊

急
連

絡
先

に
つ

い
て

利
用

し
て
み

べ
る

。
14

相
談

場
所
や

緊
急

連
絡

先
に

つ
い

て
知

る
。

る
。

16
加

工
食

品
，

半
加

工
食

品
に

つ
い

て
知

り
，

利
用

す
家
庭

生
活

に
関

す
る

事
項

る
。

17
食

品
の

変
質

に
つ

い
て

知
り

，
保

存
の

仕
方

が
分

か
15

す
す

ん
で
清

潔
な

衣
服

を
着

る
。

13
流
行

を
取

り
入

れ
な

が
ら

，
自

分
の

体
に

あ
っ
た

る
。

16
季

節
，

温
度

，
場

所
に

応
じ

た
服

装
を

す
る

。
衣

類
な

ど
を

選
ぶ

。
18

冷
蔵

庫
の

使
い

方
を

知
る
。

17
衣

類
な

ど
の

材
料

や
よ

ご
れ

に
応

じ
た

洗
い

方
が

分
14

必
要

に
応

じ
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
店

を
利

用
す

る
。

19
食

品
，

食
器

な
ど

の
衛

生
に

気
を

つ
け

る
。

か
り

，
洗

た
く

す
る

。
15

衣
類

な
ど

の
整

理
や

保
管

の
仕

方
が

分
か

る
。

20
主

食
，

主
菜

，
副

菜
な

ど
に

つ
い

て
知

る
。

18
布

地
の

性
質

に
合

わ
せ

，
ア

イ
ロ

ン
仕

上
げ

を
す

16
一
人

で
衣

服
の

簡
単

な
補

修
を

す
る

。
21

献
立

に
会

わ
せ

，
必

要
な
材

料
を

と
り

そ
ろ

え
る

。
る

。
17

寸
法

や
型

紙
の

と
り

方
が

分
か

り
，

簡
単

な
衣
服

22
食

品
の

洗
い

方
，

切
り

方
が

分
か

り
，

簡
単

な
調

理
を

19
ま

つ
り

縫
い

や
返

し
縫

い
が

で
き

，
衣

服
の

ほ
つ

れ
な

ど
の

製
作

を
す

る
。

す
る

。
な

ど
を

直
す
。

18
手
芸

品
を

作
り

，
日

常
の

生
活

に
生

か
す

。
23

主
な

調
味

料
の

使
い

方
が
分

か
る

。
20

ミ
シ

ン
を
使

っ
て

，
簡

単
な

小
物

や
袋

物
な

ど
を

縫
19

一
日

に
必

要
な

食
物

の
量

や
栄

養
が

分
か

り
，
バ

24
調

理
用

具
な

ど
を

安
全

に
扱

う
。

う
。

ラ
ン
ス

の
良

い
食

事
を

す
る

。
25

電
気

器
具

，
ガ

ス
器

具
，
石

油
器

具
な

ど
の

扱
い

に
慣

21
型

紙
に

合
わ

せ
て

裁
断

し
，

小
物

や
袋

物
な

ど
を

作
20

添
加

物
な

ど
に

注
意

し
て

，
食

品
を

選
ぶ

。
れ

る
。

る
。

21
食
中

毒
に

つ
い

て
知

り
，

食
品

衛
生

に
注

意
す

26
盛

り
付

け
や

配
ぜ

ん
を

す
る

。
22

栄
養

素
及
び

そ
の

働
き

を
知

り
，

い
ろ

い
ろ

な
食

品
る

。



27
食

事
の

準
備

や
後

片
付

け
を

す
る

。
を

組
み

合
わ
せ

て
食

べ
る

。
22

日
常

食
の

献
立

を
た

て
る

。
28

調
理

室
の

簡
単

な
整

理
・
整

と
ん

を
す

る
。

23
食

品
製

造
年

月
日

，
賞

味
期

間
な

ど
を

見
て

，
新

鮮
23

値
段

や
鮮

度
を

考
え

て
，

材
料

を
取

り
そ

ろ
え

29
写

真
や

見
本

を
見

て
，

食
事

の
注

文
を

す
る

。
な

も
の

を
選
ぶ

。
る

。
30

作
法

を
守

っ
て

楽
し

く
食
事

を
す

る
。

24
冷

蔵
庫

，
冷

凍
庫

を
適

切
に

使
用

す
る

。
24

食
品

の
洗

い
方

，
切

り
方

，
加

熱
の

仕
方

，
味

31
自

分
の

持
ち

物
を

整
理

・
整

と
ん

す
る

。
25

衛
生

に
気
を

つ
け

，
洗

剤
，

消
毒

剤
な

ど
を

適
切

に
の

付
け

方
を

工
夫

し
，

手
順

よ
く

調
理

す
る

。
32

住
ま

い
の

簡
単

な
手

入
れ
や

，
室

内
の

飾
り

付
け

な
ど

使
う

。
25

自
分

の
好

み
に

合
わ

せ
て

調
味

料
を

適
切

に
使

の
手

伝
い

を
す

る
。

26
日

常
よ

く
使

用
さ

れ
て

い
る

食
品

を
使

っ
て

，
簡

単
う

。
33

部
屋

の
換

気
，

採
光

，
照
明

の
仕

方
を

知
り

，
調

節
す

な
献

立
を

た
て

る
。

26
盛
り

付
け

や
配

ぜ
ん

を
工

夫
し

，
手

ぎ
わ

よ
く

る
。

27
献

立
に

合
わ

せ
，

必
要

な
材

料
の

買
い

物
を

す
る

。
す

る
。

34
照

明
器

具
，

冷
・

暖
房

器
具

な
ど

を
安

全
に

取
り

扱
28

食
品

の
洗
い

方
，

切
り

方
，

加
熱

の
仕

方
，

味
の

付
27

食
事

の
準

備
や

，
後

片
付

け
を

手
順

よ
く

す
る
。

う
。

け
方

が
分

か
り

調
理

す
る

。
28

食
堂

や
レ

ス
ト

ラ
ン

で
，

自
分

で
注

文
し

，
作
法

35
清

掃
用

具
，

掃
除

機
な

ど
を

使
っ

て
住

居
を

清
潔

に
す

29
献

立
に

み
あ

う
調

味
料

を
適

量
使

う
。

を
守
っ

て
楽

し
く

食
事

す
る

。
る

。
30

彩
り

や
量
を

考
え

，
適

切
な

器
に

盛
り

つ
け

る
。

29
生
活

の
中

で
，

ご
み

を
減

ら
す

工
夫

を
し

た
り
，

36
指

示
に

従
っ

て
，

ご
み

を
分

別
す

る
。

31
手

順
を

考
え

な
が

ら
，

食
事

の
準

備
や

片
づ

け
を

す
リ

サ
イ

ク
ル

し
た

り
す

る
。

37
家

庭
内

の
い

ろ
い

ろ
な

危
険

物
を

注
意

し
て

取
り

扱
る

。
30

地
震

，
台

風
，

洪
水

な
ど

の
と

き
に

は
，

適
切

う
。

32
調

理
室

の
整

理
・

整
と

ん
を

し
，

清
潔

に
す

る
。

に
行
動

す
る

。
38

掃
除

用
の

洗
剤

，
殺

虫
剤
な

ど
を

安
全

に
扱

う
。

33
献

立
表

を
見

て
，

食
事

の
注

文
を

す
る

。
39

戸
じ

ま
り

，
防

火
な

ど
の
大

切
さ

を
知

り
，

事
故

の
場

34
食

堂
，

レ
ス

ト
ラ

ン
で

の
食

事
の

作
法

を
知

る
。

合
に

人
に

知
ら

せ
る

。
35

自
分

の
持
ち

物
を

工
夫

し
て

整
理

・
整

と
ん

す
る

。
40

地
震

，
台

風
，

洪
水

な
ど
の

と
き

に
は

，
指

示
に

従
っ

36
住

ま
い

の
簡

単
な

手
入

れ
や

，
室

内
の

飾
り

付
け

を
て

行
動

す
る

。
工

夫
す

る
。

37
部

屋
の

換
気

，
採

光
，

照
明

の
仕

方
を

知
り

，
健

康
な

住
ま

い
方
を

工
夫

す
る

。
余

暇
41

値
段

の
高

い
安

い
を

知
り
，

上
手

な
買

い
物

を
す

38
家

庭
内

の
整

理
・

整
と

ん
や

清
掃

な
ど

を
行

い
，

気
る

。
持

ち
の

よ
い
住

ま
い

方
を

工
夫

す
る

。
42

む
だ

使
い

を
し

な
い

で
預
金

・
貯

金
を

す
る

。
39

決
ま

り
に
従

っ
て

，
ご

み
を

分
別

し
，

適
切

に
処

理
43

簡
単

な
金

銭
収

支
を

記
録
す

る
。

す
る

。
44

―
日

の
生

活
に

見
通

し
を
も

ち
，

予
定

を
立

て
て

生
活

40
家

庭
内

の
い

ろ
い

ろ
な

危
険

物
を

注
意

し
て

扱
い

，
す

る
。

危
険

な
場

合
は

適
切

な
処

理
を

す
る

。
45

テ
レ

ビ
，

音
楽

，
ゲ

ー
ム
な

ど
を

，
家

族
や

友
達

と
一

41
掃

除
用

の
洗

剤
，

殺
虫

剤
な

ど
の

使
用

法
を

知
り

，
緒

に
楽

し
む

。
適

切
に

扱
う
。

46
余

暇
や

休
日

を
楽

し
く

過
ご

す
。

42
戸

じ
ま

り
，

防
火

な
ど

に
注

意
し

，
事

故
の

場
合

に
47

来
客

へ
の

対
応

や
，

親
戚
や

友
達

の
家

へ
の

訪
問

の
仕

適
切

な
連

絡
を

す
る

。
43

災
害

に
対
す

る
日

頃
の

備
え

や
避

難
方

法
な

ど
が

分
か

る
。

道
具

や
器

具
44

調
理

用
具
の

種
類

，
用

途
を

知
り

，
適

切
に

扱
う

。
31

ミ
シ

ン
の

使
い

方
に

な
れ

，
い

ろ
い

ろ
な

も
の
を

45
電

気
器

具
，

ガ
ス

器
具

，
石

油
器

具
な

ど
を

適
切

に
縫

う
。

扱
う

。
32

冷
蔵

庫
，

冷
凍

庫
な

ど
を

適
切

に
使

用
し

，
食
品

46
照

明
器

具
，

冷
・

暖
房

器
具

な
ど

を
適

切
に

使
う

。
の

保
存

，
管

理
を

す
る

。
33

調
理

用
具

の
手

入
れ

，
管

理
を

す
る

。
34

電
気

器
具

，
ガ

ス
器

具
，

石
油

器
具

な
ど

の
手
入

れ
，
管

理
を

す
る

。
35

照
明

器
具

，
冷

・
暖

房
器

具
な

ど
の

手
入

れ
・
補

修
の
仕

方
を

知
る

。



36
防
犯

ベ
ル

，
火

災
報

知
器

，
消

火
器

な
ど

の
正

し
い
取

り
扱

い
方

を
知

る
。

保
育

や
家

庭
看
護

47
簡

単
な

家
庭

常
備

薬
と

，
家

庭
看

護
用

品
を

正
し

く
37

乳
幼

児
や

老
人

の
簡

単
な

世
話

や
看

護
を

す
る
。

使
う

。



外
国

語
科

４
５

６
英

語
へ

の
興

味
や

関
心

会
話

会
話

１
外

国
の

テ
レ

ビ
番

組
，

映
画

，
ニ

ュ
ー

ス
な

ど
を

見
１

外
国

の
テ

レ
ビ

番
組

，
映

画
，

ニ
ュ

ー
ス

な
ど

を
見

１
外

国
の

テ
レ

ビ
番

組
，

映
画

，
テ

レ
ビ

の
ニ

ュ
ー

ス
て

，
外

国
語

や
外

国
に

関
心

を
も

ち
，

見
て

楽
し

む
。

て
，

外
国

語
や

外
国

に
関

心
を

も
ち

，
見

て
楽

し
む

。
や

新
聞

を
見

た
り

し
て

，
外

国
語

や
外

国
の

文
化

な
ど

２
外

国
の

人
々

と
一

緒
に

楽
し

く
活

動
し

た
り

，
ゲ

ー
２

外
国

の
人

々
と

交
流

し
，

簡
単

な
英

語
な

ど
で

答
え

へ
の

関
心

を
深

め
る

。
ム

を
し

た
り

し
て

交
流

す
る

。
よ

う
と

す
る

。
２

地
域

の
外

国
人

と
積

極
的

に
交

流
し

，
簡

単
な

会
話

３
英

語
の

歌
を

歌
っ

た
り

，
簡

単
な

英
語

を
使

っ
た

ゲ
を

す
る

。
ー

ム
を

し
た

り
し

て
楽

し
む

。
３

学
校

や
家

庭
な

ど
の

日
常

の
生

活
場

面
に

ふ
さ

わ
し

４
日

常
の

物
品

や
身

近
な

も
の

の
写

真
，

絵
な

ど
を

使
い

表
現

で
，

簡
単

な
会

話
を

す
る

。
英

語
の

表
現

へ
の

興
味

や
関

心
３

あ
い

さ
つ

，
お

礼
の

言
葉

，
自

分
の

名
前

の
紹

介
な

っ
て

，
簡

単
な

英
語

で
の

や
り

と
り

に
親

し
む

。
４

社
会

生
活

の
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

ど
，

簡
単

な
英

語
の

表
現

に
興

味
や

関
心

を
も

つ
。

５
家

庭
や

学
校

な
ど

の
日

常
の

生
活

場
面

に
ふ

さ
わ

し
で

，
簡

単
な

会
話

を
す

る
。

４
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

新
聞

な
ど

に
あ

る
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
い

簡
単

な
英

語
に

よ
る

表
現

を
聞

い
た

り
，

話
そ

う
と

５
適

切
な

発
音

や
文

法
に

関
心

を
も

ち
，

積
極

的
に

コ
ト

や
簡

単
な

語
，

生
活

の
中

の
用

品
・

器
具

・
機

器
な

し
た

り
す

る
。

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
。

ど
に

使
わ

れ
て

い
る

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
や

簡
単

な
語

６
地

域
や

社
会

生
活

場
面

に
ふ

さ
わ

し
い

簡
単

な
英

語
（

色
，

動
物

，
食

器
，

文
具

，
乗

り
物

，
数

詞
，

曜
で

の
や

り
と

り
を

楽
し

む
。

日
）

に
関

心
を

も
ち

，
探

す
。

５
や

さ
し

い
英

語
の

テ
レ

ビ
番

組
を

見
た

り
，

英
語

の
読

む
・

書
く

読
む

・
書

く
誕

生
日

の
歌

を
聞

い
て

楽
し

ん
だ

り
，

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
や

簡
単

な
英

語
の

入
っ

た
ゲ

ー
ム

を
し

た
り

し
た

楽
７

家
庭

や
学

校
で

の
日

常
生

活
の

中
で

よ
く

用
い

ら
れ

６
日

常
生

活
や

社
会

生
活

の
場

面
で

用
い

ら
れ

る
簡

単
し

む
。

る
今

日
の

日
付

，
品

物
の

数
，

活
動

を
表

す
英

語
を

読
な

語
や

句
，

文
を

読
ん

だ
り

書
い

た
り

す
る

。
６

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

で
文

字
当

て
ゲ

ー
ム

を
し

た
り

す
る

ん
だ

り
，

自
分

の
好

き
な

品
物

や
自

分
が

し
た

い
こ

と
７

外
国

の
人

に
自

分
の

こ
と

を
紹

介
す

る
簡

単
な

手
紙

。
な

ど
を

書
い

た
り

す
る

。
を

書
い

た
り

，
外

国
の

生
活

の
様

子
や

簡
単

な
物

語
が

８
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

や
簡

単
な

語
を

聞
き

分
け

た
り

，
書

い
て

あ
る

文
章

を
読

ん
だ

り
す

る
。

文
字

の
綴

り
を

見
分

け
て

同
じ

も
の

を
探

し
た

り
，

文
８

正
し

い
文

字
の

形
・

綴
り

や
符

号
の

使
い

方
に

関
心

英
語

で
の

表
現

７
英

語
で

あ
い

さ
つ

を
し

た
り

身
近

な
物

品
の

名
称

字
を

な
ぞ

っ
た

り
し

て
楽

し
む

。
を

も
ち

，
簡

単
な

英
語

を
積

極
的

に
読

ん
だ

り
書

い
た

，
，

簡
単

な
動

作
を

表
す

言
葉

を
英

語
で

話
し

た
り

書
い

た
９

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

の
キ

ー
に

親
し

り
す

る
。

り
す

る
。

み
，

語
や

句
を

打
ち

込
ん

だ
り

，
印

刷
し

た
り

す
る

こ
９

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

を
使

っ
て

，
簡

単
な

英
語

を
書

い
た

８
ゲ

ー
ム

の
中

で
使

わ
れ

る
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

や
簡

単
と

に
親

し
む

。
り

，
印

刷
し

た
り

，
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
で

送
信

し
た

な
語

の
発

音
を

聞
い

て
親

し
む

。
り

す
る

。
９

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
や

簡
単

な
語

の
文

字
を

書
く

こ
と

に
興

味
を

も
ち

，
な

ぞ
っ

た
り

す
る

。
語

や
句

な
ど

の
意

味
語

や
句

な
ど

の
意

味
1
0

英
語

を
題

材
に

し
た

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
ゲ

ー
ム

な
ど

を
楽

し
む

。
1
0

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
新

聞
な

ど
に

あ
る

簡
単

な
語

や
句

1
0

簡
単

な
語

や
句

の
意

味
を

辞
書

で
調

べ
る

。
の

意
味

を
辞

書
で

調
べ

る
。

1
1

語
や

句
の

意
味

を
辞

書
で

調
べ

，
簡

単
な

文
の

意
味

を
知

る
。



情
報

科

５
６

情
報

や
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
な

ど
の

役
割

１
電

話
や

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

，
自

動
販

売
機

，
オ

ン
ラ

イ
ン

端
末

な
ど

１
一

定
の

手
順

に
従

っ
て

テ
レ

ビ
，

電
話

，
フ

ァ
ク

シ
ミ

リ
な

ど
の

情
日

常
生

活
の

い
ろ

い
ろ

な
と

こ
ろ

で
情

報
機

器
が

生
活

に
役

立
っ

て
い

報
機

器
を

操
作

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
る

こ
と

に
興

味
を

も
ち

，
生

活
の

中
で

進
ん

で
活

用
し

よ
う

と
す

る
。

２
日

常
生

活
の

中
の

様
々

な
情

報
機

器
の

利
用

の
際

に
必

要
な

パ
ス

ワ
２

テ
レ

ビ
を

は
じ

め
と

す
る

様
々

な
メ

デ
ィ

ア
の

情
報

に
は

商
業

情
報

ー
ド

の
役

割
を

知
り

，
適

切
に

取
り

扱
う

こ
と

が
で

き
る

。
を

含
ん

で
い

る
こ

と
を

知
り

，
そ

れ
に

対
し

て
自

分
の

考
え

を
持

つ
こ

３
公

共
の

機
関

や
施

設
，

様
々

な
産

業
現

場
等

で
は

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

な
と

が
で

き
る

。
ど

の
情

報
機

器
が

活
用

さ
れ

て
い

て
，

仕
事

の
効

率
を

良
く

し
，

生
産

３
各

種
会

員
カ

ー
ド

，
プ

リ
ペ

イ
ド

カ
ー

ド
，

キ
ャ

ッ
シ

ュ
カ

ー
ド

，
等

の
処

理
や

管
理

に
役

立
っ

て
い

る
こ

と
を

知
る

。
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
な

ど
カ

ー
ド

に
は

違
い

が
あ

る
こ

と
に

気
づ

き
４

様
々

な
メ

デ
ィ

ア
に

よ
っ

て
送

信
さ

れ
る

情
報

は
送

り
手

の
考

え
方

，
，

そ
れ

ぞ
れ

の
注

意
す

べ
き

点
に

つ
い

て
配

慮
し

て
利

用
で

き
る

。
に

よ
っ

て
取

捨
選

択
加

工
さ

れ
た

も
の

で
商

業
情

報
・

嘘
や

間
違

い
４

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

を
起

動
し

，
必

要
な

ソ
フ

ト
を

自
ら

選
び

利
用

す
る

も
含

み
う

る
も

の
で

あ
り

，
受

け
手

は
そ

れ
を

判
断

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
と

を
理

解
す

る
。

５
生

活
に

必
要

な
情

報
を

整
理

し
，

自
己

に
必

要
な

情
報

を
取

り
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

機
器

の
操

作
５

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

な
ど

の
情

報
機

器
の

操
作

に
関

心
を

も
ち

，
進

ん
で

６
必

要
に

応
じ

て
プ

リ
ン

タ
や

ス
キ

ャ
ナ

，
デ

ジ
タ

ル
カ

メ
ラ

等
の

周
活

用
し

よ
う

と
す

る
。

辺
機

器
を

利
用

で
き

る
。

６
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
な

ど
の

情
報

機
器

の
起

動
か

ら
終

了
ま

で
の

操
作

に
７

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

及
び

そ
の

周
辺

機
器

の
簡

単
な

点
検

，
保

守
，

整
備

所
定

の
手

順
や

注
意

す
べ

き
点

に
従

っ
て

操
作

で
き

る
。

が
で

き
る

。
７

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

な
ど

の
情

報
機

器
を

利
用

し
た

ら
便

利
に

な
る

場
面

８
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
な

ど
の

情
報

機
器

の
不

具
合

に
対

し
て

，
消

耗
品

に
お

い
て

，
進

ん
で

活
用

で
き

る
。

の
補

給
な

ど
自

分
で

対
処

で
き

る
も

の
，

専
門

家
に

依
頼

が
必

要
な

も
の

等
，

そ
れ

ぞ
れ

の
場

合
の

適
切

な
処

置
方

法
を

理
解

し
て

い
る

。

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
操

作
と

活
用

８
自

分
の

目
的

に
合

わ
せ

て
応

用
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

活
用

で
き

る
。

９
文

書
処

理
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
と

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
な

ど
の

周
辺

機
器

を
９

目
的

に
合

っ
た

応
用

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
選

択
し

，
イ

ン
ス

ト
ー

ル
し

組
み

合
わ

せ
て

使
い

，
新

聞
や

広
報

な
ど

広
く

み
ん

な
に

伝
え

た
い

文
て

生
活

に
活

用
で

き
る

。
書

を
作

成
で

き
る

。
1
0

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

な
ど

の
情

報
機

器
を

使
用

し
て

簡
単

な
絵

を
描

い
た

1
0

そ
れ

ぞ
れ

の
応

用
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
に

つ
い

て
用

途
（

難
し

い
）

等
り

，
画

像
を

保
存

し
た

り
で

き
る

。
基

礎
的

な
事

項
を

理
解

し
，

知
識

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
1
1

応
用

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
活

用
し

て
年

賀
状

や
案

内
状

な
ど

目
的

に
1
1

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
ソ

フ
ト

を
使

っ
て

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ

ン
作

品
を

制
作

応
じ

た
文

書
を

作
成

で
き

る
。

で
き

る
。

1
2

表
計

算
処

理
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
等

を
利

用
し

て
，

金
銭

の
出

納
や

製
品

1
2

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ソ

フ
ト

を
用

い
て

発
表

を
行

う
こ

と
が

で
の

数
量

管
理

な
ど

に
活

用
で

き
る

。
き

る
。

1
3

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

と
デ

ジ
タ

ル
カ

メ
を

使
っ

て
学

級
新

聞
作

り
が

で
き

る
。

通
信

1
4

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
向

こ
う

に
は

相
手

が
い

る
こ

と
を

知
り

，
相

手
の

1
3

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
向

こ
う

側
に

は
相

手
が

い
る

こ
と

を
理

解
し

，
情

こ
と

を
考

え
て

情
報

を
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

報
の

や
り

と
り

は
人

同
士

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
一

形
態

で
あ

る
1
5

知
り

た
い

こ
と

に
つ

い
て

進
ん

で
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

使
っ

て
調

べ
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
。

こ
と

が
で

き
る

。
1
4

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

な
ど

を
利

用
し

た
情

報
の

収
集

，
処

理
，

発
信

の
手

順
や

方
法

，
き

ま
り

を
理

解
し

て
い

る
。



1
5

W
e
b

ペ
ー

ジ
の

閲
覧

な
ど

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

し
，

収
集

し
た

い
情

報
を

検
索

し
て

生
活

に
活

用
す

る
。

1
6

教
育

イ
ン

ト
ラ

ネ
ッ

ト
等

を
使

用
し

て
，

他
校

の
友

人
と

の
や

り
と

り
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

情
報

の
取

り
扱

い
に

関
す

る
き

ま
り

や
マ

ナ
ー

1
6

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

中
に

は
決

ま
り

や
マ

ナ
ー

を
守

っ
て

い
な

い
人

1
7

情
報

収
集

に
お

い
て

は
，

発
信

さ
れ

て
い

る
情

報
の

信
憑

性
の

問
題

も
い

る
こ

と
を

知
り

，
自

分
は

そ
う

で
あ

っ
て

は
い

け
な

い
と

考
え

る
が

あ
り

，
注

意
が

必
要

で
あ

る
こ

と
を

理
解

し
て

い
る

。
こ

と
が

で
き

る
。

1
8

情
報

発
信

に
お

い
て

人
権

等
，

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

，
等

さ
ま

ざ
ま

な
1
7

自
分

が
情

報
発

信
し

よ
う

と
す

る
際

，
送

る
情

報
が

ふ
さ

わ
し

い
か

配
慮

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
。

考
え

な
が

ら
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

1
9

情
報

に
は

そ
れ

ぞ
れ

著
作

権
が

あ
り

，
そ

の
保

護
の

た
め

の
配

慮
が

1
8

著
作

権
に

配
慮

し
，

気
安

く
他

人
の

デ
ー

タ
を

使
用

し
な

い
よ

う
配

必
要

で
あ

る
こ

と
を

理
解

し
て

い
る

。
慮

で
き

る
。

2
0

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
等

の
公

開
情

報
の

中
に

は
犯

罪
に

関
わ

る
も

の
な

，
。

1
9

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

は
個

人
情

報
な

ど
の

発
信

は
行

わ
な

い
こ

と
を

ど
悪

質
な

情
報

も
あ

り
注

意
が

必
要

で
あ

る
こ

と
を

理
解

し
て

い
る

い
つ

も
念

頭
に

置
く

。
2
1

悪
質

な
情

報
に

気
づ

き
，

危
険

か
ら

回
避

し
よ

う
と

す
る

こ
と

が
で

2
0

情
報

の
取

り
扱

い
に

お
い

て
，

人
権

，
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
，

虚
偽

の
情

き
る

。
報

等
問

題
に

つ
い

て
配

慮
で

き
て

い
る

か
チ

ェ
ッ

ク
で

き
る

。
2
1

き
ま

り
や

マ
ナ

ー
に

従
っ

て
や

り
と

り
を

す
る

。




